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プロローグ




「遠い所をわざわざすまなかったね、ジャック・アークライト君。西方国境から、帝都までは遠かったろう？　暦上、春にはなったがまだまだ冷える」

「い、いえ……。飛空艇の発着場からこの御お屋や敷しきまで少し迷いましたけど、そこまでは……」




　一見、簡素だが高級感溢あふれた服を着て目の前に座っている男性へ、どうにか回答する。

　自分の生殺与奪を握っているに等しい相手を前にして、緊張しないなんて無理だ。

「そうか。ああ、座ってくれたまえ」

　男性へ頭を下げ、恐る恐る木製の椅子へ腰かける。

　多分、これ一脚で俺が魚を釣ったり、獣を罠わなで仕留めて稼ぐ一年分以上の金額な筈はず。

　置いてある他の調度品や、窓硝子がらすからも圧倒的な威圧感。目利きな自分が恨めしい。

　流石さすがは帝国屈指の大貴族、ロドリック・ロードランド侯爵様。

　国一番の大金持ち、っていう話は、俺の実家があるド田舎にも聞こえてたくらいだ。

　侯爵が立ち上がり、尋ねてきた。

「ところで、君は珈琲コーヒーが好きかね？」

「あ、は、はい……」

「そうか。では今、淹いれるとしよう。少し待っていてくれたまえ」

　満面の笑みを向け、作業し始める。

　あ、俺、これ系の笑顔、知ってるわ。竜とか魔ま狼ろうとかが人を喰くう前のやつだわ。

　貧乏貴族の息子には恐怖でしかない。まだ、生きていたいです。

　……どうして俺はこんな所にいるんだろうか。どう考えても場違い。

　無意識に頭へ手をやると、自分の黒茶髪が跳ねていた。

　ことり、音を立ててソーサーと珈琲カップ、砂糖入れとミルク入れが目の前に置かれる。

　侯爵は椅子へ戻り、一口。

「うむ、我ながらよく出来た。近頃は、こうして自分で淹れることに凝っていてね。なに、貴族の道楽、というやつだ。遠慮なく飲みたまえ。砂糖とミルクはお好みで」

「は、はぁ……あ、ありがとう、ございます」

　おっかなびっくり、そのまま飲む。

　うっまっっっっっ！

　だ、大貴族様ってこんなのを毎日、飲んでんのっ!?

　今まで、俺が一年に数回しか飲めなかった、本物の珈琲とは何だったのか……。

　目を白黒させていると、侯爵が愉快そうに笑った。

「口に合ったようで何よりだ。では──帝国西方の外れから帝都まで、飛空艇と駅馬車を何本も乗り継いでもらい、君にわざわざ来てもらった理由を話すとしよう。手紙は読んでくれたかね？」

「は、はい。その……本当なんでしょうか？　うちの爺じいち──亡くなった祖父と、先代ロードランド侯爵様が戦友だったっていうのは」

　──それは、数日前のよく晴れた日のこと。

　学校から帰ると、珍しく親おや父じに呼ばれ一通の手紙を見せられた。

　内容は至極端的。




『古き約定により、今年、十六歳となる貴家子息、ジャック・アークライト殿を我が孫娘の婚約者としたい。追記：不可の場合、貴家の借金を利子含め即刻、現金で返済願いたく』







　首を傾かしげる前に怒鳴ったね。怒鳴ったともさ。「またかよっ！」って。

　息子の俺が言うのもなんだが、うちの親父は悪い人間じゃない。

　……が、余りにも、余りにも、人が好よ過ぎる。

　アークライト男爵家は帝国西方国境の外れに小さな領地を持っていて、親父は当代。毎日、領地を見回って、問題があれば真摯に対応。領民からの受けはすこぶる良し。

　でも、後先考えず助けるもんだから、家計は何時いつも火の車。

　上の兄貴達二人はもう結婚し独立、ここ帝都で働いていて、季節毎ごとに仕送りをくれる。

　四歳違いの姉貴も自立し、こちらからは毎月結構な額の仕送りが届くのにまだ足りない。

　この前、姉貴のお金でようやく返し終わったと思ったのに、隠れてまた借りていたとは。

　しかも、借りている相手が……最悪中の最悪だ。




『貸した物は返してもらう。借りた物は返す。これ、人間関係の基本なり』




　何処どこの借金取りかと思う家訓を掲げる帝国大貴族様。

　国内で最も裕福、かつ、淡々と取り立てをしてくることで知られる御お家いえ柄がら。噂うわさでは、皇帝家よりも金貨を持っているとか、いないとか……。

　俺がチビの頃に死んだ母さんはさぞかし笑っていることだろう。「ジャックもまだまだ甘いわね。あの人に隙を見せたら、家計は、一日持たずに死ぬのよ……？」……正しい。

　いや、だけど、これは幾ら何でも……問いただす暇もなく、親父は俺にこう告げた。

『借金は返せない。すまんが、帝都へ逝ってくれ☆』

　文字が違ちげぇ！　即座に滅殺すべく本気で殴りかかり……気付いた時には荷馬車の上。

　手に握っていたのは、帝都の侯爵家屋敷までの詳細な道程が、とても丁寧かつ柔らかい字で書かれた地図付き案内書と、送られてきた手紙。そして反面、乱雑な親父のメモ紙。『不ふ甲が斐いない父を許してくれ……お前が隠してた小銭、村の祝い事に使っていいか？』

　お、お、おのれ、あの無駄に鍛えてやがる筋肉馬鹿っ！

　帰ったら猪いのしし用罠にはめてくれるっ！

　憤慨しつつも、俺は侯爵家の手紙を読み、申し開きをするべくここまで辿たどり着いたのだ。

　案内書がなかったら永久に辿り着けなかったと思う。書いてくれた人に感謝を。

　──閑話休題。

　侯爵が大きく頷うなずいた。

「私の父は先の西方戦役の折、君のお爺様に戦場で幾度となく救われたそうだ。そして、戦乱が鎮まり別れる際、こう約束をした。『子供達を結婚させ、一族となろう！』とね。よくある話だ」

「…………」

　確かにありがちな話ではあるし、爺ちゃんなら尚なお更さらあり得る。あの人、半ば人外だったし。

　でも──相手は侯爵。しかも、皇帝陛下ですら気を遣うと噂のロードランド侯爵家。

　で、うちは爺ちゃんが戦場で活躍し、叩たたき上げで貴族になった、ぽっと出貧乏貴族。

　……婚姻とか無理なような？

　顔に出ていたらしく、侯爵が再び首肯。

「普通は難しいだろう。が、我が父親ながら、先代は頑固者。『約束は必ず果たす！』と言ってきかぬ。両家の子供達は皆、男子ばかり。私達の世代では果たせなかったからな」




「……それで、孫の俺、というわけ、ですか。な、ならうちの姉貴なんか如何いかがでしょう？　独身ですし、歳としは俺と四つ違いの十九。器量も、身内ながら悪くはないと思います」

　にこやかな微笑ほほえみ。

「ジャック君、これでも私は帝国侯爵なのだよ？　君の姉君のことは『よく』知っている」




　俺はそっと視線を逸そらす……ダメか。

　あの姉を嫁に貰もらってくれる勇者中の勇者様を、アークライト家では常時、募集中です。

　侯爵が希望を打ち砕く。

「それに私の子供は三人共、娘ばかりだ」

　に、逃げ道！　逃げ道が何処にもないっ！

　こ、こ、これ、俺、借金返さない限り、帰れない話だよな？

　珈琲を一気に飲み干し、白磁のカップをソーサーへ置き、覚悟を決める。

「…………し、し、し、借金の額は、如何いかほど、で、でしょうか？」

　不覚にも声が震えた。し、舌が、舌が回らない！

　死刑執行を待つ受刑者へ見せるような処刑人の慈悲深き表情で、侯爵が止めてくる。

「見ない方が良いと思う。このまま、提案を呑のんでくれた方が、君も幸せになれるぞ？」

「お、お、お、お願いします」

「そうか……君は勇敢だな。かのアークライトの名を継ぐ者だけのことはある」

　メモ紙に数字が書かれ、差し出される。

　み、見たくない。けど、見ないと先へ進まない。

　頑張れ。頑張るんだ、ジャック。お前なら立ち向かえる。

　数々の姉貴の暴虐と、親父の無理難題からも生き延びてきたじゃないかっ！

　意を決し、信じられないくらいに震える手で封筒を持ち内容を確認。

　半瞬と持たず、意識が消失。




　──うわぁ。辺り一面お花畑だぁ。あ、爺ちゃんと婆ばあちゃん。




　テーブルに突っ伏し、頭を抱える。

　あ、あのクソ親父ぃぃぃぃぃぃ！　なななななんつー額を借りてやがるっ！

　これ、うちの年収の何年……いや、何十年分だよ!?　うぅ……おうち帰りたい……。

　どうにか、頭を上げると侯爵が爽やかな笑み。

　や、やだなぁ。断頭台に人を送る処刑人のそれじゃないですか？

「残念だが、君には選択肢がない。我が家は、私の代まで貸しを返してもらいそびれた相手、そして、取り立てに失敗したのは、合わせてもただの二人しかいないのだ。……そう、君の御祖父様と御父上だよ。ま、諦めてくれたまえ。悪いようにはせんよ」

　そう言うと、大貴族様は手元の小さな鈴を鳴らした。

　扉がノックされ、光り輝く淡い栗くり色いろの長髪で、目鼻立ちがしっかり整い、かつ長身なのに、華きや奢しやな美少女が部屋へ入って来た。

　着ている服は白基調。これまた簡素に見えるけれども明らかに超高級品。

　……俺より、背が高い。

　美少女は俺を一いち瞥べつし、侯爵へ向き直る。

「御お父とう様さま、お呼びですか？」

「エミリア、先日、話をしたな。この子が、お前の婚約者のジャック君だ。うちから帝国魔導学院にも通ってもらう。色々と世話してあげなさい」

　エミリア、と呼ばれた美少女は再度、俺を見た。

　──視線が交錯。

　綺き麗れいな翡ひ翠すい色の瞳。俺の幼おさな馴な染じみと同じだな。珍しい。

　あいつはそんなに偉い貴族の娘さんではなかったと思うけど──侯爵令嬢が、一瞬だけ俺を咎とがめるような表情を見せたかと思うと、侯爵へ向き直った。

「……分かりました。御父様、ジャック様は長旅でお疲れかと思います。御部屋まで案内して差し上げたいのですが」

　侯爵が鷹おう揚ように応じる。

「構わんとも。是非、そうしてあげなさい。では、ジャック君、これからよろしくな」

「ま、待ってください！」

　俺抜きで進む話にたまらず、悲鳴をあげる。

　親子が揃そろって俺を見た。侯爵は面白そうに。娘さんの方は不満気に。

　おっかなびっくり、提案する。

「た、確かにこの額は、うちの領土を売っても返せません。で、ですが、俺はどうにかして返したいと思っています。『借りは返せ』家訓なので……お願いします。な、何か仕事をさせてください。ど、どんな仕事でも一生懸命、頑張りますからっ！」

　侯爵が顎に手をやり考え込まれ、娘さんへ尋ねる。何故なぜだか、とても楽しそうだ。

「ふむ……エミリア、お前はどう思う？」

　隣に立つ美少女が目を細め、俺を睨にらみ何事かを呟つぶやいた。「……バカ。約束したのに」。

　腕組みをし、俺の隣の席へ座った。

　あ、明らかに怒っている。何でだ？

　お嬢様は、実の父親へ返答。

「……一理はあるかと」

「私もそう考える。では」

　侯爵は娘さんに確認すると俺を見た。草食獣のふりをした純粋な肉食獣の瞳。

　…………悪手だったか？　あと、帝国魔導学院って、う、嘘うそだよな？




「君には、娘の専属執事となってもらおう」




「！　し、執事ですか!?」「御父様っ!?」

　俺とお嬢様が叫ぶ。

　思わずお互い顔を見合わせ、目をぱちくり。

　気恥ずかしくなり、慌てて、視線を外す。

　い、幾ら何でもこの提案は無理がある。どうにか撤回してもらわないと。

　第一、本物の御嬢様相手の執事って……何するんだ？

　姉貴に無む理り矢や理り読まされた小説みたいなのか？

　……想像出来ねぇ。

　こちとら、由緒も正しくない貧乏貴族の三男坊だってのっ！

　俺が口を開く前に隣の美少女が、侯爵へ向かって声を荒げた。

「御父様！　何を言われるかと思えば……そんなこと、私は反対です！　ジャック様は私の婚約者であって、執事なんかでは──」

「エミリア、少し私の近くへ来なさい」

「？」

　愛まな娘むすめの言葉を遮り侯爵が手で指示。微笑を浮かべられている。

　……さ、寒気が。無意識に両腕を掴つかむ。

　お嬢様は怪け訝げんそうな顔をし、ちらり、と俺を見た後で、机を回り込み父親の傍そばへ。

　侯爵が耳打ち。

「（考えてもみよ？　彼を執事にすれば四六時中、一緒だぞ？　屋敷でも、学院でも、何処に行くのもだ！　もし、嫌がった場合はこう言ってやればいい。『貴方あなたは私の執事でしょう？』とな。拒みはすまいよ。悪い話ではあるまい？）」

「（！　…………し、四六時中、何処へでも、ですか？）」

「（そうだ。それにだ……ジャック君は随分と義理堅く育ったようだ。強引に婚約しても、しこりが残るかもしれん。お前とて、彼に嫌われたくはあるまい？）」

「（そ、それは……そう、ですが……）」

　親子は俺の前で内緒話。

　お嬢様は、ちらちら、と俺を見やり、やがて深く息を吐き、侯爵へ頷いた。

　優雅さすら感じさせる仕草でこっちへ戻り、自然に俺の隣へ。

　……さっきよりも近くね？

　侯爵が告げてきた。

「娘は納得したようだ。君からすれば、これ以上の話はないように思う。ああ。毎月の給金はこれくらいだ」

　メモ紙がテーブルの上を滑って来た。

　受け止め確認。…………意識がやや、遠くなる。

　え？　大貴族様に仕えてる人達って、こんなに貰ってるのか??

　隣のお嬢様が覗のぞき込んできた。ふわり、と花の香り。

「私の執事としては、随分と少な目ですけど、こんなものですね。これなら、学院卒業までに間違いなく返し終わりませんし」

　……どうして、俺を見て、狡こう猾かつな狐きつねみたいにほくそ笑む？

　でも選択肢はない、か。生殺与奪を握られてるしな……俺はぎこちなく首肯。

　侯爵が両手を合わせ、娘に似た笑み。

「その給金の一部で毎月、返済をしていくという形を取ろう。期間は借金返済が終わるまで。学院を卒業するまでに返済が終わらなければ、卒業と同時に即結婚式だ。父親としては少々複雑だが、娘は既に自ら教会を」

「御父様、話は決したと思います。もうよろしいですね？」

「ん？　ああ。では、ジャック君、娘をよろしく頼むよ」

　侯爵の言葉の後半はお嬢様が声を被かぶせてきてよく聞こえなかった。

　力なく立ち上がり、侯爵へ深々と頭を下げ、部屋を出る少女の後に続く。

　後ろ髪に着けている純白のリボンは、服に比べると一般的な物に見える。思い入れのある品なのかもしれない。

　──無言で長い廊下を歩くこと暫しばし、少女が振り向いた。瞳には挑戦の色。

　指をつきつけ、宣告してきた。口調が変わる。

「い、言っとくけど、私、貴方の許嫁いいなずけになったつもりはないからっ！　でも、御父様と御お母かあ様さまに心配はかけたくないし、屋敷内で振りはしてあげる。感謝してよねっ！」

　敵中孤立。全面包囲下、絶体絶命と思える戦場に差し込む一筋の光。

　人は、希望があれば生きていけるのだ。少女へ歓喜を伝える。

「！　まじかっ！　良かったぁ。そうだよな！　会ったばっかりの男と結婚するなんて、幾ら大貴族様でも、今時、聞いたことないもんな!!　うしっ！　とっとと破談になるよう頑張ろうなっ！　なっ!!」

「………………」

　少女は背を向け大股で歩き出した。さっきよりあからさまに不機嫌。白のリボンが揺れている。

　あ、あれぇ？　俺は小首を傾かしげる。

　何か怒らす言葉があったか？

　……ま、いいや。少なくともこいつは敵じゃない。今のところはそれだけで十分だ。

「何をしているの？　早く来なさいよっ！　貴方は私の執事になったんだからねっ！」

「お、おう」

　考え込む俺を、少女が振り返って呼んだ。




　──こうして、俺は侯爵令嬢の借金執事になったのだった。
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第一章




　翌朝早朝。

　俺は宛あてがわれた部屋で身支度を整えていた。着ているのは持ち込んだ数少ない普段着。

　……いつの間にか綺麗に洗われて、ほつれも直されていて新品同然になっていたことについては何も言うまい。突っ込んだら負けだ。

　部屋の中心にはとんでもなく大きなベッド。それに脇机や椅子といった幾つかの調度品。

　大貴族様の御お屋や敷しきの部屋としては殺風景に見えるものの……触れてみると分かる。

　ここにある物は、小物一つとっても上質。値段は分からねぇけど……高い。間違いなく。

　き、気を付けねぇと。し、借金が、借金が増えるっ。

　上質な布地のカーテンを開けた窓からは、初春の日差しが降り注いでいる。

　庭の噴水は凍っている。まだまだ寒そうだ。部屋の中が暖かいのは窓や壁が上等なのと、至る所に組み込まれている魔法の効果なんだろう。

　俺如ごときじゃ詳細は分からない。でも、暖炉に火を点つけなくていいのは楽でいいや。

　太陽の高さから見て、

「……普段よりも起きんのは結構早い、か」

　初めて寝るベッドや枕が合わなかった、というわけじゃない。

　むしろ、ベッドと枕は今まで経験したことがない程、ふかふかで、毛布も信じられないくらいに柔らかかった。横になった瞬間、睡魔に負けたし。

　なのに、こんな時間に起きちまった──洗面台に映る自分の顔を確認。

　黒茶の瞳と髪。容姿は自分で言うと物悲しいが、可もなく不可もなく。

　背は……これから、これからだから！

　何とはなしに呟く。

「……やっぱ、緊張してんだろうなぁ」

　つらつらと、昨日までの流れを思い返す。

　突然、帝国一の大金持ちな大貴族様に呼ばれて、遠路遥はる々ばる、帝都へ。

　来てみたら、爺じいちゃん同士の古い約束が発覚。

　いきなり侯爵令嬢と婚約しそうになった挙句、執事をすることに。

　孤立無援か、と思いきや俺の許嫁にして御主人様になったエミリア・ロードランド侯爵令嬢も、この婚約には乗り気ではない模様。思わず快かい哉さいを叫んだ。

　その後、突然不機嫌になったお嬢様へこの部屋へ案内されて、少しだけ休憩していると、またしてもお嬢様が呼びに来て夕食へ。

　いや～あんな大広間で食べんのな。しかも、使用人の人達とも一緒に！

　あと、メイドさんって、本当にいんだなぁ。

　料理自体は、しきたりに厳しい貴族様の料理が出てきたらどうしたもんか……と思ってたけど、肩透かし。食べたこともない珍しい料理が、ずらっと。好きに食べて良し。

　侯爵曰いわく、

『我が家は西方戦役で武功を挙げた成り上がりだよ。堅苦しい料理はどうにも肩が凝ってね。何より、どうせ食べるならば美味うまい物の方が良いだろう？』

　ごもっとも。俺にとっては有難い話だ。

　──問題はエミリア・ロードランド侯爵令嬢。

　俺の目の前に座った時は機嫌も直っていたようで『美味おいしいですか？』とか『こっちのも食べてください』とか、『口元が汚れていますよ？』とか、あれこれと話しかけてくれていたんだが……。頭に右手を置く。

「あの話を出したのが失敗だったかぁ」

　食事の都度都度、侯爵も気を遣って話しかけて下さっていて、途中、爺ちゃんから聞いた西方戦役の話をしたところ、やたらと盛り上がってしまったのだ。

　しかも、そこへ古参の使用人さん達も加わったことで、もうしっちゃかめっちゃか。若い頃の爺ちゃんのことを知ってる人もいて、俺も興奮してしまった。

　結果──取り残される形になったお嬢様は大いに御立腹されたようで、夕食を終え風呂場に案内された時はまたしても無言に逆戻り。美少女な分、余計に怖かった。

　……まじぃ。本当にまじぃ。

　執事って、何をするもんなのか皆目見当もつかねぇけど、取りあえず、仕えるべき主あるじを放り出すのは駄目だろう。




　もしや……いきなり、クビかぁ？




　鏡に映る自分の顔は強こわ張ばっている。ま、まぁでも、何かしら仕事はある筈はず。

　頑張らねば！　そして、借金を返さねばっ!!　俺の自由の為ためにっ[image: ]

　俺が仕えるお嬢様もこの婚約には乗り気じゃないようだし、活路はある。

　とにかく、

「行動だな！」

　気合を入れ、洗面台を離れる。

　お嬢様がこんな早朝に起きているとは到底思えない。でも、これだけ広い御屋敷なんだ。

　廊下を歩いていれば誰かしらに出会うだろう。その人に仕事を分けてもらえばいい。

　うし、決定ー。意気揚々と部屋の扉を開けようとし──突然開いた。

「うぉっ!?」「あら？」

　倒れそうになり寝間着姿の美少女に受け止められる。淡く綺き麗れいな茶髪が煌きらめく。

　えーっと……

「お、おはようございます、エミリア・ロードランド様？」

「……おはよう。敬語、いらない。扉、閉めて」

「お、おぅ」

　左手で扉を閉める。

　こ、こいつ……何でこんないい匂いがするんだよ。あと、布地が、布地が薄いっ！

　そこまで胸はなくても、程度問題なのを是非とも自覚してほしい。

　ドキマギしながらもお嬢様から離れようと──

「な、なぁ」

「……何よ」

「は、放してほしいんだが？」

　俺は神に誓って、何処どこにも触れようとしていない。

　けれどもお嬢様は俺の服の胸元を掴つかんだまま、睨にらまれる。

「──……ジャック・アークライト、貴方あなたは私の何？」

「え、えーっと……し、執事？」

「どうして、そこで疑問形なのよ！　言い切りなさい!!　はい、もう一回っ[image: ]」

　朝っぱらから元気だな、こいつ。

　でも……返答する。

「お、俺は、エミリア・ロードランドの執事だ」

「……婚約者が足りない。あと、執事は何時いつ如何いかなる時も、御主人様のことを考えないと駄目。昨日、私のこと、途中から忘れていたでしょう？　あんな楽しそうにお喋しやべりしてぇ……あと、今度こういうことがあった時は、貴方が私を優しく受け止めること！」

「いや、こんなことはそうそうないと」

「い・い・か・ら！」

　ぐいっ、と顔を寄せてくる。

　こ、こいつ、やっぱり俺よりも背が明らかに高い。つまるところ、胸元が……俺だって年頃の男なわけで。

　不満気な催促。

「返事！」

「あーあー……昨日は悪かった、猛省してる。受け止めるのも了解した。善処する。だからだな、その……」

「目を見て！」

　こ、こいつ……大声で指摘する。

「だ～！　まずは、離れろっ！　自分の恰かつ好こう、恰好を考えろっ!!」

「？　何を言──……～～～～～～っっっ[image: ]」

　ようやく気付いた侯爵令嬢が赤面。手を放す。

　解放された俺は背中を向け、コート掛けへ。

　自分の茶色のコートを取り背中越しに放り投げる。

「！」

「……ボロイけど、それでも着とけ。──着たか？」

「う、うん」

　ホッ、とし振り返り──あ、これ、駄目だわ。攻撃力が高過ぎるわ。

　再び背中を向ける。

「と、取りあえず着替えてこいよ。幾ら部屋の中は暖かいからって風邪ひいちまうだろ？」

　狼ろう狽ばいしている俺に対して侯爵令嬢様は機嫌が回復。鼻歌混じりにこう告げてきた。

「ふふふ♪　あとでねー。今は私の執事さんにやってもらうことがあるんだから」

　お嬢様は俺を追い越し、近くにある椅子へ腰かけた。

　コートの袖で口元を押さえ、足をブラブラさせながら、俺へ命令。

「はい、これ」

「？　何だよ」

　肩越しに俺を見上げてきたお嬢様から渡されたのは純白のリボン。

　昨日、髪を結っていたやつだな。戸惑いつつも受け取る。

　こうして近くで見ると……やっぱり普通のリボンだ。うちの村にもありそう。

　なのに魔法が駄目な俺でも分かるくらい、強い魔力で保護されているのが分かる。

　こいつはお嬢様にとって余程大事な物のようだ。

　当の本人は「後でカエデに大きな姿見を運ばせなきゃ。これから、色々と入用になるだろうし」などと呟つぶやいている。洗面台の鏡で十分なんだが？

　素直に聞く。

「で？　これをどうすればいいんだ？」

「朝起きて準備が出来たら、私の後ろ髪は、今後、貴方が結って」

「!?　い、いやでも、お、俺なんかに触られるのは嫌」「じゃない！」

　いきなりの強い断言。

　窓に薄うつすらと映るお嬢様の瞳に迷いは見えない。

　…………仕方ねぇ、か。御主人様の命令ならば、是非もなし。

　俺の決意を他所よそに、侯爵令嬢は指を唇につけ嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「あ、でも？　貴方、女の子の髪に触ったことないだろうし、わ、私が教えて～～～っ!!」

　優しくお嬢様の後ろ髪に触れ、リボンで髪を結んでいく。

　……信じられないくらい、サラサラだな。

「ほいよっと。こんなもんか？　一応、昨日、見た通りだと思うんだが」

　確かに姿見が必要かもしれん。

　頬ほおを膨らませた侯爵令嬢が椅子の上に膝を立て、振り返り、俺へジト目を向けてきた。

　いや、だから、攻撃力が高いんだってっ！

　視線を逸そらそうとすると、手が両肩に伸びてきて掴まれ、揺らされる。反動で椅子がガタガタと鳴った。

「ど～してぇ、こんな簡単にぃぃ、女の子のリボンが結べるのぉぉぉ？」

「た、倒れる、倒れるからっ!!　じ、実家で、あ、姉貴にやらされてたんだよっ[image: ]」

「……お姉さんに？　弟の貴方が??」

「うぐっ！」

　きょとん、とし、お嬢様が真っ当な疑問をぶつけてきた。

　は、反論出来んっ。我が姉ながらあの人は変わっているし。

　再度、揺らされる。

「……そうやって、嘘うそを言っても、あ」「ば、馬鹿っ!!」

　椅子が倒れ、長身なお嬢様が投げ出される。

　慌てて受け止め──どうにか腕の中に収まった。椅子が倒れる音。

「大丈夫か？」

「……だ、大丈夫。その……あ、ありがと……」

　俺のコートを羽織っている美少女が礼を言い、上目遣い。

　可愛かわい──……落ち着け、落ち着くんだ、ジャック・アークライト。

　こいつとは会ってまだ一日だぞ？

　確かに外見はとんでもなく整っている。無駄に仕草等の攻撃力が高いのも事実。

　だがしかし、幾ら何でも、絆ほだされるのが早過ぎだろうが？

　ここは毅き然ぜんと注意をだな──お嬢様が自分の足で立ち、腕を背中に回してきた。逆に抱きしめられる形になる。

「お、おい」

「……さっき言ったわよね。もう少し優しく受け止めて。貴方は私の、私だけの執事で、婚約者なんだから。あと」

「？」

　小首を傾かしげ侯爵令嬢を見やると、見る見る内に頬が赤くそまっていく。

　顔を背け、早口。

「以後、私以外の女の子の髪を触るのは禁止！　いい？　分かったら返事！」

「……そんな機会があるとでも？　第一、姉貴以外だと、お前が初めてだし……」

「！　あ、そ、そうよね。うんうん。貴方にそんなことさせる女の子はいないものね！」

「…………」

　何故なぜだろう。殴られたわけじゃないのに、心が、心が痛いっ。

　俺が黄昏たそがれていると、ノックの音。はて？

　涼やかな声と共に、扉が開く。

「エミリア御お嬢じよう様さま、ジャック様を起こすことは出来ましたでしょうか？　そろそろ、御着替えが──……御嬢様、いけません！　嬉うれしいのは重々承知しておりますが、あれ程、慎みをお持ちくださいと言いましたのに！　それと、ジャックく……こほん。ジャック様！　執事である貴方がいきなり主に手を出すなど……そこはまず年上メイドからな筈ですっ！」

　耳が隠れる位の美しい漆黒髪で長身メイドさんが両腰に手を置きつつ、捲まくし立ててきた。

　慌てて離れる。黒髪……珍しい、初めて見た。

　ただ、動揺しているのか訳の分からないことを口走っている。

　嬉しい？　年上メイドさんから??

　……確かに胸がお嬢様よりかなり大きいのは魅力──殺気っ[image: ]

　本能に従い右足を引く。直後、細い足に踏み抜かれた。

　エミリア・ロードランド侯爵令嬢が微笑を向けてくる。

「……何か？」

「……い、いいえ、何も」

「……そうですか。カエデ、今のは単なる事故よ。ジャック様、着替え終わりましたら、御お呼よびしますので、部屋の前で待っていてください」

　口調が変化した。

　こいつ、昨日からそうだけど、素の姿、実の父親や屋敷にいる人間にも見せてないのか？

　それとも、俺と話している時は俺に合わせてくれてるのか？

　前者だったら、どうにかしてやらないと……。

　少々、深刻に考えていると、すれ違いざまに耳元でぽつり。

「（口調が変わるのは単に癖よ。侯爵領の友人相手にはこうなの。あと、カエデに貴方と仲良くなった、なんて思われたら大変よ？　屋敷中に広がるのは間違いないわね）」

「（……そっか。お前も大変なんだな。あと、俺を起こす、ってのは？）」

「では、ジャック様、後程」

「お、おぅ」

　お嬢様はにこやかに笑い、疑問に答えず部屋を出ていく。

　黒髪メイドさんも俺へ片目を瞑つぶり、会釈し扉を閉めた。

　……俺のコート。




　　　　＊




　広い廊下でお嬢様を待つ。

　まだ早朝だってのに、結構な頻度でメイドさん達が通とおっていく。

　その都度、会釈しつつ「おはようございます！」と挨拶。

　名前も分からねぇけど、同僚になるわけだし。メイドさん達はみんな満面の笑みで『おはようございます♪』と答えてくれた。

　ただ、一部の人には頭を撫なでられた。あと、みんな背が高過ぎだと思う！

　に、しても……男性の使用人は誰も通らないのな。不思議だ。

　言えるのは、

「ほんと、広い御お屋や敷しきだわなぁ……」

　廊下の先は遥はるか遠く、窓が小さく見える。

「そうでもございませんよ。七大侯爵家や他の侯爵家はもっと広い御屋敷を構えております。我がロードランド侯爵家は武門でございますので、本来、このような建物は必要ないのですが……ここは帝都。体面というものもございますれば」

「あー……そうなんですね。大貴族様も大変──……え？」

　後方から女性の声。

　慌てて振り返ると、そこにいたのは、さっきお嬢様から『カエデ』と呼ばれていた黒髪メイドなお姉さん。

　すらりとした長身で誰がどう言おうと、美人。思わず見み惚とれてしまう。瞳も綺き麗れいな漆黒だ。

　人差し指を唇に乗せ、注意。

「ジャック様、あまり女性の顔をまじまじと見つめるのはいけませんよ？　思わぬ事故が起こるかもしれません。……何かついていますか？」

「あ、す、すいません……そ、その…………き、綺麗だな、って、思って……」

「まぁ──……うふふ♪」

　黒髪メイドさんは口元を押さえてはにかんだ。

　こうして見ると幼く見える。下手するとまだ十代かもしれない。

　近付いて来て笑顔を浮かべ、スカートの裾を両手で持ち挨拶をしてくれる。

「ロードランド侯爵家メイド長を務めております、カエデと申します。先程、東方の侯爵領より帰って参りまして、昨日はご挨拶出来ず、申し訳ありませんでした」

「あ、いえ、ご丁寧に。ジャック・アークライトです。えっと、エミリア・ロードランド様の専属執事……らしい、です」

　慌てて俺も頭を下げる。嬉しそうな声。

「はい、お待ちしておりました。分からないことがあったらすぐにお教えしますね♪」

「？　え、えっと……俺の他にあいつ……お嬢様の執事って」

「ジャック様、喋しやべり辛づらいのであれば、普段の口調で構いません。むしろ、そちらの方がより親しく見えるので、是非！」

「は、はぁ……」

　カエデさんが勢い込んで右拳を握りしめた。

　有難いので従う。

「話を戻しますね。あいつって侯爵令嬢なわけですし、執事の一人や二人、いると思うんですけど……」

「まさか！　今まで、エミリア御嬢様の御お傍そばにいますのは私共だけでございました。また、御部屋も基本的に男子禁制。今後は『ジャック様だけ許可』と承っております。けれど、先程のようなことはいけませんよ？」

　手を合わせ、ニコニコしながら教えと注意。

　そこにあるのは、姉貴が俺を見ている時のような、年下に対する純粋な好意。

　……妙に気恥ずかしい。

　頬ほおを掻かき、気になっていることを告げる。

「さ、さっきのは本当に事故なんで……。お、俺にも『様』とかいらないですよ。呼び捨てでお願いします。俺はメイド長って呼び」

　黒髪メイド長が距離を詰めてきた。

「カエデ、と。もしくは──お姉ちゃん、でも良いですよ？」

「な、ならカエデさん、で。俺のこともジャックと呼び捨てにしてください」

「それは出来ません。ジャック様は、次期ロードランド侯爵となられるエミリア御嬢様の、唯一人しかいない専属執事です。立場的には私よりも上になるかと」

「い、いや、でも……お、俺が教えを乞う立場だと思うんですが……」

「ん～そうでございますねぇ」

　小首を傾げながらカエデさんが更に前進。

　もう、俺との間は殆ほとんどない。

　手が伸びてきて、自然と頭を撫でられる。

「では──……二人きりの時は、『ジャック君』と呼ぶね？　いい??」

「え？　そ、それは、子供っぽいかな、と……」

「ダメ？」

「あ……い、いえ……いいですけど……」

「やったぁ。ありがとう♪」

　満面の笑みを浮かべ、両手を合わせその場で跳ねる。

　……何故だろう、この人に逆らえる気がしない。

　頭上から黒髪メイド長さんの心から嬉しそうな笑い声が降って来る。

「うふふ♪　ジャック君、可愛い☆　……また、会えてほんとに、ほんとに嬉しい……私のこと忘れちゃってるのは仕方ないよね。小さかったもん……」

「え？」

　今、何て言ったんだ？

　カエデさんは少しだけ頬を赤らめ、周囲を確認。

「誰もいない……ジャック君♪」

「わぷっ」

　いきなり抱きしめられた。

　や、柔らか──……い、いけねぇ。お、俺は紳士、紳士だ。冷静に対処しないと。

　抜け出そうとするも、ぴくり、とも動かず。俺を抱きしめる力を強め、カエデさんは呟つぶやいた。

「…………大きくなったねぇ」

「？　お、俺、会ったこと、ありましたっけ??」

[image: ]

「うふふ～♪　な・い・しょ☆」

　片目を瞑り、悪戯いたずらっ子この表情。

　あ、今の姉貴にちょっと似て──ゾクリ、背筋が震えた。




「……ジャック様、カエデ、何を、しているの、かしら……？」




　着替え終わったエミリア・ロードランドが腕組みをし、微笑を浮かべながら立っていた。清せい楚そさを感じさせる白の長袖シャツと薄翠みどり色のスカート姿。とてもよく似合っている。

　周囲には着替えを手伝っていたのだろう、メイドさん達の姿。興味深げに俺とお嬢様を見ている。

　ようやく黒髪メイド長さんが放してくれた。

　すぐさまお嬢様が距離を詰め、俺を自分の背中へ回し、カエデさんを威嚇。

「……カエデ！　ジャック様は執事である前に、私の婚約者なのよ？」

　黒髪メイド長は余裕な表情で返答。

「エミリア御嬢様、これは事故です♪」

「……事故、ですって？」

「はい☆　先程の御嬢様と同じでございます。ジャック様が転びそうになられたのでやむを得ず。……あれは事故。『不敗』のロードランドを継がれる御お方かたであっても、体勢を立て直せなかった。そうでございますよね？」

「なっ!?　……カ、カエデ、貴女あなた……！」

　侯爵令嬢は黒髪メイド長へ鋭い眼光を向けるも、効果無し。

　わざとだったのか??　純白のリボンを見つめる。

　お嬢様が振り返った。

「ち、違いますからっ！　わ、わざとじゃないんですからっ!!」

　俺は頷うなずく。

「お、おぅ。大丈夫だって。端はなからそんなこと思ってねぇし」

「…………少しは思いなさいよぉ、バカ。鈍感ジャック…………」

　お嬢様は俯うつむきぶつぶつ。

　隣の部屋から出てきた数名のメイドさん達が、カエデさんの後方で口元を押さえたり、硬直したり、面白がっている。「あ、あの、エミリア御嬢様が……」「照れていらっしゃっる!?」「お、お可愛かわいい……」「むふふ～面白くなりそうですね～」……この人達にも姉貴と同種の気配を感じる。気を付けよう。

　黒髪メイド長が嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「さ、ジャック様、女の子が着替えてきましたよ？　こういう時に言うこと、分かっておられますね？」

「！　カ、カエデ!?　わ、わ、私は別に……」

　お嬢様が言葉に動転し慌てるも、じー、と俺を見てきた。

　瞳には期待と不安。両手でスカートを握りしめている。

　俺は頬を掻き、素直に答える。

「──凄すごく似合ってる」

「！　～～～っ！　そ、そ、そう、ですか…………あ、ありがとう……」

　侯爵令嬢は大きな目を更に大きくし、驚いた表情になった。

　直後、俯き、左手を伸ばし俺の袖を摘つまみ小さく感謝を呟いた。翡ひ翠すい色の魔力が漏れ、綺麗な光を放っている。

　メイド長とメイドさん達を見やると、みんな笑顔。少しばかり照れる。でも、似合ってるのは本当だ。嘘うそじゃない。

　袖を引かれた。

「ち、朝食まではまだ時間があります。少し散歩しましょう。……ふ、二人で」

「お、おう」

　カエデさん達に会釈。お嬢様に見えないよう、揃そろって親指を突き出し、片目を瞑つぶってくる。このメイドさん達とは、何だかんだうまくやれそうな予感。

　お嬢様は依然として俯いたまま。「……似合ってるって、ジャックが似合ってる、って言ってくれた！　……えへへ」呟いているものの、内容は聞こえず。しかし機嫌は良さそうだ。

　にしても、カエデさんは俺のことを知っているみたいだったけど、会ったことあったっけか？　あの黒髪は帝国じゃ目立つし、以前会ったなら記憶に残っていると思うんだが。

　お嬢様が覗のぞき込んできた。少しだけ心配そうだ。小声で、

「……どうかした？」

「あ、いや……今日の朝食は何だろうなーってさ」

　取り繕うと、少女は途端に安心し、軽口を叩いてくる。

「内容は分からないけど、基本的に朝夕はみんなで食べるわ。ただし、当面、昼は私と貴方あなただけね。貴方は私の執事。食事の作法も追々、身につけてもらわないと困るから！　私がつきっきりで教えてあげる。感謝しなさいよね？」

「うへぇ……やっぱり、そういう店にも行かないとなのな。……あれ？　でもよ」

「何です？」

「屋敷内はともかく、お前と一緒にそういう店へ行く場合って、俺はお前の後ろに控えるもんなんじゃねーの？　執事って、そういうもんだろ??　本で読んだぞ？？？」

「……そんな無駄知識は忘れること。私が食事に行く時は、貴方も一緒。忘れないでね？」

「──了解しました。エミリア・ロードランド御嬢様」

　立ち止まり、自分の胸に左手を置き演技っぽく頭を下げる。

　少女は微笑ほほえむ。

「よろしい！　ふふふ、お昼が楽しみ♪」

「まだ、朝も食べてねぇぞ？　……お手柔らかにな」
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「おお～すっげぇ！」

「ほら、はしゃがないの」

　朝食を食べ終えた俺とお嬢様は、屋敷内を一通り散策した後、内庭にある、小さな硝子がらす張りの建物へやって来た。

　外の庭に花は咲いていない。少しだけ物悲しい。

　陽ひこそ出ているものの、雲の形からして、冷える日は続くだろう。

　……と、言っても、俺達自身は寒さを全く感じていない。

　むしろ──暖かい。

　なんとこの建物、屋敷と繋つながっていて、魔石で温められているのだ！

　こういう建物があれば、冬でも作物が育てられて──お嬢様が椅子の横で立ち止まり、お澄まし顔で俺に指示。

「ほら、お仕事よ。何をすればいいのか、分かるかしら？」

「？」

　置かれているのは、木製の椅子が二脚。それに丸テーブル。

　少し考え、お嬢様の椅子を引き、

「──どうぞ、お座りください」

「正解。でも、これは序の口よ」

　場にそぐわない不敵な笑み。

　それでいて、俺に椅子を引いてもらったのが嬉しかったのか、キラキラと魔力が舞う。

　俺は真向いの椅子へ着席。目の前には、ずらっ、とナイフとフォークとスプーンが並んでいる。

　おずおずと質問する。

「な、なぁ……もしかして、昼って……」

「ええ、一通りよ。使い方は分かるわよね？」

「…………」

　再度、机の上を確認。……自信はない。

　確か、ナイフとフォークは外側から使っていくんだよな？

　前菜、スープ用、魚用、肉用……左右じゃなく、上に置かれているのはデザート用。

　音を立てるのは駄目で、食べ終わったら都度下げてもらう。

　その際の置き方は、フォークとナイフを皿の右端に置いて、ナイフの刃は内側──……普通に食べたい、と思うことは、それ程までに罪なんだろうか。

　実家でこんな料理が出て来ることは──……何度かあったな。姉貴に作らされた。

　カエデさんを先頭にメイドさん達が、料理が載った台車を運んで来る。

　お嬢様が楽しそうに俺を見た。

「ふふ♪　そんなに困った顔して。大丈夫よ。分からなかったら、すぐに聞くこと！　私自ら、全部教えてあげるから。光栄に思いなさい」

「…………」

　これが新人いびりっていうやつか……姉貴に読まされた小説に出てきたぜ。悪役令嬢？　な顔しやがって。

　目の前に前菜の皿が置かれた。黒髪メイド長が囁ささやき、応援してくれる。

「（ジャック君、頑張ってっ）」

　……いい人だ。テーブルの上を見やる。

　料理自体は、とても美味うまそうだ。美味い物は美味おいしく食べてやらないと。

　この間、悪役で意地悪なお嬢様は余よ裕ゆう綽しやく々しやく。

　ふっ、と肩の力を抜き、俺はフォークとナイフを手に取った。







　丸テーブルに白磁の受け皿と同じく白磁のカップが置かれる。

　皿に載っているのは、見たこともない三角形に切られたタルト。カップの中身は濃い珈琲コーヒー。芳ほう醇じゆんな香りが部屋の中に広がる。

　──料理内容は予告通り、前菜から食後の菓子まで一通りだった。

　テーブル上に残っているのは小さめのデザート用フォークとナイフだけ。

　最初、あれだけの数あったのに、料理が美味いとあっという間だ。

　浮き立つ気持ちを抑えつつ、それを握り、

「…………待って」

「何だよ？」

　俺の目の前に座るエミリア・ロードランドに止められる。

　表情は苦々し気。少女の前には俺とは違う丸くて黒いケーキ。

「私の紅茶がまだよ。御主人様よりも早く食べないの」

「？　『珈琲が冷めない内に』ってカエデさんに言われたぞ??」

「い・い・か・ら！　…………なんで、どうして、食事の作法、完璧なのよ!?　わざわざ、フルコースにしてもらったのに。出来ないよりは出来た方がいいけど……いいけど……いいけどぉ。『姉貴に仕込まれたんだよ』って、何よっ！　バカ。少しは私の気持ちも考えなさいよ……ジャックのバカぁ…………」

「？？？」

　腕組みをしてそっぽを向きつつも、ちらちらと目線で俺を非難している。

　所詮は付け焼刃な作法だし、間違っていたんだろうか？

　なら、後で聞き出さねぇと。こいつに恥をかかす訳にもいかん。

　給仕をしてくれているカエデさんが台車を押してやって来た。

「お待たせいたしました、エミリア御嬢様」

　丸テーブルの上に持ってきた物を置いていき「失礼いたします。……ジャック君、偉かったね♪」カエデさんは俺へ耳打ちし、下がっていく。照れ臭い。

　ツン、としているお嬢様に話しかける。

「なぁ……」

「さ──紅茶を淹いれて。早くしないと冷めてしまうわ」

　言葉を遮られ、次の指示。

　丸テーブルに置かれたのは、茶葉が入っている硝子瓶とお湯が入った金属製ポットに、透き通った青色の結晶。ティーポットに白磁のカップが二揃そろいと、可愛らしい犬の形をした砂糖入れとミルク入れ。そして、これまた犬を象かたどった砂時計。

　ちらっ、と俺を見たお嬢様が口を開く。

「で、出来ないなら、し、仕方ないから、私が、お、教えてあげても、いいし！」

　……仕方ない。立ち上がり、作業手順を思い出す。

　お嬢様が目を細めた。

「……何？　自力でする気？　言っておくけど、私、不味まずい紅茶は飲まないから」

　まずはティーポットとカップへお湯を注ぐ。白い湯気が立ち上る。

　金属製ポットの下には薄い赤色の板が張り付けられ、微かすかな魔力反応。沸騰したままなのはそのせいか。少し考えもう一つのカップへもお湯を注ぐ。

　お嬢様に尋ねる。

「なぁ？　いらないお湯はどうすればいいんだ？　捨てる場所がないんだが」

「…………」

「おーい？」

「……こうするのよ」

　侯爵令嬢は不満ありありな表情で立ち上がり、俺の方へ回り込んだ。

　そして、ティーポットとカップのお湯を結晶の魔石へかける。

「お、おい」「大丈夫。ほら、見て？」

　結晶は青の光を発し、お湯を飲み込んでいく。ほえ～。初めて見たわ。

　目を白黒させていると、少女がぶすり。

「……水の魔石。うちの東方領では、風の魔石と並んでよく採れるの。これだけ純度が高い物はそうそう出ないけどね。水を貯ためておくことも出来て便利よ。さ、続きをして」

「お、おう」

　硝子瓶を開け、茶葉を確認。やや細かいし中盛でいっかな？

　ティースプーン二杯分を陶磁器のポットへ。勢いよくお湯を入れ、蓋をして、子犬が描かれているティーコージーを被かぶせて蒸らす。

　砂時計をひっくり返し珈琲カップを手に一口。……冷めた。

　お嬢様が指摘。

「冷めたなら……魔法で温めればいいじゃない」

「あー……俺、魔法、苦手なんだわ。自分の属性も知らんし」

「？　学校で教えてもらわなかったの??」

「ふ……うちの田舎っぷりを舐なめてもらっちゃ困るぜっ！　教えられたのは、魔法よりも何よりも、重要なのは山で何が食えるのか、魔物は何時いつ襲ってくるのか、だったしな!!　基本属性が火・水・土・風・雷だってのは知ってるぜ。稀まれに光と闇っていう人もいるんだろ？」

「属性の話なんて、今時、小さい子だって知ってるわよ。ふ～ん、意外だけど……ジャック様は落第生だったんですね★」

「うぐっ！」

　わざと丁寧な口調に戻し笑う意地悪お嬢。人には向き不向きってものがあるというのに。

　死んだ爺じいちゃんは凄すごかったし、姉貴はとんでもない魔法を使う。あの糞くそ親おや父じや、優しい兄貴達もそれなり。なのに俺だけは不得手。

　……世の中、不公平だわな。

　小さく綺き麗れいな右手が伸びてきて、俺の手ごと珈琲カップに触れた。

「お、おい」

「私が実演してあげる。貴方あなたも魔力を使ってみて。属性を調べてみる」

「……了解。頼むわ」

「っ！　い、何時も、そ、それくらい、素直でいてよね。まったくもう………」

　綺麗な翡ひ翠すい色の魔力光が変化し、淡い赤へ。珈琲カップが温まっていくのが分かる。

　緑系の魔力は確か『風』属性。なのに、赤──『火』属性も使えるってか。

　……複数属性持ちって、そんなにいないんじゃ？

　カップを落とす前に丸テーブル上のソーサーへ置く。砂時計が落ちきるまであと少し。

　お嬢様は俺の手を握ったまま、にへら。質問してみる。

「俺の属性、分かったか？」

「♪」

「おーい？　エミリア・ロードランド侯爵令嬢様??」

「──っ！　……大丈夫よ、分かったわ。ジャック・アークライト、貴方の魔法属性は」

「お、俺の魔法属性は？」

　少女が俺の手をにぎにぎ。左の人差し指を自分の唇に当て、片目を瞑つぶってくる。

「紅茶の後ね」

「お、お前なぁぁ」

「ふふふ♪　ほら、砂が落ちきったわよ？」

「…………」

　こいつの性格が分からん。

　不機嫌になったり、上機嫌になったり……姉貴も似たようなもんだったか？　とにかく、女子の扱いなんて俺には難易度が高たけぇ。

　茶こしをカップに置き、お嬢様をみやる。

「淹れるから手を放すぞー」

「……え？」

「落としたりしたら、危ないからな」

「……あ」

　手を放し、ティーコージーを外す。

　ティーポットを握りカップへ最後の一滴まで注いでいく。勿もち論ろん、最後の一滴はお嬢様へ。

　──いい香りだ。少女を促す。

「出来たぞ、飲もうぜ」

「…………」

　むすっとしたお嬢様が着席。

　ソーサーを引き寄せ、少しの砂糖とミルクをカップへ。一口。

　──目を見開いた。

「…………美味おいしい」

「お、そうか？　久々だったけど覚えてるもんだな」

「……ねぇ」

「んー？」

　珈琲を飲み、一息。きちんと熱くなってら。

「紅茶の淹れ方、誰から、習ったの？　またお姉さん？」

「当たりだ。理由は聞くな。俺にも分からん。突然、帝都から流行はやりの小説と手紙、それに大量の茶葉と紅茶を淹れる諸もろ々もろ一式が送られてきて『読んで！　出来るようになって!!』と書かれてて、それでだ。執事物だったな……」

「…………ふ～ん」

　お嬢様が荒々しく、ケーキにフォークを突き刺す。

　姉貴は、俺が断ると本気で死にそうな顔になって、下手すると泣くので、断れないのだ。

　一応、帝都に来ることは手紙で知らせておいたけど、届いたんだろうか。あの人、各地を転々としてるし、まだ知らないかも？

　珈琲を飲み終え、紅茶へ移行。考え、砂糖とミルクを少しだけ。

　タルトへ垂直にフォークを入れ、丁寧に切り分け頬ほお張ばる。

　──うまっ！　これ、中の果実は東方産なのか？

　幸せな気分に浸る。少なくともこんな美味うまいお菓子は、うちの田舎にはないわな。

　自然と身体からだが左右に揺れる。少女が頬ほお杖づえをつきながら聞いてきた。

「……美味しいの？」

「美味いな！」

　即座に回答。美味い物は美味いのだ。

　すると、お嬢様は頬を赤らめ、指をくねらせる。

「そ、そう。な、なら……あの……あのね……わ、私のも」

「？　あ、俺の属性、教えてくれよ！　何だったんだ??」

　いかんいかん、忘れてた。

　これから此処ここでお世話になる以上、魔法の勉強もしないとだしな。今までみたいに知らないってのはまずい。

　──おや、この冷気混じりの風は？

　恐る恐る前方を見やる。

「貴方の属性は『風』よ。私と同じね。これも少し意外だけど、ふふ……ふふふ……これから、ビシバシ、鍛えてあげるっ！　ええ、容赦も加減もしないから、覚悟していなさいっ!!」

「い、いきなり何だよっ!?　甘い物が不足してんのか？　仕方ねぇなぁ……ほら」

　予備のデザートフォークでケーキの反対側を切り、お嬢様の口へ運ぶ。

「！　な、何を、何をっ!?」

「？　大丈夫だって、予備のだし、こっち側は口つけてねぇよ」

　挙動不審な少女は周囲をきょろきょろ。周囲に人影はなし。

　両目を瞑り、口を開けたので食べさせる。

「どうだ？」

「……今までで、一番、美味しい……」

「お～。食べ慣れてるお前でもそう思うってことは、これやっぱり珍しいんだな！」

「…………バカ」

　──その後、お嬢様とゆっくり食後の時間を過ごし、少しだけ剣術の練習もした。

　曰いわく『こ、紅茶は美味しかったわ。けどもっと美味しく、そして私好みに淹いれられる筈はずよ。明日からは学院だけど、休日は練習！　剣術もね！』どうやら、毎週末は紅茶の淹れ方と剣術特訓になるらしい。どうせなら美味しく淹れてやりたいし、有難い。

　でも……学院？　昨日、少しだけ出た話、本気じゃねぇよな？
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「……もう、いいだろ？　あ、諦めようぜ？　な??」

「……黙って。もう少し、もう少しだけ待ってなさい」

　俺の目の前で先程から動けず、それでも、与えられた『使命』を成し遂げんと、熱意を喪うしなっていない美少女──ロードランド侯爵令嬢エミリア・ロードランド。

　頬を上気させ「大丈夫……出来るわ。そうでしょう？　エミリア。貴女あなたなら、大丈夫よ……大丈夫なんだから！」と自分自身を鼓舞している。

　な、何がこいつをここまでさせるのか……。

　今、俺達がいるのは俺に宛あてがわれた部屋。

　食後のお茶が終わり、戻る途中でカエデさんがやって来て『御嬢様、準備万端整っております。手て筈はず通り私共で』『……いいえ、私がやるわ』『……御嬢様には荷が重たいと思いますが』『で、出来るわよっ！』俺そっちのけで主従のじゃれ合いが勃発。

　結局、カエデさんが引き、お嬢様がすることになったんだが、

「なぁ……身体の測定なんて、適当でいいじゃねぇか？　着られればいいって」

「……ダメ。きちんと測らないと合わない服になるでしょう？　貴方が持ってきた服も少し大きかったし、わ、私の執事なら、そういうのにも気を遣うのは当然なの！」

「どうして、俺の服の大きさを確認しているのかはあえて聞かねぇぞ……。なら、とっとと測ってくれ。逃げも隠れもしねぇから」

　俺は手を広げる。

「わ、分かってるわよっ。今から、今から、するところだったのっ……どうして、照れないのよぉ。わ、私はこんなに……ふ、不公平よ！　ジャックのバカぁ……」

　お嬢様が手に持った採寸用の巻き尺を持ち近付いてくる。

　必然──距離は縮まり、

「～～～っ！」

　再度、お嬢様が後退。さっきからこの繰り返しだ。

　これじゃ何時まで経たっても終わらねぇ──ノックの音。

　呻うめいているお嬢様を後しり目めに俺は返答。

「どうぞ」

「失礼致します。エミリア御お嬢じよう様さま、ジャック様、終わられ……まだのようでございますね」

「……カエデ、何よ、その顔は」

　入って来た黒髪メイド長は『あ～やっぱり』という、勝ち誇った表情。

　その後方には数名のメイドさん達。手に持っているのは木製の服掛けと…………俺は目を逸そらした。

　時に、現実から目を逸らすことは人を延命する。……ごく僅かな時間だけど。

　カエデさんはお嬢様へ応えず、メイドさん達へ指示を出す。

「設置を」

『は～い』

「ち、ちょっと！」

　テキパキとメイドさん達が服掛けを部屋の片隅に置き、そこへ真新しい制服と白シャツ、そして、制帽をかけていく。

　……嫌な予感が強まっていく。

　俺はお嬢様とメイド長を見やる。

「……これ、何ですかね？」

「……魔導学院の」「制服でございます」

「ほ、ほ、本気、ですか??」

「冗談だと思っていたんですか？」「ジャック様に相応ふさわしいかと」

「…………」

　頭を抱える。マジかよ……試験も受けてねぇぞ、俺。大貴族様の権力って。

　黒髪メイド長さんが近付いて来た。頭を撫なでられる。

「心配しなくても、大丈夫でございますよ。ジャック様なら何の問題もございません」

「カエデ[image: ]」

　お嬢様が間に割って入り、俺を抱きかかえた。

　語気荒く、主張。

「この人は、私の、私だけの執事で、こ、婚約者なのっ！　か、勝手に頭を撫でないでっ!!」

「エミリア御嬢様、それは御無体かと。私にもジャックく……こほん。ジャック様を愛めでる権利はあると思いますが？」

「ないわよっ！　そうよね？　ねっ！」

「こ、ここで俺に振るのかよっ!?」

　必死な様子のお嬢様に対し、肩越しに見えるメイド長はとても楽しそう。

　……からかわれてんぞ、エミリア・ロードランド侯爵令嬢様。

　俺達の様子を窺うかがっているメイドさん達は「御嬢様、本当に……」「はぅぅぅ」「今日は良い日！」「これから、毎日こうなのかも～？」……何も言うまい。

　カエデさんが両手を合わせた。

「と──愛でる前に、やるべきことをやらないと、でございますね。貴女達」

『は～い☆』

　メイドさん達が俺達を取り囲む。手には採寸用の巻き尺。

　目は爛らん々らんと光り輝き、鼻息は荒い。……怖いんだが。

　止やむを得えずお嬢様へ目め配くばせ。『おい、どういうことだよ？　お前が測れなかったから、終わるんじゃねぇのか？』

　侯爵令嬢はカエデさんを眼光鋭く、睨にらみつける。

「……カエデ、何のつもり？」

「エミリア御嬢様、事は一刻を争うのでございます。今日中に測れないとその分、完成が遅れることは必定……カッコいいジャック様の御お姿すがた、見たくはないのですか？」

「！　そ、それは……そんなの……見……」

「見？」

「──……ま、まぁ、私の執事に相応しい服装ってものがあるわよね」

「ジャック様、エミリア御嬢様はこう仰おつしやっておりますが、如何いかが致しますか？」

　黒髪メイドさんが突然、俺に話を振ってきた。

「え、えーっと……」

「エミリア御嬢様の可愛かわいらしい私服姿に合う服装を、絶対に！　万難を排し！　何があろうとも！　仕立てたい──そうでございますよね？」

「カ、カ、カエデ！　わ、私、可愛い私服なんて……」

　お嬢様の声が高くなり、ちらちら、と俺の反応を窺っている。

　……可愛い私服？　こいつも仕立てるのか??

　その隙に黒髪メイド長さんが片目を瞑つぶって合図してきた。

　察し、俺は何度も頷うなずく。

「ま、まぁ…………見たいですし、恥はかかせたくないです、ね」

　お嬢様が目を見開き、もじもじ。

「！　……そ、そう……な、なら、し、仕方ない、ですね。で、でも勘違いしないでくださいね？　こ、これは貴方あなたに付き合ってあげるだけ。べ、別に、他意は、ほんとのほんとの、本当にありませんからっ！」

「お、おぅ」

　頬を紅潮させて指を突き付けてくる俺の許嫁いいなずけ。

　周囲のメイドさん達が驚きよう愕がくしている。

「エ、エミリア御嬢様が、と、殿方の為ために。あ、新しい、ふ、服を……」「う、初々しいよぉぉぉ」「か、身体からだが、む、むず痒がゆっ！」「いいものを見ました～。潤います～」

　お嬢様はメイドさん達を睨みつけ、口を開こうとし、

「では、御嬢様も隣の部屋で採寸をお願いします」

　メイド長に機先を制された。侯爵令嬢は考え、俺を一いち瞥べつ。

「……少しだけ外します」

　片手を上げて応える。扉を開けお嬢様が出て行き、数名のメイドさんが付き従う。

　残ったメイドさん達が俺へ向き直る。

「さー」「本命ですねぇ」「十五歳の少年の身体……じゅるり」「ジャック君、お姉さん達に身も心も委ねていいからね～」こ、この人達の目、姉貴が年に一回、俺の身体測定をしてた時と同じ！　黒髪メイド長がにこやかに俺へ微笑ほほえみかけてきた。

「では、測りましょう。執事服用なので細かくなりますが、ご了承くださいませ」

　執事服用かよ!?　し、しかも、時間かかるって凄すごく良いやつなんじゃ……。

　借金の山の上に、たくさんの金貨が重なるのを幻視する。

　心臓の鼓動がおかしくなり、冷や汗が頬ほおを伝う。

　俺は必死に反論を試みる。

「ま、魔導学院の制服を事前に作った、ってことは、数値知っているんじゃ……そ、それに、余っている物があれば、俺、自分で直します！」

「最新のものが欲しいのです。制服は致し方なく。さ、シャツをお脱ぬぎください」

　あっさりと黒髪メイド長は拒否。うぐぐ……。だ、だが、俺は諦めない生き物だ！

「い、いや……ぬ、脱がなくても測れるんじゃ……」

「おや？　私がお脱がししても良い、と？」

「……自分で脱ぎます……」

　カエデさんの瞳が妖しく光り輝き、メイドさん達の輪の中へ加わる。

「いいえ、ジャック様はこう思われている筈です。『綺き麗れいなお姉さんに脱がされたい』と！」

「ち、違っ！」

「──貴女達、お仕事です」

『了解で～す♪』

「ち、ちょっと、待」

　その後、俺の身に降りかかったことを語るのは勘弁してほしい。

　……汚されちまった……。

　姉貴にだってあそこまで測られることなんかないのに。

　測り終え艶々したメイドさん達が退室。部屋に残ったのは俺と黒髪メイド長さんのみ。

　カエデさんはノートの数値を確認し閉じた。心なしか、浮き浮きしているような？

　俺に近付いて来て耳元で囁ささやく。花の甘い香り。

「（大丈夫ですよ。ジャック君はきっと、エミリア御嬢様よりも背が伸びますから♪）」

「!?　な、お、俺は別に……」

「御協力ありがとうございました。では、エミリア御嬢様を呼んで参ります」

　黒髪メイド長さんは深々と見事な御お辞じ儀ぎをされて、部屋を出て行った。

　可愛い私服姿の我わが儘ままお嬢様、か……。

　不覚にも心が浮き立つのを自覚。

　だけど、まぁ……今、あったことは秘密にしておこう、うん。




　　　　＊




「ふはぁ……つーかーれーたぁぁ……」

　長い一日を終え、俺は自室のベッドへ飛び込んだ。着ている物は恐ろしく着心地が良い寝間着。あとはもう寝るだけだ。

　寝間着の値段を教えようとしてくるエミリア・ロードランドから逃げるのは大変だった……聞いたら、着られなくなっちまう。

　今晩の夕食も凄すさまじく美味だった。

　にしても、隠し味を指摘したら、料理長のおっさんが眼光鋭く俺を見た後、懇切丁寧に料理の説明をしてくれたのは何だったのか。色々とどういう物を食べてきたかも聞かれたし。

　でも、山で食える山菜やら、野で香草を採って食ってれば、気付く範はん疇ちゆうだと思う。

　風呂も堪能した。

　昨日はすぐに上がっちまったけれど、今日は同じ時間帯に入って来た庭師のおっちゃん達から庭の手入れ話を聞けて面白かった。

　一つ一つ、出来ることを増やして、借金を返していかねぇと！

　兄貴達にはこれ以上の迷惑はかけられねぇし、姉貴は──……助けてはくれるかもしれねぇけど、後々、危険過ぎる。

　親おや父じには何も期待すまい。忘れてそうだし。悪い領主じゃないんだが……。

　暗い気持ちになってきたので、良いことを考えようとする。

　カエデさんやメイドさん達、料理長や庭師のおっちゃん達と知り合えたのは、良いことだわな。みんな、いい人達だ。

　……黒髪メイド長とメイドさん達は俺のことを『可愛い、可愛い♪』と連呼するから、ほんの少し厄介だが。

　顔を上げると、視界に木製の服掛けが見えた。

　かかっているのは制服、制帽、そして真新しい黒のコート。俺のコートは帰ってきていない。枕に顔を埋うずめる。

「いや……帝国魔導学院って……幾ら何でも……」

　自然と弱音が零こぼれた。……手に余る。

　あいつにも、ロードランド侯爵家にも迷惑をかけちまうだろうなぁ……。

「──何をうじうじしているの？」

「!?」

　淡々とした声がベッド脇からした。

　顔を上げると、エミリア・ロードランドが椅子に座っていた。

　入浴を済ませたのだろう、髪をおろし、淡い翡ひ翠すい色をした寝間着姿。

　凶悪なまでの可愛さ。俺の許嫁らしい侯爵令嬢様は、反則が過ぎる。

　いや、そんなことよりも、だ。そのままの姿勢で問い詰める。

「どうして、ここにいるんだよ？　お前の部屋は隣だろうが？　ノックくらいはしろよ！」

　お嬢様は不思議そうに回答。

「ノックはしたわよ。聞こえなかったんじゃないの？　私は、私の執事が、明日のことで悩んでいる気配を察しただけよ。はぁ、私ってなんて、いい御主人様なのかしら！」

「な、悩んでなんかねーし」

「ふ～ん。なら、緊張で眠れないのかしら？」

「べ、別に、眠れるっつーの」

「ふ～～ん」

「うぐぐ……」

　足を組み脇机へ肘をつけて、頬ほお杖づえをつくお嬢様。

　こ、こいつ、見透かしてやがるなっ!?　侯爵令嬢がベッドの上に腰かけた。

「よいしょ」

「お、おい」

「──大丈夫だから」

　お嬢様は優しく言葉を発した。手が伸びてきて、俺の頭に触れる。

「大丈夫だから。だって私と一緒の学院へ行くのよ？」

「あ～……それは、その……お前が頼りに出来ない、だなんて思ってねーよ」

「なら、何？」

「え、えーっと……」

「私や、ロードランド侯爵家の家名を気にしているの？」

「…………」

　このお嬢様、とんでもなく賢い。けど、それを認めるのは癪しやくで。

「違っ」

　俺を見つめる真摯な瞳。

　誤ご魔ま化かしちゃ……駄目だわな。起き上がり、頷く。

　侯爵令嬢は呆あきれた表情。

「バカね。そんなの気にすることないわよ」

「……俺が気にすんだよ。そういう性分だ。俺の剣技やら魔術の技量が、いきなり向上するなんて思えねぇしな。お前や侯爵家に迷惑をかけちまう」

　そう言うと、お嬢様はくすり。

「そ、なら、頑張ってそういうことを気にしないようになればいいじゃない。簡単な話ね。はい！　この話はお仕し舞まい！　もっと……大事な話をしましょう」

「簡単に言ってくれるぜ。……大事な話？」

　はて？　何かあった──お嬢様の綺麗な髪が、魔力で浮かぶ。

　お、怒ってらっしゃる!?

　冷や汗が頬を伝い、後あと退ずさり。

　侯爵令嬢は四よつん這ばいになり、俺を追撃してくる。

　胸元が見えそうになり、目を逸そらしながら叫ぶ。

「ま、待った！　俺、な、何かしたか？　何もしてねぇだろ!?」

「…………お話」

「話？」

　お嬢様は頬を膨らませた。

「……貴方あなた、夕食の時、料理長とばかり話して、お、お風呂も呼びに来なかった！　私は貴方の御主人様なのよ？　そして、貴方は私の執事。本当に理解しているの??」

「あ～……」

　頬を掻かく。言われてみれば納得は出来る。昨日と同じ間違いを犯したみたいだ。

　お嬢様はジト目。素直に謝る。

「悪かった。今後は本気で気を付ける」

「……本当に？」

「こういう時、嘘うそは言わねぇよ。知ってる──……」

　はて？　どうして俺は目の前の少女なら、信じてくれると思っているんだ？

　お嬢様はとても嬉うれしそうに相好を崩し、身体を横たえた。

「うん──知ってる。よろしい。ねぇ、何かお話して？」

「今からか？」

「勿もち論ろん。お話してくれないなら、私、今晩は此処ここで寝」

「よーし、とっておきの面白い話をしてやろう。こいつは俺の爺じいちゃんが西方戦役で本当に、体験した話なんだがな」

「…………バカ。意気地なし」

　──結局、お嬢様はカエデさんが迎えに来るまで俺の部屋に居座った。

『いい？　明日の朝は貴方が私にリボンを結ぶのよ？　……おやすみなさい』

　言われなくても、そうするってのっ！




　まぁ……おやすみ。







第二章




「……………………」




　翌朝、俺は自室に持ち込まれた大き過ぎる姿見に映る自分を見て、黄昏たそがれていた。

　何とはなしにその場で一回転してみる。袖や丈がやや長い上着がはためく。

　着ているのは、昨日、エミリア・ロードランドから渡された帝国魔導学院の制服。

　黒の上着とチェック柄の長ズボン。中は白シャツ。赤のネクタイも締めないといけないらしい。ブレザーを一旦脱ぎ、机の上のネクタイに手を伸ばす。

　ノックの音。

「もう入っていいぞー」

「遅いですね。御主人様を待たせるなんて、執事失格です！」

　文句を言いながら扉が開き、エミリア・ロードランドが中へ入って来るのが分かった。

「極々普通の着替える速度だと……」

　振り返り言葉を喪うしない、慌てて身体からだの向きを戻す。自分の姿に集中。

　メイドさん達が扉から顔を出し、俺に向かって笑顔で小さく手を振り閉めるのが姿見に映った。は、薄情者が多くて困る……。

「？　どうしたのよ？　そんな顔を──……むふ」

　お嬢様が俺へ近付いて来る。

　──エミリア・ロードランドの制服姿には、凄すさまじい破壊力があった。

　制帽とブレザー。胸元には赤いリボン。赤のチェック柄スカートが……認めたくはないものの純粋に可愛かわいい。可愛いとしか言いようがない。手に持っている鞄かばんまで洒落しやれている。

　けれど、それを認めるわけにはっ。

　こいつとは一昨日おととい、会ったばかり。昨日の今日で認めるのは、男としてどうなのか。

　ネクタイを手に取り姿見に集中。お嬢様が楽しそうに尋ねてくる。

「はい、感想を言いなさい。貴方の御嬢様兼許嫁いいなずけは可愛い？」

「………………言わないと」

「ダ～メ♪」

「……いぃ」

「聞こえなーい」

「あ～[image: ]　可愛いって言ってるだろうがっ[image: ]　似合ってるよっ[image: ]」

　口にしてしまうと羞恥心が襲ってきた。俺は、こんな所で何をしているんだ。

　目を瞑つぶり片手で額を押さえ、嘆息。何かが床に落ちる音。

　……反撃が来ない。即座に俺をからかってくると思ったんだが。

　後方を振り返ると、侯爵令嬢は背中を向けていた。

　早口でまくし立てる。

「……き、及第点ね。わ、私の執事なんだから、当然だし。あ、あと、貴方も似合」

「執事って、具体的に何をすればいいのか正直分からねぇんだけど。うし！　完成」

　ネクタイを締め、再度、ブレザーを羽織る。

　後は──いきなり後ろから制帽を被かぶせられた。『双翼』の金飾りが付いている。

「！　お、おい。……あ、もしかして、制服を着た時は敬語じゃないと駄目、でしょうか？」

「……何時いつもの話し方でいいわよ。貴方にそんなこと求めても無駄でしょう？」

「そいつはありがたい、っと。ほいよ」

　お嬢様へ右手を差し出す。俺の手を少女は凝視。頬ほおが赤く染まっていく。

　自身の両手を胸元で抱きしめ、狼ろう狽ばい。

「え？　ええ??　えええ？？？」

「俺、一応、お前の執事なんだろ？　借金返済の為ためだ。頑張る！　早くしてくれ」

「～～～っ！　し、仕方ないわね。……い、いきなり、こんな……よ、予定と違い過ぎるわ……」

　お嬢様は文句を言いながら左手を俺の手に置き。そして、ぎゅーっと握りしめてきた。

　……頬を掻く。どうしたもんか。

　目の前から催促が来る。

「あ、貴方も早く握りなさいよ。じ、自分から言い出したのは、し、殊勝な心掛けね」

「……悪い。そうじゃなくて。俺が渡してほしかったのは……お前の鞄だったんだが……」

「…………ふぇ？」

　お嬢様が変な呟つぶやきを漏らした。そして、頬に赤が増していく。

「！　!!　[image: ]　……わ、分かってたわよっ！　はい、鞄っ!!」

「お、おう」

　床に落ちていた革製の鞄を俺へ放り投げてきたので、どうにか片手で受け取る。

　結構重い。何を入れてやがるんだ？

　けれど、握りしめた手はそのまんま。この柔らかさ……村のチビ共を思い出すわ。

　こっちからも握る。

「！」

「お嬢様がこのままでいいなら、握ってくわ。どうする？」

「っ！　…………このまま、でいい、わよ。時間も勿もつ体たいない、し。だけど」

　俺より背が高い美少女が指を突き付けてきた。

「……こ、これで勝ったと思わないでっ！」

「何時から勝ち負けに!?」

「たった今からよ。さ、行くわよ。馬車を待たせているんだからっ！　今日は暖かいし、コート無しで行きましょう。明日以降は、そういう判断も貴方がしてよね？」

「お、おぅ。了解」

　手を引かれ部屋を出る。

　メイドさん達が『おお～』と歓声。口々に感想を告げてくる。

「エミリア御お嬢じよう様さまが」「殿方と手を握り合ってるぅぅぅ！」「わーわーわー」「ジャック君、制服、可愛い～」な、何という辱め。ちらり、と前方を見やる。

　お嬢様は一見、平然。が……耳元が赤く染まっている。

　手を放した方がいいんじゃ……更に強く握りしめてきた。

　メイドさんがいる為、口調が丁寧に。

「……歩きにくいです。貴方の位置は私の隣です。後ろを歩いたりしないでください」

「執事って後ろに控えているもんだと思うんだが……姉貴が送って来た小説で読んだ」

「そ、それはそれ、これはこれ、です。と、とにかく、貴方は私の隣にいてください」

「お、おぅ。分かった」

　気け圧おされながら頷うなずき、前へ。お嬢様の隣に立つ。……むぅぅ。

　思わず顔を顰しかめていると、こちらを見た。

「大丈夫ですよ。執事の身長が私より低くても、クビにしたりしませんから……多分」

「多分かよっ！　……すぐに追い抜くし」

「そうですね。でも、私、一度も貴方に追い抜かれたことないですけどねー」

「？　どういう意味だ??」

「さぁ。どういう意味でしょうね。自分で思い出したらご褒美をあげますよ♪」

　不思議なことを言う奴やつだ。俺、こいつと会ったことはねぇと思うんだが……。

「ジャック様、とてもお似合いです」

　カエデさんがやって来て褒めてくれた。黒髪メイド長はそのまま俺の前へ。

　細い手が俺の胸元を触る。

　お嬢様が硬直し、俺は困惑。

「っ!?」「？　え、えっと？」

「ネクタイが曲がっております──……ジャック君、制服とても可愛い♪」

　カエデさんが満面の笑みを浮かべながら、耳元でぽつり。

　メイドさん達が騒ぐ。「メイド長、ずるーい！」「私、明日、今のやりたいですぅ！」「年下の男の子……いい」「年下の男の子って御お屋や敷しきにいないですしね～」うぅぅぅ……。

　頬が赤く染まるのを自覚。ドギマギしながらどうにか御礼を言う。

「～～～っ！　あ、ありがとう、ございます……」

「メイドの仕事でございますので」

「っ！　……カエデ、覚えておきなさいよ……」

　黒髪メイド長は、隣で硬直が解けたお嬢様へ余裕の表情。

　勝てない、と判断したのか、頬を膨らませ俺へ抗議の視線。

　……握られている右手が痛いてぇなぁ。

　手を引っ張られる。

「ほ、ほら、行きますよ」

「お、おぅ。カエデさん、改めて、ありがとうございました」

「はい。気を付けて行ってらっしゃいませ」

　──その後、「いい？　幾らカエデが綺き麗れいだからって、貴方は私の執事で婚約者なのよ？　第一、私だって貴方よりもお姉ちゃんで」以下略。玄関に着くまで延々と小言。

　少しだけ寒かったから手をポケットへ入れたら、お嬢様の手もそのまま。更に早口に。

　で、玄関にいた御者のおっちゃんと話して運転席へ座ろうとしたら、またしても怒られた。

『貴方は私の隣だと言いましたよね？』

　執事って、確か馬車の運転もするんじゃ？　俺だって馬車くらいは操れる。

『それはそれ、これはこれ、とも言いましたっ！』

　……こいつの性格が掴つかめねぇ。




　　　　＊




「おお～！　すっげぇ!!　何だ、あの銅像！」

「さっきから五月蠅うるさいです。静かにしてください」

　広く長い廊下を進みながら、窓の外を見ていた俺は感嘆を発した。建物の材質は、木材と石材が半々。疎い俺でも分かる位に、様々な恒常魔法がかかっている。

　そんな俺を隣のお嬢様が注意してきた。学内での口調も丁寧らしい。

　──今、俺達がいるのは、帝国魔導学院。帝国内に数多あまたある魔法系学校の最高峰。

　ここに入る為、毎年、国内外から秀才、英才、天才が集い、受かった連中は歓喜の涙を流し、落ちた連中は……俺がここにいることを許してくれ。大貴族の権力、ほんと怖い。

　目的地──校舎西棟三階の教室が見えてきた。前後二か所に出入り口がある。

　入口には飛竜が象かたどられた木札。『特進組』。

　部屋の前には、特徴的な長い耳を持ち眼鏡をかけている若い女性。兎うさぎ族か。初めて見た。

　あの人が先生…………俺は思い立ち、隣のお嬢様へ声をかける。

「あ～……エミリア・ロードランドさん？　つかぬことをうかがうんですが」

「貴方あなたも四年の特進組です。学院には十三歳から、十八歳までの全六学年、約一千名の生徒がいるけれど、内、特進は百名未満ですね」

「な、何故なぜにっ!?　剣術も魔法も、昨日、見せたし、勉強も程度問題って言ったよな!?」

「頑張る、とも言いました」

　俺は怒りでわなわな。物事には程度ってもんが……駄目だ。こうしている場合じゃない。

　決意を固め、待っている女性教諭へ歩み寄ろうとする。お嬢様の歌うような呼びかけ。

「あら？　どうするつもりですか？」

「い、今からでも遅くない、一番程度の低いクラスに変更を」

「御お父とう様さまからの伝言を忘れていました」

　油が切れた機械人形の如ごとく、振りむく。

　お嬢様の瞳には愉悦。俺は情けなくも哀願する。

「……待て。待った。お、お待ちを！　少し心を整える時間を！」

「『特進を維持している限り、利子は免除しよう。難しい事ではあるまい。君のお爺じい様はずっと上位だったそうだしな』。あ、私は必要最小限しか手伝うつもりはありません★」

　昨日、今日見た中で一番の笑顔。あ、悪魔め。可愛いのがまたムカつく。

　あの借金額の利子……うん、死ぬ。いや、死んでも返せない。

　と、とにかく、次善の策としては、話が出来る奴と友人になって、それで助けを──ずいっ、お嬢様が俺の顔を覗のぞき込んできた。口調が素に。

「……冗談だからね？　心配しなくても大丈夫よ？　私がいるわ」

「あ～……よろしく」

　今、この学内で俺のことを知っているのは、このお嬢様だけなのだ。悔しいけれどもここは……

「有料ですけどね★」

「お前は本当に悪魔かなっ!?」

　──言い争いをしながらも到着。

　上機嫌なお嬢様が俺から鞄かばんを受け取った。

「貴方は前の扉からです。挨拶があります。セラ先生、よろしくお願いします」

「は～い♪　貴方がアークライト君ですね？　特進組担任のセラです。何かあったら、すぐに私かロードランドさんへ言ってくださいね。力になりますから！」

　両拳を握りしめ、兎族の先生がその場で跳ねた。胸の果実が弾む。

　ほほぉ……これは良き……殺気！

　直感に従い右足を緊急回避。瞬間、その場所をお嬢様の足が踏み抜いた。先生には見えない角度。あ、暗殺者かよ。

　隣を見やると微笑。絶対零度の声色。

「……挨拶も満足に出来ないんですか？　貴方は」

「い、今、するところだった、んだよ。ジャック・アークライトです。田舎者なんで、迷惑かけると思います。よろしくお願いします」

　セラ先生へ頭を下げる。一連の流れに気付いていない先生はニコニコ顔。

「よろしくお願いしますね～。さ、アークライト君、中へ～」

「あ、は、はい……」

　教室内からは、明るい声。う……少し緊張。

　ぽん、とお嬢様は俺の背中を叩たたき後ろの入口から中へ。一斉に挨拶されているようだ。

　セラ先生は前の扉を開けた。後に続いて、俺も教室の中へ。

　一人ずつに机がある！　うちの田舎だと、長机で自分の机はなかったし、新鮮な光景。

　見るからにお育ちが良さそうな生徒達が一斉に俺を見た。その数、二十名弱。

「は～い、皆さん、おはようございますぅ。今日は、転入生がいまーす。アークライト君」

　セラ先生に促されて、教室前方の教壇の前に立つ。

「……ジャック・アークライトだ。転入の諸もろ々もろ事情は言えない。が──実力が絶対的に足りてないのは事実だ！　どうか虐いじめないでくれ!!」

　一同、ぽかん。直後、野郎共が爆笑。

　女子連中は、上品に、くすくす。みんな貴族っぽい。しかも、上位の。

　セラ先生が教室内をぐるり、と見渡す。

「アークライト君は、帝国西方から此方こちらへ来たばかりですぅ。皆さん、助けてあげてくださいねぇ？　席は」

　すっ、と細く美しい手が挙がった。

　──エミリア・ロードランド。

「先生、ジャックは私の縁者。慣れるまでは私が面倒を」

『!?』

　教室内がざわつき、ひそひそ話。「ロードランドさんの縁者って……」「侯爵家に男はいないよな？」「つまり」「もしかして」「こ、こ、婚約者かも!?」いきなり目立ってるんだが……。

　セラ先生が俺を見た。

「アークライト君、ロードランドさんの隣に座ってくださいねぇ」

「あ、はい……」

　教室最後方、空いている窓側の席へ。

　右隣の机がくっ付いている。前の席まではきちんと机と机の間あり。

　お澄まし顔のお嬢様を見やる。

「教科書がないでしょう？　特進組で使っているのは、特殊で予備もありませんし、製造するのも時間がかかるんですよ」

「特殊？」

「これです」

　お嬢様が、くっ付けた机の中央へ小さな金属札を置いた。中央に奇妙な紋章。

　これは……『大鍋に星』を入れているのか？

　表面には無数の刻印。俺の手が取られて金属札の上へ持っていかれる。

「さ、魔力を流してみてください」

「お、おぅ」

　言われた通り、魔力を流すと──目の前の空間に教科書が投影された。

　触ってみると実体はなし。思わず賛嘆。

「おお～！」

「アークライト君、静かにしてくださいねぇ」

「す、すいませんっ！」

　セラ先生にたしなめられ、挙動不審に謝る。教室内から笑いが起こり、顔が赤くなる。

　にしても、凄すごい。帝都ってこんなので授業しているのか！

「では～授業を開始しますねぇ。魔獣学の続きからです」

　セラ先生の号令と共に、自動で教科書が開き、頁ぺーじが捲めくれ、飛竜の挿絵の所で止まった。

　すっ、と横から真新しい黒枠のノートが差し出された。

「教科書はこうでも、基本は自分で書くことです」

「お、おぅ。わりぃ……あ、でも、俺、ペンも……」

「はい」

　さっと、真新しい黒色のペンが出てきた。受け取り、ノートへ走り書き。書きやすっ！

　ペン本体に魔法の刻印が施されていて、補助してくれるようだ。

　隣のお嬢様もノートを開いた。白枠でペン本体の色も白。渡された物の色違いだ。

　──少し考え、向こうのノートへ走り書き。『助かった。ありがとう』

　それを見たお嬢様は、俺のノートに走り書き。『有料。このノートとペンのお値段は』。

　──瞬時に意識が飛びかける。

　再びの走り書き。『う～そ♪』こ、こいつっ。

　少しイラっとしていると、セラ先生に当てられた。

「アークライト君。飛竜の生態について質問ですぅ」

「は、はいっ！」

「立ち上がらなくていいですぅ」

「あ……はい……」

　教室内に今日、何度目かの笑い。原因となった隣のお嬢様はしれっとしている。

　セラ先生が問うてきた。

「野生の飛竜と遭遇した時、一番、注意しないといけないことはなんでしょぉ？」

「飛竜ですか……」

　う～ん、なんだろうな。腕組みをして考え込んでいるとお嬢様が走り書き。

『仕方ない執事ね。仮にも私の執事なら、この程度は簡単に答えてもらわないと困るわ。どうしても、と言うなら、助けてあげなくも』途中で、回答する。

「あ～…………寝てる時にベッドへ入り込もうとしないよう、懇々と言い聞かせることですかね？　あいつ等ら、身体からだはでかいけど基本的に犬猫と同じですし」

『！？！！』

　教室内が驚きに満ちた。セラ先生までもが口に手をやり、驚いている。あ、あれ？

　隣も確認すると、少女は小さく頬ほおを膨らませていた。

「……アークライト君……つかぬことをお聞きするんですけどぉ……」

　セラ先生が静かに質問してきた。

　な、何だ、この空気？　生徒達も固唾をのんでいる。

「御実家では、飛竜を使役してたりするんですかぁ？」

「使役はしてないです」

　セラ先生が、胸をなでおろした。

「そ、そうですよねぇ。飛竜は独立心が強い魔獣でぇ、使役方法はまだ確立されてない」

「森やら草原やらで遭遇して、幼竜の頃から遊んでやってると、勝手に懐くだけです。図ずう体たいがでかいもんだから、建物とか簡単に壊すし、拗すねたり泣いたりするし、ほんと大変で……」

『………………』

　教室内が今度こそ完全沈黙。

　再度、視線を隣へ。ますます頬を膨らませているお嬢様。

　俺のノートに走り書き。『め・だ・つ・な！』質問に答えただけだぞ!?

　セラ先生の眼鏡が妖しくキラリ、と光った。

「……アークライト君。今の話、詳しく聞かせてくださいぃ！　こっちへ!!」

「あ、は～い」

　言われるがまま、壇だん上じようへ向かおうとし──左裾を引っ張られた、おぅ？

　見ると、お嬢様が『しまった』という表情。でも、裾は摘つまんだまま。

　頬を掻かき、兎うさぎ族の教師に質問する。

「セラ先生、ここで話しても？」

「全部話してくれるなら、構わないですぅ！」

　赤の瞳には強い好奇心。長い獣耳は、一つも聞き漏らすまい、と俺の方を向いている。生徒達の視線も集中。隣のお嬢様が凄い速さで走り書き。

『経験談形式で話しなさい。べ、別に、私は貴方あなたが前へ行くのが寂しいな、だなんて思ってませんからっ！　くれぐれも。くれぐれもっ！　く・れ・ぐ・れ・もっ!!　変な誤解しないようにっ！』

　しねーっての。……経験談か。ガキの頃の話でいっか。

　毎年、夏の間だけ実家に来ていた泣き虫で、なのに俺より背が高い俺の幼おさな馴な染じみの話で。

　立ち上がり、四方を見渡す。

「それじゃ……俺が知ってる飛竜の生態について話してみますね」




　　　　＊




「……うぅ……つかれた……なぁ」

「……何ですか」

　午前の授業を乗り越え、疲れきった身体を机に突っ伏しながら、隣のお嬢様を見やる。

　確かに、うちの親おや父じはどうしようもない。何せ侯爵様に多額の借金をした訳だし。

　だけど、それにしたって……思わず涙が。

「……幾ら、俺が気に喰くわないからって特進組にするかよぉ……。授業、難しい……。か弱い貧乏貴族を虐めて楽しいのかよぉ。酷ひどいよぉ。泣いちゃうよぉ。えーん、えーん」

「！　そ、そんなつもりじゃ。だ、だって……貴方が私を全然思い出してくれないから。でもでも、夏休みのことは覚えててくれて……えへへ♪　だ、だけど、わ、私、泣き虫じゃないもんっ！」

「なんだよぉ。そんなニタニタ、笑ったり、ぼそぼそ話されても聞こえねぇよぉ」

「…………」

　無言で俺を見てくる。珍しく自信なさげ。

　あーうー……頭をがりがり掻いて立ち上がり、肩に手を置く。

　華きや奢しやで、女の子なんだな、と思う。

　お嬢様が耳元で囁ささやく。

「（……今、とてもとても失礼な事を考えなかった？）」

「（ハハハ。ま、まさかぁ。取りあえず学院内でも休戦にしようぜ。何せ、ほら）」

　午前中、各授業で悪目立ちし過ぎたせいで男女問わず、クラスメイト達からは好奇。「やっぱり、あの御お二人ふたりって……そういう間柄なのかしら？」「ロ、ロードランドさんが、あ、あんな親し気に男と話すなんて！」「でも、お似合いかも??」「エミリア様、嬉うれしそう♪」お嬢様や俺に話しかける機会を窺うかがっている。少女が渋々と同意。

「（……仕方ないわね。寛大な私に感謝しなさい。それと……あ、貴方を虐めるつもりなんてないから。ただ、学校に慣れるまでは、私と一緒のクラスの方がいいかな、って……）」

　思わず顔を見る。照れてればちゃんと可愛かわいげが──む！　殺気っ！

　右足を退く。超高速で振り下ろされるお嬢様の足。忌々し気に舌打ちされる。

「（……ちっ）」

「（え、演技!?　今までの、全部演技っ！？！　俺は何を信じればっ！？！！）」

「（貴方、失礼なことを考えていると顔に出るのよ。分かりやすくていいわ。ま、追々、ね）」

「（追々、な、何だ？　何なんだっ!?）」

　先程まで少し動揺していた様子は消え失うせ、再びの魔女御降臨。

　こいつ、本当に掴つかみどころがねぇ。悪い奴やつのような、とんでもなく悪い奴のような、女神の振りをした魔王見習いのような。

　──……年頃の女の子みたいな。

　美形で、超優秀で、侯爵令嬢で、俺より背が高い……神様、後で説教。

　お嬢様が離れる。

「ま、いいです。お昼にしましょう」

「おーそっか。行ってらっしゃいませ」

「貴方も来るんですよ」

　前言撤回。天才とバカは紙一重なのかもしれん。神様、お説教は延期で。

　目をジッと見て訴える。『昼くらい離れて行動しないと恰かつ好こうのネタだぞ？』

　すると、何を勘違いしたのか頬を赤らめ、再度右足を狙ってきた。

　ふ……分かっていれば避けるのは、左足に激痛。

「～～～っ[image: ]」

「お、女の子の顔を、い、いきなり、み、見つめるんじゃありませんっ。ふんだっ」

　ぷんすかしながら教室を出て行った。

　……分からん。ほんとっ、分からん。あいつ、俺との婚約、破談にしたいんじゃ？

　首を傾かしげつつ左足の回復を待っていると、男子生徒から声をかけられた。

「……君、凄いね。あのロードランドさんと対等に会話するなんて」

「？　いや、そうでもないだろ。普通だぞ、あいつ。……性格は良いとは言えねぇが」

「はぁ!?」

　五月蠅うるさい。顔をしかめながら、男子生徒に向き直る。

　淡い茶髪の長身。眼鏡をかけていて優しく真面目そう。育ちの良さが滲にじみ出でている。

「ロードランドさん、だよ？　『学院の女神』って呼ばれてる、あの！」

「ぶふっっ!!」

　思わず噴き出す。が、学院の、め、女神……。

「だ、大丈夫かい？」

　身体が震える。屋敷に帰ったら折を見てからかうとしよう。楽しみが増えた！

　どうにか落ち着き、眼鏡生徒に向き直る。

「ふぅ……すまん」

「朝は面白い挨拶だったね」

「そいつは何より……なお、隣のお嬢様は許してくれなかったがなぁ……」

「彼女があんなに男子生徒を、甲か斐い甲が斐いしく面倒みるなんて初めて見たよ」

　思いっきり脱力する。

　あのお嬢様、俺が答えようと一生懸命考えていると、ノートに綺き麗れいな字を走り書きし、答えを書いてくるのだ。

　……途中は全省略で。頭いい奴の典型例で、教え方が下手過ぎるっ。

　で、俺が沈黙していると、今度は立ち上がって自分で説明。内容が高度過ぎて、大半の先生方は真っ青になっていた。

　男子生徒を心から諭す。

「…………あれが、甲斐甲斐しく、か……医者へ行った方がいいぞ」

「はは、そうかな？　飛竜の話や、西方戦役の話も面白かったよ！　教科書には載ってない現実の話だね！　もっと、色々と教えてもらいたいんだけど」

「待った。話す前に昼が食べたい。あ～」

「ネイだよ。貴族じゃないから、ただのネイ」

　にっこりと微笑ほほえんできた。貴族じゃないのか。てっきり上位貴族かと。

　ただ──こいつはいい奴だ。背が俺より大分高いのは減点要素だが。

　人を見る目には自信が、

「それにしても君、ロードランドさんより背が低いのは少し様にならないね」

「よーし、ネイ。廊下に出ろ」

　──喧けん嘩かになる前に、まだ廊下にいたお嬢様に俺だけ風魔法で制圧されました。

　で、心配そうに聞いてきた。

「（……貴方、軽いわね。ちゃんと食べているの？　好物は何？　素直に白状しないと、金利、増やすわよ？）」

　うぐぐぐ……汚い。本当に俺のお嬢様兼許嫁いいなずけは汚いっ！




　　　　＊




　俺は大階段を降りながら、隣で歩くネイに文句をぶちまけていた。

「ったく。何なんだ、あいつはいったい。ほんとっ、訳わからん！」

「あはは……で、でも、ロードランドさんがあんなに男の子と話してるの初めてだよ？」

「……ネイ、それは罠わなだ」

「罠？」

「そうだ。後から俺をからかおうとしているに違いないっ！　じゃなきゃ、唐突に『カフェテリアに行くなら、特別に私が奢おごってあげる』なんて言う筈はずがないっ!!」

　執事の義務やら、朝した約束を持ち出し、ごね続けたお嬢様だったが、最後には、迎えに来た女子達へ押し付けることに成功。昼くらいは離れてもいいだろう。

　こうして、俺とネイは腹を満たすべく、校舎の地下にある大食堂にやって来た。

　何でもここで待ち合わせをしているんだそうだ。

　小指を立てたら、堂々と「そうだよ。でも、彼女じゃなくて、幼おさな馴な染じみだけどね」モテる男、死すべし。

　ここまでの道すがらネイから聞いた話だと、この学院には生徒が食事を取れるよう、地下の大食堂と最上階にあるカフェテリアが整備されていて、最上階に行けるのは上級貴族のみ。それ以外の生徒は地下の大食堂、という不文律がまかり通っているらしい。

　……やっぱり、罠じゃねぇか！！！！

　あ、あのお嬢様、ほんと油断ならない。

　何せ、俺は貧乏男爵家の三男坊。間違いなく、上級貴族じゃない。

　しかも、今や天文学的な金額の借金を抱え、執事に身をやつし……涙が出てくるぜ……。

　ネイが俺を覗のぞき込み、ぎょっ、とする。

「ど、どうしたんだい？　突然、泣き出して……あ！　お腹なかがすいたんだね？」

「ち、違っ」

「君の分も貰もらってくるよ。席だけ取っといて！」

　止める間もなく長身のネイが人混みに分け入っていく。注文口には飢えた学生が殺到中。

　仕方ない。席の確保を──

「だ、だからっ、何もしてないって言ってるでしょっ！」

「言い逃れをするな！　私の財布をすろうとするとは！　これだから、平民は。しかも、貴様のその耳……獣人ではないかっ！」

　近くのテーブルで小柄な猫耳少女が見るからに『バカ貴族の息子ですけど、何か？』な男に絡まれていた。制服に、金ぴかボタンをあんなに足して意味あるんだろうか。

　周囲の生徒達はそれを遠巻きに見てるものの、助けに入ろうとはしない。

　……厄介事に巻き込まれたくない、か。

　さーて、空いてる席はっと。

　猫耳少女が貴族へ口で反撃している。

「……あんただって、どーせ貧乏貴族のくせに」

「！　き、貴様、今、何と言ったっ！」

「貧乏貴族でしょう？　伯爵以上の出なら、上に行くじゃない！」

「き、貴様！　西方戦役において名を馳はせた我がジーキス子爵家を愚弄する気かっ!?」

「知らない、そんな家。どっか行ってくれない？　私、人を待ってるんだからっ！」

「……獣の分際でぇぇ。いいだろう、この私──エドモンド・ジーキスが成敗」

「あ～取り込み中、悪い──そこ、空いてるか？」

　かっかしている男を無視して獣耳少女に声をかける。目をぱちくり。耳をぴこぴこ。

　ほ～こいつは、触りたくなるな。でも触らない。ほら、何せ俺ってば紳士だし？

「……空いてる、けど」

「そっか。それじゃ、失礼してっと。悪い悪い、続けてくれ」

　二人の間に着席。

　──机に少年の拳が叩たたきつけられた。

「……貴様、どういうつもりだ？　その女を庇かばう気か？」

「いや、別に」

「ならば、邪魔をするなっ！」

　ひらひら、と手を振る。

「俺は昼飯を食いに来てる。お前は違うのか？　違うならどっかへ行ってくれ。飯時に誰かの怒鳴り声なんか聞きたくない」

「き、貴様……いいだろう。ならば決闘だ！」

　少年が左手で腰に下げている剣の鞘さやに三度触れ、次いで手袋を投げて来た。

「我が名はエドモンド・ジーキス！　ジーキス子爵の長子だ！　貴様も名乗れっ！」

　獣耳少女へ質問する。

「……なぁ、こいつ何を言ってるんだ？」

　意地悪そうな表情をして、獣耳少女が回答。

「さぁ？　でも、頭が病気なのは確かなんじゃない？」

「なるほど。……医務室へ行った方がいいぜ？　この学院ならきっとすぐに治療法を」

　少年が腰に下げていた鞘から剣を抜き放った。周囲から悲鳴と野や次じ。

　金ぴか馬鹿貴族を見やる。

「……正気かよ？」

「貴族に無礼を働いたのだっ！　当然、覚悟は持っているだろう！」

「何時いつの時代に生きてるんだよ……めんどくせぇなぁ……」

　ゆっくり、と立ち上がり相対。

　少女が慌てた様子で間に入ろうとしてくるが、目で制す。

　テーブル上に調味料があることを確認。再度目め配くばせ。微かすかに──頷うなずく。

「いざ！　貴様、名は!!」

「ジャック・アークライト、だっ！」

　名乗った瞬間、思いっきり胡こ椒しようが入った瓶を顔面目掛けてぶん投げる。

「!?」

　剣で迎撃するも、割れた瓶の中の胡椒が顔面に直撃。目潰しって素敵だよなっ、と。

　足を払い床に転がし、けらけらと嘲あざ笑わらう。周囲から大きなどよめき。

「そんじゃな、エドモンド・ジーキス『様』」

「き、貴様ぁぁぁ……」

　おっとまずい。少女に逃げるよう合図をし、俺も一目散に逃げ出す。後ろから怒声。

　うっせぇ！　お前だけ剣持ってるとか……ズルっ子だろうがっ!!




「はぁはぁ……ま、撒まいたか……ふぅ……」

　馬鹿貴族に追われて、俺は学院内を駆けに駆けた。

　階段を駆け上がり、一階から内庭へ。そして再び校舎内の二階、三階。

　途中、学内放送で実況中継までされた。俺と並走していた鳥は召喚獣だったんだろう。

　──辿たどり着いた校舎裏の片隅で俺は一息をついた。

　人気は無く、後ろには立派な赤あか煉れん瓦が造りの壁。そこに背中をつける。

　どうして、ああ執しつ拗ようなんだか。中途半端な貴族ってのは、ほんと質が──頬ほおを何かが掠かすめ壁の結界に弾はじかれた。土属性の魔法矢だ。指で触れると頬から軽い出血。

　前方に目を血走らせ、剣を構えている金ぴか馬鹿貴族。

　ここまで走り通しだったのだろう、制服は薄汚れ、髪には植物の枝や葉っぱが付いている。

　えーっと、ザーカス？　あ、バーカスだっけか。

「見つけたぞ！　卑ひ怯きように目潰しをし、コソコソと逃げ回るとは……恥を知れっ！」

「そう、怒んなよ。バーカスさん」

「ジーキスだっ！！！！」

　額に血管を浮かばせながら怒鳴ってきた。間違えたか。

　俺は腕組みをして小首を傾かしげ、返答。

「……いやでも、バーカスの方が合ってねぇ？　ここは帝国魔導学院だぜ？　皇帝陛下は何年も前に『身分差別は許さず。貴族は貴族の矜きよう持じを持ち、その地位に応じた義務を果たすべし』と布告を出されただろ？　あんたがしたことはそれに合ってるか？」

　目を見開き、馬鹿貴族が剣を突きつけてくる。

「き、貴様、貴様、貴様っ!!　わ、私を愚弄するつもりかっ！」

「いんや。あの場を人が見てたら、どう思うのか、って話」

　わざとらしく、ニヤリ、と笑う。




『追い詰められた時は出来る限り自信があるように見せよ。ハッタリは存外に効くものだ』




　爺じいちゃんがよく言ってたっけ。言葉を続ける。

「派手に学内を逃げ回ったんだ。騒ぎになるだろう？　教員には、特進組を担当している獣人の方もいるの、知らねぇのか？」

「!?　だ、だ、だがっ！　そ、それが貴様とて同じ事だっ!!」

「俺は別に退学してもいいしな。ま、あの子に詫わびとけよ。そしたら、退学はないだろ」

「…………」

　顔面を蒼そう白はくにして黙り込む金ぴか馬鹿貴族。

　当たり前だが、大半は口から出まかせだ。皇帝陛下の布告が守られているのかは知らん。

　……俺も処罰されるのかなぁ。

　退学になって『はい、借金、即返金★』とか、侯爵に言われたら死ねるな。

　ゆっくりと、金ぴか貴族が顔を上げた。剣に土属性の魔力が集まり始める。

「…………貴様は殺す」

　本気の殺意。追い詰め過ぎたか。説得を試みる。

「ま、待てよ。そ、そんなことをしたら御お家いえ自体が取り潰しだぜ？　それでもいいのかよ??」

「殺人は重罪。が──『貴族同士の決闘』の末に、命を落とした、とならば問題はない」

「はぁ!?　そ、そんな物騒な法律なんか、とっくの昔に効力を」

「未いまだ合法だ。そして、私は作法にのっとり、利き手以外で三度鞘に触れ決闘を要求し、お前は受けた。形としては成立、しているとみなしていいだろう」

「っ!?」

　いきなり、命の危機とか……ついてねぇ。ほんとっ、ついてねぇ。

　付き合っていられるか！　とっとと、逃げ──左右に突然、土壁が出現。

「逃さんよ」

「い、いや待てって。い、幾ら何でも」

「言い訳無用！　……アークライト家だったか？　はんっ。そのような貴族など、聞いたこともない。どうせ、貴様の先祖も戦場で逃げ回る臆病者だったのだろうなっ！」

　一気に距離を詰めてくる。こいつ、明らかに剣を俺より使う。

　だけど、爺ちゃんを馬鹿にされたし……逃げるわけにもいかねぇ、か。

　降り下ろされる剣。瞬間──小さな小さな『白翼』が舞い、右手に宿った。

　──剣と『何か』がぶつかる感覚。

「!?　ば、馬鹿なっ！」

　右手に顕現させた《翼の短剣》で受け、空いている左手で思いっきり顔面をぶん殴る。

「ひぶっ！」

　吹っ飛び、地面に横たわった男へ言い放つ。




「爺ちゃんは──アルス・アークライトは、臆病者なんかじゃねぇっ！」




　短剣が消えた。持続時間、短かっ。右手でしか使えないし。

　……爺ちゃん、これ使い勝手悪いぜ？　俺の魔力じゃ精々一～二回が限度だ。

　しかも爺ちゃんは《籠こ手て》で俺は《短剣》。『翼の加護』というらしいけど詳細も不明。

　姉貴は『危ないでしょ！』。親おや父じに到いたっては『勘だ！』。兄貴達は使えず。

　……うちの家系って。まともなのは俺だけか。

　溜ため息いきを吐つき、立ち去ろうとし──咄とつ嗟さに回避。

　土の魔法矢が右腕を切り裂き、激痛。

　頬を腫れあがらせたバカ貴族が立ち上がっていた。

「や、やってくれたな……もう許さん……許さんぞぉ[image: ]」

「待った！　待とうぜ、ザーキス」

「ジーキスだっ！！！！」

　一気に間合いを詰められ、剣が降り下ろされる。さっきよりも速い。

　人影が舞い降りた。綺き麗れいな髪が風になびき光輝いて幻想的だ。眼前に白はく翠すいの《楯たて》。直後、突風。

　──軽い音。切断された剣身が飛び、地面に突き刺さり、土壁が消滅。

　金ぴか馬鹿貴族は何が起きたのか理解出来ず、茫ぼう然ぜん自失。次の瞬間、暴風に吹き飛ばされ、空中高く舞い上がり、落下。今度は鈍い音。ま、まさか。

「死んでないわよ。私はエミリア・ロードランド。『不敗』のロードランドを継ぐ者。そんな未熟者じゃないわ。編入初日から、私がいない所で危ない事を──……な、何よその傷は!?　ほ、頬もっ！　い、急いで、医務室に行くわよっ！」

「いや、大丈夫」「じゃないっ!!」

　抗弁する間もなくお嬢様に抱きかかえられ、次の瞬間には飛ひ翔しようしていた。

　飛翔魔法って、下手な上級魔術師も使えない筈はずなんだが。お嬢様、本気で凄すごいわ。

　どういう風に抱きかかえられたのかは、黙秘権を行使。

　……俺にも話せないことはあるんだよっ！




　　　　＊




「これはダメね。土魔法に毒が含まれていたみたい。二週間程度の安静が必要よ」

「…………は？」

　言われた意味が理解出来ず、目の前にいる白衣姿の先生を見つめる。ワタリ先生という名前だそうだ。褐色の肌。男子が憧れる究極装備の一つ、白衣姿、左手薬指には地味な指輪。

　色気に美貌と豊満な肢体とが相まって、素晴らし──後方より肌を刺す殺気と怒気。

　心に鍵をかける。……これ以上の負傷は避けねぇと。

　俺は今、心に大きな傷を負って……思い出すな。ジャック。あれはお前じゃない。お前じゃないんだっ。お嬢様に抱えられて空なんか飛んでない。飛んでないんだ！

　ワタリ先生へ質問する。

「えっと……治癒魔法とかで、あっさりと治ったりってしないんですか？」

「治してもいいけど、御お勧すすめは」「治癒魔法って基本的に凄く痛いですよ？」

「……マジで？」

　隣のお嬢様が俺へ手を伸ばし、俺の頬にそっと触れた。

「試してみましょう。はい」

「へっ？　～～～～～～っっっ！」

　頬の浅い切り傷に激痛が走る。思わず、その場でじたばた。

　前に向き直ると、ワタリ先生は何故なぜか苦笑している。

「魔法で傷を治すのは緊急時だけにしておく方がいいわね。治った後で傷跡は消せるし」

「そう、ですか……」

　お嬢様をジト目で見る。腕組みをして、あからさまにそっぽ。酷ひどい。

　俺の利き腕は右手。これから約二週間、ノートも碌ろくに取れないってことになる。ただでさえ、授業について行けるか不安なのに……どうしたもんか。

　隣からこれみよがしな咳せき払ばらい。

「こほん」

「先生、どうにかなりませんかね？　利き腕右なので、動かせないと授業が」

「あらー？　そうなの。それは大変ね。でも──ふふ、大丈夫じゃないかしら。ねぇ、そうでしょ、エミリア・ロードランドさん？」

　先生が楽しそうな笑みを浮かべて、俺じゃなくお嬢様に話を振った。

　何でだ。こいつが俺を助けてくれるとは……ついさっき助けてもらったけれども。

　……まだ、礼を言ってなかった。

　立ち上がって頭を下げる。お嬢様が驚く気配。

「悪い、さっきはほんと助かった。ありがとう」

「べ、別に、その、助けたのはいいです。だけど……このことは、御お父とう様さまに報告します！」

「ま、待った！　そんなことになったら、俺はこの学院に……あれ？　いられなくて良いのか？」

「良くないですっ！　少しは自分の立場ってものを考えて行動をしてくださいっ！」

　ワタリ先生が俺達を茶ちや化かしてくる。

「はいはい、仲良しなのは分かったわー。でも、夫婦喧げん嘩かはお家うちに帰ってからにしてね」

「「夫婦じゃないですっ!!」」

「ふふ、私と旦那の若い頃を思い出すわ。ロードランドさん、同じクラスなようだし、怪け我がが治るまで彼のお世話をしてあげて。担任はセラね？　私からも伝えておくから」

「はい、分かりました。説明もちゃんとさせます。万事、お任せください」

　おや？

　左手を額にやり考える。……今、よく分からないことが飛び交っていたような？

　お嬢様が覗のぞき込んできた。そこにあるのは、純粋な疑問。

「どうしたん──も、もしかして、腕以外も何処どこか痛めたんですかっ!?」

「ばっ、ち、ちげぇよ。いや、その」

　妙に恥ずかしくなって目を逸そらす。

「……どうして目を見ないんですか！　言いたいことがあるんですよね？」

「あーうーえー。何でもなーい、と思うぜ。うん」

「ほらっ！　ちゃんと、こっちを向いてください」

「ロードランドさん」

　先生がお嬢様の細い肩を掴つかみ、少し離れてひそひそ。「（いいー？　あの年頃の男の子は扱いが難しいの。押し過ぎても駄目）」「（……どうすれば？）」「（こういうのはどう？）」「（そ、そんな、はしたなくありませんか？）」

　……まったく聞こえない。だけど良からぬ話なのは分かる。

　二人が戻って来た。お嬢様がジッと、見てくる。な、何だよ。

「……利き腕が使えないと、生活に支障がありますよね？」

「え、あ、うん。まーな。でも」

　目を伏せ、悲し気。

「……転入初日で、右も左も分からないのに、貴方あなたを放り出した、私のせい、ですよね」

「!?　お、お前が気に病むことなんか何一つないって。……俺のせいだ」

「私は気にするんです。だから」

　お嬢様が左手を優しく両手で掴んできた。

「怪我が治るまで、私に世話をさせてくれませんか？」

「いや、でも」

　上目遣いで名前を呼ばれる。

「──お願いです、ジャック」

　はい、攻撃力の限界突破。防御不可。全貫通。俺は目を閉じる。

「…………二週間だけ授業のノート、頼む」

「分かりました。任せておいてください」

　お嬢様は嬉うれしそうに意気込んだ。……敗まけた。

　またしても、二人がこそこそ。「（……先生、凄いです！）」「（ふふー。私の旦那様もああいう気けがある人だったから）」「（また色々、教えてくださいますか？）」「（勿もち論ろん★）」

　突然の握手……。悪寒。か、風邪ひいたか？

　二人が再び戻って来た。

「それじゃ、お大事にね。ジャック君、あんまりおいたをしないように！」

「……以後、気を付けます、ハイ」

「そろそろ行きますよ。午後も授業です」

「はっ！　そ、そうだったっ！　……昼、食いそびれた……」

　意識した途端に腹が鳴る。お嬢様が噴き出した。

「…………おい」

「だ、だって、貴方、何でそんな可愛かわいらしい音、ふふっ」

「音の調整なんか、出来るかっ！」

　お嬢様が白衣の先生へ向き直った。

「ワタリ先生、セラ先生に御伝言願います。午後の授業、少し遅れます、と」

「！　いや、そ、それはまずいんじゃ……」

「ふふ。今回は特別よ？　お腹なか減ってるのはダメだものね。伝えておくわ」

「ありがとうございます。さ、行きましょう」

　幾ら俺でも、空腹には勝てねぇ。

　──決してお嬢様に再び抱えられそうになったから、じゃない。

　本当だ。結局、抱えられたしな。




　　　　＊




　放課後、俺は学院長室に呼び出されていた。

「ジャック・アークライト君、だったか。編入初日から中々、派手なことをしてくれたね」

　机の上で両手を組む眼鏡をかけている老人。帝都魔導学院の学院長だ。

　髪も髭ひげも真っ白で、顔には深い皺しわ。着ている物は所謂いわゆる魔法使いのローブ。これまた白色。傍かたわらには木製の長なが杖つえ。種族は不明。人族か？　表情には好奇心。

　──最初は、セラ先生に呼ばれていたのだ。

　お昼から外出されていたそうで、午後、戻って来た途端、心配された。

『私、外に出ていたんですぅ。け、け、怪我は大丈夫なんですかっ!?』いい先生だ。

御お姫ひめ様抱っこの話を聞きつけ、キャーキャー、騒ぐ女子達。床に拳を打ち付けながら羨ましがる男子共にも見習ってほしい。まぁ、セラ先生も、お嬢様へ『ロードランドさん！　アークライト君のお世話をお願いしますぅ！』とお墨付きを与えはしていたが。

　で、その際、放課後の聞き取りも伝達されたわけだ。

　学院長が俺の右手へ視線を向けた。

「事情は聞いている。右手を負傷したそうだね」

「え、あ、は、はい」

「女子を守る為ために、自らを犠牲にする。気骨があってよろしい。ここは皇帝陛下の赤子を預かる帝国魔導学院。その場で旧弊著しい差別行為を咎とがめる──称賛に値する行為だ」

　うちの田舎だと人種とか気にしたことはなかった。そんなこと気にしてたら、生きていけん。獣耳や尻尾に憧れたことだってある。みんな、そうじゃねーのかな??

「が、だ。私的には廃止すべき、と考えるが、貴族間の決闘が未いまだ合法なこともまた事実」

　……雲行きが怪しくなってきた。

　学院長が、手を叩たたく。

「入りたまえ」

「し、失礼致しますっ！」

　緊張した様子で入室してきたのは、金ぴかボタンな制服を身に着けた少年。頬ほおに大きな当て布が貼ってある。こ、こいつは……

「ザーキス！」

「ジーキスだっ！」

　あれ？　そうだっけか？　俺の隣にやって来て、見事なお辞儀。

「ジーキス子爵が長子、エドモンド・ジーキスであります。こ、この度は騒動を起こしまして、大変申し訳なく……申し出を受けていただきまして、誠にありがとうございます」

　学院長が冷たくあしらう。

「私はこれでも多忙の身だ。用件は手短に言いたまえ」

「はっ！　……そこの田舎貴族」

　ジーキスが向き直り、指を突き付けてくる。

「先程は私も多少、頭に血が上っていた」

「……真剣を抜くのは、多少、じゃねーと思うぜ？」

「が──私にもジーキス子爵を継ぐ者としての矜きよう持じがある！　このまま、終わらせるわけにはいかない。決着をつけようではないかっ！」

　無視かよ。しかも、再決闘だって？

　包帯が巻いてある右腕を指差しつつ、学院長へ質問。

「……喧けん嘩か両成敗じゃ駄目なんですか？　俺は利き腕がこうなりましたし、そちらさんも頬に傷。お互いに騒動を起こした、ってことで停学でも退学でも処罰していただければ」

　慌てた様子で、ジーキスが口を挟んできた。

「き、貴様っ！　な、何を言っているっ!?　き、貴族の決闘というのはだな」

　学院長が金ぴか馬鹿貴族の言葉を遮り、俺へ返答。

「当人同士が納得しているなら、事実を考慮し、私が処断するんだがね。先程も言ったように、悪法もまた法なのだよ。『貴族同士が揉もめ事ごとを起こした際、決闘にて、それを決することを許可す』そんなことをする者など、ここ最近、とんといなかったのだが」

　顔を真っ赤にしているジーキスと、呆あきれと好奇心が半々の学院長。

　学院を停学乃ない至しは退学、それをどうにか避ける為に、もう一回、か。

　ここに来る前、お嬢様から散々言われたことを思い出す。

『面倒事になりそうだったら持ち帰って、私に全部報告。判断はそれからよ。分かった？』

　ジーキスが叫ぶ。

「貴様っ！　聞いているのかっ！」

「アークライト君、どうかね？　申し出を受けるかね??」

　二人の顔を眺め、頬を指でぽりぽりと掻かく。そして、こう返答した。

「明日まで待ってください。少し考えます」




　　　　＊




　その日の晩、寝付けなかった俺はとぼとぼとロードランド屋敷内の廊下を歩いていた。

　目的は何もない。かと言って、屋敷の外に出て庭を散歩するのは禁止されている。

　……お嬢様とカエデさんに。

『ダメ！　また怪我をしたらどうするのっ!!　屋敷内ならすぐに私が──……こほん、誰かしら、対応出来るでしょう？　大人しくしてなさい。分かった？　分かったら、返事っ！』

『ジャック様、エミリア御お嬢じよう様さまの言う通りに。……怒りますよ？』

　実際、怪我してる手前、反論し辛づらい。多少の恩義は……その、あるし。

　窓の外には大きな月。田舎で見たのと同じ月だ。

　昨日、今日だけで激動が過ぎる。心労で死ねる。神様と親おや父じは大熊用の罠わな行き決定。あ、でもセラ先生とワタリ先生はいい人だった。良し、神様だけは大猪いのしし用罠で勘弁。

　……学院から屋敷へ戻った後、愉快そうだった侯爵の言葉を思い出す。

『転入初日から、か弱い女子を守り、いきなりの決闘沙汰とは！　しかも、くっくっ……ジーキス子爵家は、クロフォード公爵傘下。クロフォードの先代は頭を痛めていよう。あの御仁、人の話は聞かないが、体面を気にするからな。ざまあみろ、と言いたい気分だ！』

　……余程、遺恨があるらしい。

　俺と一緒に執務室へ入った我わが儘ままお嬢様も、隣で人の不幸を喜ぶ悪い顔。

『いい気味。私には婚約者がいる、と何度言っても理解しないし……少しは懲りてほしいわ！』

　聞こえなかったものの、娘までクロフォード前公爵が大嫌いなようだった。

　大貴族も色々あんだなー……とある種、他人ひと事ごとだったのはここまで。

　侯爵は満面の笑みで俺へこう言った。

『で、だ。右腕が治った後、無論、この決闘受けるのだろうね？　ああ、勝ったら借金は祝いに減額しようじゃないか。エミリア、ジャック君を助けてあげなさい』

『はい、御お父とう様さま』




　…………何処どこにも、俺が口を挟む余地は、なかった…………。




　まん丸なお月様を見ていると、ほろり、と涙が。俺はどうなっちまうんだろうか。

　静かな足音。「わんこ？　わんこなの？　月が見えると、吠ほえたくなるの？」

　こいつは何を言ってやがるんだ。無視していると、お嬢様が近付いてきた。

「泣いているの？」

「な、泣いてなんかねーしっ！　お前は、どうしてそうやって俺を──……」

「？　どうかした??」

　月明かりの下、不思議そうにしている寝間着姿の少女。こいつって、こんなにも。

　……はっ！

　お、俺は今、な、何を考えてた？　も、もしや、これが精神汚染魔法!?　バカなっ！

「む、無視しないでよっ！」

「あ……あーはいはい。うし、俺はもう寝るわー。……おい、その手は何だ？」

「転んだら大変でしょう？　てぃ」

「お、おい」

　強引に左手を取られる。

　文句を言おうと思ったが、お嬢様は「♪」と嬉しそうだ。何も言えず。

　──この後、俺の部屋で長い夜話となった。

　何でか、こいつと話すのは……嫌いじゃない。




　　　　＊




「では……再決闘の要求を受け入れる、ということで良いのだね？」

「はい」

　翌朝、学院長室を訪ねた俺は、自分の結論を告げた。

　隣にはついてきたお嬢様。生暖かい視線を俺へずっと向けている。

　今朝から妙なんだよな。時折、思い出したようにニヤニヤ笑っていたかと思えば、突然、テーブルを叩いたり、首をぶんぶん振ったり……いったい、こいつに何が？

　昨日の夜、散々、条件については話したから、此処ここにいる必要はないんだが……。

　しかも、「あー戻るのが面倒ー」とか言って、結局、俺のベッドで寝やがって！

　寝る前にお前が定めた絶対境界線、朝起きたら大分、侵食してた挙句、目の前に顔があって心臓が止まるかと思ったんだぞ？

　……なお、起こしに来たカエデさんはすこぶる不機嫌だった。

　金ぴかボタンが眩まぶしい男子学生が叫ぶ。

「ふ、ふんっ！　では、早速、今日の放課後にでも、決着をっ!!」

「待てって。ジーキス」

「！　貴様、私の名前を……」

　包帯が巻いてある右腕を見せる。

「俺の利き腕は右だ。全治は約二週間。決闘の時期は少し先にしてほしい。怪け我が人に勝つのは名誉じゃねぇだろ？　治るのは二週間だがいきなりはキツイ。そこでだ」

「……完治後、二週間っ！　それ以上は譲れん。決闘は一ヶ月後だ！」

　計画通り。治った後なら治癒魔法である程度、筋力等々の回復は早めることが出来るらしい。二週間もあれば十分。後は、どうやってこいつに勝つか……打開策が見えん。

「貴様が条件を出すのならば、私にも要求がある！」

　ジーキスがお嬢様に向き直り、恭しく頭を下げた。頬は上気し、興奮を抑えきれてない。

　お嬢様が動く気配がした。

　俺達の様子を気にもせず、ジーキスは勢い激しく続けてくる。

「聞けば、その貧乏貴族は、ロードランド家の庇ひ護ご下にあるとか」

「遺憾ながら事実です。それが何か？」

「で、では──私が決闘に勝った暁には、エミリア・ロードランド侯爵令嬢、貴女あなたと」

　身体からだを動かして、間に割って入る。

　俺はこいつの執事。で、執事は御嬢様を守る者だ。

　今回の件でこいつを巻き込むのは違う。絶対に違う。

　ジーキスが不愉快そうにねめつけてきた。

「……貴様、何のつもりだ」

「こいつを巻き込むなら、さっきの話はなしだ。今日の放課後にでも勝負してやるよ」

「……何だと？　そんな腕で、この私に勝てるとでも思っているのかっ！」

「やってみねぇと分」「貴方あなたが勝ったら、私に何を要求されるのです？」

　お嬢様が俺の肩を掴つかみ、逆に、ぐいっ、と自分の背中へ回した。お、おいっ！

「では──私がその貧乏貴族に勝ったら」

　止やめろ。それ以上、言うんじゃねぇよっ！

　そいつは、エミリア・ロードランドは俺の……




「い、一度、一緒にお茶の時間を設けていただきたいっ！」




　室内が沈黙。俺は呆ほうけた声を出した。

「………………はぁ？　なぁ、こいつは何を言って」

　お嬢様が狼狽うろたえる。

「！　な、何ですって!?」

　何故なぜ、そこで驚く。

　別に茶くらい──お嬢様が俺を前方へ押し出し、盾代わり。

　困惑して、学院長を見やる。

「上位貴族の娘を誘う際には、まずはお茶からなのだよ。古い作法だな」

　俺、昨日、こいつと昼飯食ったけどなぁ。頬ほおをぽりぽり掻く。

「ザーキス」

「ジーキスだっ！！！！」

「やっぱりその案はなしだ。一ヶ月後は取り下げる。とっとと決着つけようぜ。お前が負けたら、昨日の子に謝れ。俺が負けたら、停学でも退学でもしてやるよ」

「!?」「ほぉ」

　ジーキスは絶句し、学院長は面白そうに声を漏らす。

　貴族の少年が歯は軋ぎしりし、吐き捨てた。

「……その覚悟、殊勝だと褒めてやろう。ならば、望み通り」

　再びお嬢様が俺を自分の背中に回し、前に出た。……左手で俺の裾を摘つまんでいる。

「分かりました。その提案を受け入れます。万が一、億が一、兆が一っ！　ジャック様が貴方に負けたのなら、一度だけ、生涯で一度だけ、お茶を、短時間、御一緒しましょう」

　……おい。そこらへんで止めてやれ。涙ぐんじまってるじゃねぇか。

　俺と学院長が、あー、という感じになってるのにも気付かず、お嬢様の演説は止まらない。

「ですが、この方は負けません。ええ、負けません。絶対に負けません！　失礼します」

　俺の左手を、流れるような動作で掴み、一礼。

　さめざめと泣く金ぴか貴族と苦笑する学院長を残し、俺達は退室。

　──長い廊下を歩く。お互い無言。

　階段の途中でお嬢様が立ち止まった。

「……ねぇ」

「ん？」

「──……私が、あんな男とお茶に行って、貴方は平気なの？」

　じーっと、こちらを見ている。見続けている。

「……ゃ、かもな」

「！　今、今、何て言ったのっ!?　さ、もう一回、私を見て言って！　ジャック、お手!!」

「だ、誰が言うかっ　つーか、俺は犬じゃねぇっ!!」

　ま、だけど、男として筋は通すさ。

　──左手をお嬢様の手の上に重ね、俺はそう思ったのだった。







第三章




「え……そ、それじゃ結局、決闘するのかい!?」

「そうなった。まー成り行きだな」

　翌日の授業の合間、俺は教室でネイへ諸もろ々もろ説明した。

　昨日、昼休みの後、探したんだが、午後から急用で早退していたのだ。何でも、大事な身内が揉もめ事ごとに巻き込まれたらしい。

　ネイが眼鏡のつるを弄いじりながら、真剣な表情で尋ねてきた。

「……そんなことになっていたのか。ジャック、念ねんの為ため、確認しておくけど、相手の名前はエドモンド・ジーキスで本当に間違いないんだよね？」

「そんな風な名前だったと思うぜ」

　周囲を見渡す。

　少し離れた場所で女子達に囲まれ、上機嫌に話しているお嬢様へ声をかける。

「あ～……エミリア」

『！！！！？』

　教室内がざわついた。「名前で!?」「バ、カ、な……」「静かに！」一瞬で静寂に。

「何ですか？　ジャック」

『！！！！！』

　再度、教室内が鳴動。「い、今」「よ、呼び合ってたよね？」「お、終わりだ……て、天が降ってくるぞっ！」「わぁぁ、御お二人ふたりってやっぱりぃ」「いいなぁ、いいなぁぁ」

　お嬢様は周囲の反応を無視し、優雅な動作で俺に近付いて──近い、近い、近い。

　押すと不満そうな表情。俺を守るように前へ立ち、ネイへ敵意を向ける。

「……ネイさん、ジャックに何か？　ないのなら、どっかへ行ってください！」

　長身眼鏡男子が、手を挙げた。

「な、何の意図もないよ。本当だよ！　昨日、少し話しただけで……」

「信じられません！」

　俺は首を捻ひねり、素直に聞いてみる。

「二人はどういう関係なんだ？」

「……赤の他人です」「……ちょっと、ね」

　ネイは貴族じゃない、って昨日言っていたけど、お嬢様とは前から知り合いではあったみたいだ。クラスメイト、だけの間柄でもなさそうだし。……分からん。

　それにしても……ったく。朝、馬車の中で突然『いい加減、名前で呼びなさいよ。……私も、呼ぶから』なんて、言い出しやがって。慣れるまでは大変そうだ。エミリアへ聞く。

「あいつ……俺の決闘の相手の名前なんだっけ？」

「覚えていません。興味ありませんから。だけど」

　半歩、距離を詰めてきた。儚はかなげな表情をし、瞳には大粒の涙。

「貴方が負けたら……私、ぐすっ」

「！　お、おいっ」

　今にも泣きだしそうな美少女に俺は動揺。

　侯爵令嬢は両手を組み、うるうる。祈る姿勢で懇願してきた。

「この場で約束してください。私の為に、天地砕けようとも、神を打倒してでも、必ず、何があろうとも勝つ、と……！」

「いや、それは無理──」

　死角かつ、目にも止まらぬ速さで右足が踏み抜かれる。

　あ、あっぶねぇぇぇ。予期してなかったら足が逝ってたぜ。「……ちっ」。エミリア・ロードランド侯爵令嬢。いい加減にしとけよ。今の全部、演技かよ!?

　俺が呆あきれていると、詰め寄って来た。

「ダメ、ですか？　約束して、もらえないのですか？」

「……確約、出来る問題じゃないだろ？」

「そう、ですか……そうですよね……ごめんなさい」

　お嬢様は悲しそうに目を伏せた。俺にしか見えない角度で小さく舌。罠わな！

「エミリア様、可哀かわい想そう……」「モテる男には制裁をっ！　鉄てつ槌ついをっ!!」「我われ等らが『女神』になんたる言い草っ！」「アークライト君ってさ、少しわんこっぽくない？」「あ、分かるかも。ああは言ってるけど、御主人様を守る為にすっごく頑張るんだよ」「忠犬気質かたぎ！」

　クラス中から非難その他の大合唱。お嬢様は魔女の笑み。

　お。おのれ……俺がどうすれば折れやすいか、分かってやっていやがるな！

　……待てよ？

　確か、姉貴に無む理り矢や理り読まされた小説で、似たような場面があったような。義理の姉弟きようだいがどうこうするやつ。

　ものは試し。男は度胸、執事は勇気だ。

　顔を伏せ、わざと寂しそうに、そして悲しそうに呟つぶやく。

「……エミリアはさ……約束しないと俺を信じてはくれないのか？」

「っ!?　なっ、ばっ、そ、そんなっことは、ない、です、けど」

　お嬢様が一転しどろもどろになった。思った以上に効果は抜群だ！　続行決定。

「…………俺はお前よりチビだし、剣術も魔術もダメだけどさ」

　左手で少女の右手を握る。びくり、と震える身体。

「頑張るから、俺。信じてほしい」

「ジ、ジャック！　あの、その、わ、私………………ねぇ？」

　ダ、ダメだ。笑ったら、殺される……。

　だけど、姉貴はどうしてあんな本を大量に送ってきたんだろう？

　お姉様、弟は本より銀貨が欲しいのです。親おや父じの借金の足しにしたいので。

「…………あの、ね、ねぇ」

　思い出した。相手の名前はジーキスだ。

　あいつは結構強いし、真正面からだと負け確定。結果……とても不快な気分になる、と。どうしたもんか。

「も、もうっ！　き、聞いてくださいっ！」

　目の前には頬を赤く染めた美少女。自分の左手は──握りっ放し。

「おっと、悪い」「あ……」

　お嬢様が切なそうな呟き。周囲の奴やつ等らも咎とがめる気配。特に女子の大半。

　野郎共、自分の涙で剣を研ぎ始めるな。蛮族の呪術かなんかか、それ。

　辛抱強く俺達のやり取りを待っていたネイが苦笑しながら、説明してきた。

「ジーキス子爵家といえば、土属性魔法剣で名高い家柄だね。帝国の数いる戦功貴族達の中でも、有名な方だよ。……クロフォード公爵家幕下でもある」

　今、ネイが言った戦功貴族とは、かつて、帝国が隣国の連邦とやり合った西方戦役で活躍、叙勲され貴族になった家々のことを指す。うちの爺じいちゃんもその一人。

　クロフォード公爵……お嬢様を見る。露骨に嫌そうな顔。

「……帝国七大公爵家の一角です。魔道具開発に注力しています。現在は教科書でも使われている魔札を開発していて、魔導学院で実証実験中なんです。数は限られていますが」

「ん～……つまり、ネイはそこの隠し子か何かか？　やたら詳しいし」

「「!?」」

　茶化すと、エミリアとネイが硬直した。頬を掻かく。

「……冗談だけども？」

「ジャック、後でお説教です」「……僕は、商家の息子だよ」

　うん、この話題には触れまい。危なそうだ。

　取り繕うようにネイが爽やかな笑顔を浮かべ、提案してきた。

「良かったら、放課後、自習しないか？」

「自習？」「ダメです！」

　ネイと俺との間に、お嬢様が身体からだを割り込ませ立ち塞がった。美男美女だわな。

「残念ですが──ジャックは私と放課後、自習室で訓練する予定になっています」

　おっと。初めて聞いたぞぉ。

　ネイが納得したように頷うなずき、再提案。

「それはいいね。でも……二人きりは危険じゃないかな？」

「確かに……密室で私と長時間いたら野獣になる可能性も……い、いやらしいっ！」

「想像力がすげぇな!?」

　せめてもう少し色気ってもんを──右、左、右！　お嬢様の見えざる足技三連発を回避。嘲笑。

「ふっ」

　エミリアは、わなわな、と震え、再攻撃の構え。……次は躱かわせないだろう。

　そんな俺達へネイがにこやかに、提案内容を告げる。

「僕は特進組への編入試験勉強を今日の放課後から、幼おさな馴な染じみと始めるんだ。どうかな？」

「「…………」」

　お嬢様と顔を見合わす。俺には判断出来ない。

　……こいつ、睫まつ毛げ長いな。

　あ、前髪に小さなごみついてら。手を伸ばし取ってやる。

「っ！」

　エミリアが驚いた表情になり、両手を握りしめ顔を伏せた。

　周囲のクラスメイト達が次々とはやし立ててくる。

「うわ……今の無自覚？　無自覚なの!?」「小説の中でしか見たことないわ！」「いいなぁ。いいなぁ。いいなぁぁぁぁ」「エミリア様があんな表情されるなんて……」「アークライト君って、実は凄すごいのかも？」女子達はきゃーきゃー言っている。好意的？　ではある。

　反面、男子共の多くは『………………』目を閉じ、じっと耐えている。

　残りの少数男子は彼女持ちなのか俺に向かって軽く手を振る。こいつら、家柄立派な連中の筈はずだが。

　復活したエミリアがネイへ回答した。

「──……分かりました。そういうことでしたらいいでしょう」

「了解。自習室は取っておくね。ジャックには魔法の訓練を？」

「ええ。ビシバシ、鍛えるつもりです。ええっ！」

「!?　おまっ！　俺はさっきから何も聞いて、っ」

　無意識に右手を使ってしまい、痛みが走った。バランスが崩れ転びそうになる。

　──柔らかい感触。女子共の歓声と野郎共の歯は軋ぎしり。

　優しく慈愛に満ちた声が囁ささやかれた。

「（こら、慌てて動かないの。……右腕、怪け我がしているのよ？）」

　エミリアが俺を受け止め抱えていた。すっぽり、と腕の中に収まる構図。

　しかも、放してくれない。ジタバタ。

「（お、おい。もう、いいだろ？　は、放せよ）」

「（ダメ──勝つ、って約束してくれたら、放してあげる）」

　あーうーえー……観念して、エミリアの耳元で決意を告げる。




「（勝つさ……俺、約束は守るぜ？）」

「（よろしい。──うん。知ってる）」




　　　　＊




　放課後。ネイ主催の勉強会へ参加することになった俺とお嬢様で許嫁いいなずけ──エミリア・ロードランドは、中央棟最上層階、カフェテリアに程近い特別自習室へ来ていた。

　なんと個室だ。多少の訓練も出来るようになっているらしく、室内は広い。調度品は年代物のテーブルと椅子だけが置かれている。

　主催した当の本人は『ジャックに会わせたい人がいるんだ』と遅刻している。

　左手で《翼の短剣》を顕現させようとして、四散。これでもう、何度目か。

「出来るまでやる。魔法の練習もね」

　こちらを見もせず、お嬢様は俺が淹いれた紅茶のカップを、優雅な動作で手に取り一口。時折、楽しそうにノートへ書き込み。

　エミリアが立てた方針は二点。どちらも明白だった。




『加護の力を、左手でも十分使いこなせるようにすること！』

『実用的な風属性魔法を、決闘までに一つ必ず覚えること！』




　爺じいちゃんは左右の両手両足に《籠こ手て》を纏まとわすことが出来た記憶がある。

　姉貴は《大剣》《長なが槍やり》《戦せん斧ぷ》《大鎌》。

　兄貴達は使えず、親父は知らん。謎ばかりだ。

　エミリアはお茶菓子のクッキーを食べている。凝った物はそこまで好みじゃないようだ。

　──後ろの扉が開いた。

　眼鏡をかけた長身男子。その後ろには小柄で明るい茶髪の猫族少女。尻尾が揺れている。

「ジャック、ロードランドさん、お待たせ。捕獲するのに手間取ってね」

「ネイ、遅いぞー」「……来るのが早過ぎます」

　俺とお嬢様が各々、ネイへ文句。近付いてくると、後方を振り返った。

「ほら、ムギ。ちゃんとジャックに御礼を言おう」

「……う、うん」

　ネイの背中に引っ付いていた猫族の少女が出て来て深々と頭を下げてきた。

「ご、ごめんなさいっ！　私が自分で反撃してれば……助けてくれて、ありがとう」

「あー食堂の子か。気にすんな。俺はジャック・アークライト。ジャックでいい」

「………私、ムギ」

　獣耳少女は、しゅんとしている。話題を強引に変える。

「ネイ、紅茶でいいか？」

「いただくよ」

　視線で謝意を伝えられる。この子がネイの待ち人だったらしい。世間は狭い。

　カップへお湯を注ぎ捨て、左手で二人の紅茶を淹れ、テーブルへ置く。

「冷めない内に飲んでくれ。砂糖とミルクはお好みで」

「ジャック、手慣れているね」「あ、ありがとう」

　ネイ達が着席。俺もお嬢様の隣へ腰かけ、クッキーを齧かじる。こういう味な。覚えとこう。

　ネイが鞄かばんから教科書の魔札とノートを取り出した。隣のムギの分もある。

「さぁ、始めようか。ムギは特進組への昇格試験対策だよ。筆記のね★」

「うぅぅぅ……」

　猫耳少女が頭を抱え嫌そうに呻うめき、椅子ごと身体を後退させた。視線が交錯。

　……同志だ！　同志がこんなところにっ！

　ムギが特進組じゃないってことは。隣のお嬢様へジト目。

「何ですか？」

「……俺もムギと同じ組」「不許可です。却下です。そうは思いませんか？　ネイさん」

「確かに、ジャックは特進組の方がいいね」

「！　ネ、ネイ！　お、おまっ、ここは俺の援護をする場面だぞっ!?」

　眼鏡長身男子がにっこりと拒絶。

「それは無理かな。ジャックは特進組に足りていない、現実を語ってくれる貴重な存在だ。昨日、今日で先生方も一目置いているし。午後の統治論でもそうだったろ？」

「うぐっ！」

　だ、だって、あの先生、財布的に無理難題しか言わねぇから……。

　再度、ムギと目が合う。お互い大変──視界が暗転。お嬢様が俺の目を手で隠した。

「訓練を再開してください。貴方あなたは西方戦役の英雄『灰翼騎士』の孫。必ず、使いこなせるようになります。……私以外の女の子を見つめるなぁ！　あと、小さい頃は《剣》と《楯たて》だって使えたんですから！　すごく、すごくっ、カッコよかったんですっ！」

「？」

「！　な、何でもありませんっ！　さっ、立ってくださいっ!!」

「へーへー」

　訓練を再開。左右で《短剣》を使うことが出来るようになれば、勝率も上がるだろう。

　ネイは「……『灰翼騎士』……実在の話だったのか……」と考え込んでいる。こいつ、博識だな。普通は知らないぞ、そんな名前。

　その隙に猫耳少女は逃亡の構え。見事な静音移動。

　が、俺はとっても親切なので教えてやる。

「あーあー、ネイ教官殿。ムギ生徒が脱走を試みております！」

「！　ジャック生徒。協力に感謝する。ムギ、こっちへおいで」

　猫耳少女が悲鳴。

「ジ、ジャック!?　私達、同志じゃなかったのっ!?」

「……ムギ、俺とお前は同志だ。だがしかし、お前だけ幸せになるのは許されない！」

「ううううううう！　言ってることが、酷ひどいよぉぉぉぉ！」

　両拳を握りしめその場でむくれる。純粋に可愛かわいい。

　ネイへ目め配くばせ。いい子だな。眼鏡男子は心底愛いとおしそうに頷いた。

　後方より唸うなり声。

「む～…………バカ。そうやって、すぐに女の子と仲良くなるんだから……」

　ぶつくさとお嬢様が呟つぶやいている。こいつ、時折、こうなんのな。




　──勉強会を始めて小一時間が経過。

　その間、ずっと同じことをしていたわけでもなく、お嬢様とムギが俺達から離れて少し話してたり、俺とネイが雑談したり。帰って来たムギは何でか涙目だったけれど。

　そして今、テーブルに身体からだを投げ出して、猫耳少女は呻いていた。

「うぅ～……ネイィ……分かんないよぉ……」

「だーめ」

「…………ケチ！　バカっ！　意地悪っ！　もう、いいっ!!」

　獣耳少女がネイに捨すて台詞ぜりふを吐き、勢いよく立ち上がった。俺へ聞いてくる。

「ジャック、私、飲み物もの貰もらいに行くけど？」

「ん？　おお」

　お嬢様が止めてくる。

「こらっ！　勝手に行くんじゃないのっ。貴方は右腕を怪我して」

「ロードランドさん──ムギ、行ってきていいよ。僕は珈琲コーヒーがいいな」

「……ふんだっ！　しらないっ」

　ムギは顔を背け入り口へ。それを見るネイは一見、優しい笑み。

　が……俺の直感が告げている。あれは何かを企たくらんでいやがる奴やつの笑みだ。

　部屋を出る直前、ネイがお嬢様へ話しかけていた。「（束縛は程々に）」「（いいんですっ！　あの人は私の執事兼婚約者ですからっ！）」「（彼が!?　……なら、僕も全力で援護するよ）」。

　ネイの奴、変なこと教えたら後で殴る。ぜってぇ、殴る。

「ジャック～」

「お、おぅ！」

　ムギに呼ばれ、急ぐ。

　──あいつ、紅茶の茶葉、何が好きなんだろう？




「でねでね、ネイはそんな私をね、優しく褒めてくれたんだぁ♪」

「ああ、想像出来るわ」

　近くにある喫茶から飲み物と茶菓子を受け取った俺はムギと自習室へ戻り中。なお、無料。

　ネイとは幼おさな馴な染じみ。向かい合う小さな商店の息子と娘なんだそうだ。

　あいつは昔から優秀だったらしく、帝国魔術学院の入学も問題なく。片やムギは猛勉強。

　……良心の呵か責しやくが。

「で、ジャックは、お嬢様と、普段はどんな感じなの？」

「どんなって言われてもなぁ。四日前に会ったばっかだし」

「へっ？」

　前方を歩いていた、ムギがいきなり立ち止まった。あ、危ねぇっ。

　どうにか背中へ熱い珈琲をぶちまける前に停止。抗議。

「おい、いきなり止まるなよ」

「ねぇ、ジャックはエミリア・ロードランド侯爵令嬢と……お付き合い、してないの？」

「してねぇな」

「だ、だったら、ど、どうしてあんな風なの!?」

「あんな風？　まぁ話してみれば冷たい奴じゃねーし、むしろ面倒見は良い方だと思うぜ」

「……め、面倒見が良い、だけで説明出来ないと思うんだけど!?　……どっからどう見ても、溺愛だし。私の件が発端で巻き込んだのも、さっき滅め茶ちや苦く茶ちや、怒られたし。ちょー怖かった……」

　猫耳少女が突然、黙り込んだ。耳はぺったんこになり、尻尾も力なさげ。

「？　ムギ？」

「！　あ、うん。何でもないよー。そ、そっかぁ。でも、だったら何でそんなに仲良しなの？」

「仲良しじゃない。……一つだけ忠告出来るのは、だ。ネイと結婚しても、財布は握っとけ」

「！　けけけけ、結婚なんて！　わ、私達は、幼おさな馴な染じみなだけだよ!?」

「ほれ、行くぞー」

　その場で、身体をくねらせ始めた猫耳少女を追い越し、俺は再度歩き始めた。

　どうせなら、温かい物が飲ませたいしな。




「……では、じっくりと見せていただきますね。よろしくお願いします、ネイ先生？」

　自習室に戻ると、お嬢様が奇妙なことを口走っていた。

　ネイに目配せ。『おい、変なことを教えようとしてんじゃねぇだろうな？』

　奴は微笑を浮かべたまま答えず、幼馴染を呼ぶ。

「ムギ、お帰り。おいで」

「ネイ♪　──……ち、違うんだからねっ！　私はまだ怒ってるんだからねっ!!」

　猫耳少女は顔を明るくし、駆け寄ろうとする寸前で急停止。手足をばたつかせる。

　尻尾。尻尾の動き。あと、耳な。とても、怒ってるようには見えねーぞ。

　若干、呆あきれながらトレイをテーブルへ置き、紅茶を淹いれ始める。

　不機嫌そうなエミリアが俺に聞いてきた。

「……随分、遅かったですね」

「混んでたんだよ」

　ポット、カップにお湯を注ぐ。俺の左手をじっと見ながら、お嬢様は呟く。

「……ムギさんと一緒で、楽しかったですか？」

「ムギはいい奴だからなー。誰かさんと違って」

　猫耳少女が聞きつけた。

「ジャック！　ジャックもいい奴だよ！」

「おーあんがとな。そんな猫耳娘には、クッキーをやろう」

「やったー♪」

　お茶菓子用に貰もらってきたクッキーを渡すと、とても嬉うれしそうに、クルクル回り始めた。

　ネイを見て互いに頷うなずき合う。

「ふ……ジャック、君なら必ず分かってくれると信じていたよ」

「ネイ、俺も嫌いじゃない。むしろ、好きだ。獣耳、尻尾万歳」

「……お二人共？」

　隣からお嬢様の低い声。誤魔化すように作業。

　温めたポットに、茶葉を入れ、すぐに蓋をして蒸らす。

「自分で淹れるんで」と伝えたら、当然のようにお湯と茶葉を分けてくれた。この学院の常識が俺は怖い。その間に、俺達の分の飲み物とクッキーを配る。俺とネイは珈琲。ムギは氷入りの果実水。寒いのに元気なこって。

　ティーポットをスプーンで一混ぜ、カップへ紅茶を注ぐ。足すのはミルクを少しだけ。

　お嬢様の前へカップを置き椅子に座る。

「ほら、飲もうぜ。冷めちまう」

「うん、そうだね。ムギ、ジャック、ありがとう」

「どういたしまして♪」「いいって。おい？　どうした??」

「ロードランドさん」

　ぽ～、としているお嬢様へ、ネイがあからさまに片目を瞑つぶった。

　エミリアは、はっ、とした様子で頷き、少しだけ飲み、すぐに俺を見た。

「ジャック──……ミルクはもう少し多めがいいです」

「ん、そっか。ほい──こんなもんか？」

　ほんの少しだけ足す。お嬢様が再確認。

「はい、良いです」

「…………待った。ロードランドさん、こっちへ。ムギもおいで」

　三人が席を離れ窓際に寄り、内緒話。何だぁ？　お、この珈琲美味うまいな。

　ネイとムギがエミリアに詰め寄っている。

「（ロードランドさん、今のは素直に『ありがとう』って言う場面だよ!?）」

「（そうだよっ！　ジャック、紅茶の銘柄を選ぶの、すっごく悩んでたのにっ!?）」

「（わ、私の好みを把握しておくのは、ジャックなら当然なんです。先程、ネイさんには言いましたが、あの人は私の執事なんですから！）」

　眼鏡男子生徒と猫耳少女が俺を見た。視線をお嬢様へ戻す。……室内でも少し寒いな。

「「（…………ジャック、可哀かわい想そう…………）」」

「（!?）」

「（喜んでほしくて紅茶を選び、わざわざ、目の前で淹れたのにねぇ……）」

「（あいつ、すっごくいい奴なのに。ほら見て？　悲しくて震えてる……）」

「（！　そ、そんな……わ、私だって、本当は凄すごく嬉しくて……）」

「「（なら──素直に伝えないとね♪）」」

「（うぅぅぅ）」

　俺はクッキーを齧かじる。極めて美味。今度、御お屋や敷しきの調理場を借りられるなら、焼いてみるか。

　──お嬢様がこちらへ歩いて来た。

「ジャック……えっと、その、あの……えっと……」

「??　ああ、クッキー食べたいのか。ほいよっと」

「ち、違──……」

　一枚摘つまみ、エミリアに食べさせる。

「美味いか？」

　こくこく、と頷いた。
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「そっか。ほら、早く座って飲めよ。冷めちまう」

　隣の椅子へ、ちょこんと着席。変な奴。ま、こいつ好みの分量は覚えた。

　ネイとムギが天を仰いでいる。

「ジャック」「間違ってはいないけど」

「「少しは加減してっ！」」

　……さっきから変な奴やつ等らだ。お嬢様も無言で俺の左袖を引っ張ってるし。

　俺は、もう一枚クッキーを取ると、エミリアへの給餌を再開した。




「……うん、このままじゃ、埒らちが明かないね。そろそろ再開しよう」

　お嬢様に二杯目の紅茶を淹れ、クッキーを食べさせているとネイが苦笑しながら声をかけてきた。確かに、大分長い休憩だ。

　半分だけ食わせたクッキーを自分の口に放り込む。

「！　え、あ、う、し、しょの……」

　エミリアがわたわた。ネイとムギが何ともいえない表情に。

　硬直しているお嬢様の顔を覗のぞき込む。

「おーい、どうかしたかー？」

「…………」

　エミリアは俯うつむき首筋まで真っ赤。膝上に両拳を置き、身体からだを細かく震わせている。

　俺はここぞ、とばかりに悪口。

「おーい、乱暴巨大女～。虐いじめっ子なエミリア・ロードランド～」

　ゴゴゴ、という効果音の幻聴。お嬢様が顔を上げた。

「…………だ・れ・が、乱暴巨大女ですか？　チビなくせにっ！」

「ち、ちげーしっ。成長期はこれからだしっ！」

「へー。ふーん。そうなんですねー。人にん参じんが嫌いで、雷も苦手なジャック・アークライト君？」

　どうして、それを、知って、いる!?　また、親おや父じか？　親父なのか!?

　両肘をついて動揺中の俺を見ているお嬢様が催促。

「さ、早くやってみせてください。ビシバシ、指摘を──」

「あ、少し待ってね。ロードランドさん」

　ネイが呼び止め、少し離れた場所でひそひそ話。

　猫耳少女が、逃走を画策している。

「……今の内なら、逃げられるかも？　う～でもでも、そしたら、ネイに怒られるし……」

　あれで、ネイは案外と厳しい。諦めた方がいいと思うが。

「（いいかい？　これからだよ。僕が実演してみせるから、参考にしてみてほしい）」

「（……分かりました。ネイ先生のお手並みを拝見しましょう）」

　お嬢様が両拳を握りしめ、頷いている。多分、碌ろくでもないことを──ムギが逃走準備中。

　長身眼鏡男子が、猫耳娘を呼んだ。

「ムギ」

「！　ネ、ネイ。あ、あのねっ。私にはやっぱり、特進組の難しいお勉強は」

「大丈夫」

　頭に優しく手が置かれた。膝を屈かがめ、励ます。

「ムギなら出来るよ。絶対に出来る。頑張ろうよ、ね？」

「う～……だ、だけど、さ……」

「これは、僕の我わが儘ままなんだけど……ムギとクラスでも一緒に過ごしたいんだ」

「[image: ]　──うん、分かったっ！　私、頑張るねっ!!」

　……俺は何を見せつけられているんだろうか。

　ネイがこちらを見て片目を瞑った。

　その先には──椅子に座りながら激しく首を上下させているお嬢様。右拳を握りしめている。

　俺は何とも言えない気分になりながら練習を再開。早速、左手の魔力が四散。

　すっ、と細い手が伸びて来た。柔らかい手の感触。優しく握りしめられる。

「お、おい」「黙って」

　俺の魔力とお嬢様の魔力が、合わさっていき感覚が鋭敏に。

《短剣》がはっきりと分かる。

　……いや、マジか。自分と他人の魔力の一体化は超絶高等技術。純粋に凄い。

　というか、ほぼ俺と同じ魔力のような??

　俺が不思議に思っていると、お嬢様は得意満面。

「ふっふーん♪」

　釈然とはしないが助かった。なのに、ネイ達は頭を抱えている。

「ロードランドさん、凄い。本当に凄い。でも違う、違うんだっ！　そうじゃないっ」

「凄いよ。ほんと、凄いんだけど……違うのっ」

　……反応に困る。エミリアが顔を覗き込んできた。

「どうですか？　掴つかめましたか？」

「分かったような……分からんような……ありがとよ。頑張ってみるわ」

　手を放そうと──放してくれない。

　お嬢様は頬ほおを上気させ魔力が活発化。髪が浮き上がっている。うん？

「で、出来るまでやります。覚悟してくださいっ！　その後、風魔法です!!」

　──結局、その日、俺は魔力切れになるまで特訓させられた。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいな俺。どんどん上機嫌になるお嬢様。俺達を放置し、ムギへ勉強を教え続けるネイ。これ、明日以降もずっと続くそうだ。

　……実家に、田舎に帰りたい。




　　　　＊




　放課後の勉強会が始まって二週間後、ロードランド侯爵の御屋敷。

　ようやく右腕の包帯が取れた俺は、自室で真新しい服に袖を通していた。

　──そう、遂ついに完成した執事服だ。

　魔導学院の制服よりは似合っている、と思う。

　何時いつもだったら間髪入れず、俺をからかいにやって来るエミリアは不在。

　朝から、父親であるロードランド侯爵と一緒に礼装にコート姿で、小雪が舞う中出かけていった。上級貴族にでも会いに行ったのだろう。……二人共、怖い笑顔だった。

　出かける際、お嬢様は俺に指を突き付け、こう勧告。

『私がいないからって、無理無む茶ちやしないこと！　執事服は、私が帰って来てからっ！』

　ふっふっふっ……悪いが治った以上、仕事はする！　意気揚々と黒髪メイド長の元へ。

　途中、廊下を歩いていると、メイドさん達が「ジャック君、もう右腕は大丈夫なんですか？」「執事服、可愛かわいい……」「私達と後でお茶を飲みましょうね♪」「気を付けてね★」いい人達なのは分かる。だけど、可愛いはなぁ……。

　──目的地にはすぐ辿たどり着いた。隣のエミリアの部屋だ。

　少し緊張しながら、ノックすると「どうぞ」という静かな声。

「失礼します」

　中では、ロードランド侯爵家メイド長のカエデさんが待っていた。本日も綺き麗れいだ。

　俺は深々と頭を下げる。

「今日はありがとうございます。我わが儘ままを聞いてくださって」

「いいえ。御お嬢じよう様さまの為ために、こっそりお菓子の好みを教えてほしい、というのは、好ましい話でございます。執事服もお似合いです。……ですが！」

　カエデさんが目を見開き、手に持つ箒ほうきを俺に突き付けた。

「私はエミリア御嬢様、そして、妹様のリリア御嬢様、ルリア御嬢様のお世話をずっとして参りました。そう、易やす々やすとその座を渡すつもりはございませんっ！」

「あいつ、妹さんがいるんですね」

「そうなの♪　ジャック君に負けないくらい、とても愛らしい双子の天使様で……は、話を逸そらすとは卑ひ怯きようなっ！」

「それで、何をすれば俺に教えてくれますか？」

　延々と続きそうなので、話をぶった切る。

　カエデさんは『まだ続くのに……』と少し不満そうな表情になったものの、仕事の出来るメイド長の顔になり、俺へ宣告した。

「簡単でございます。今より、貴方あなた様には御嬢様の部屋を掃除していただきます。それで私を満足させられれば良し。もしも、駄目だった場合は」

「ば、場合は」

「エミリア御嬢様へ、本日、部屋の掃除をしましたのはジャック様です、とお伝えを致します。さすれば……ふふ……好感度が下がることは必定！」

「カ、カエデさん、……好感度の前に俺の生命の危機がですね……」

「おや、降りるのですか？　エミリア御嬢様専属執事たる貴方様の言とは到底思えませぬ」

　黒髪美女がせせら笑う。このメイド長、真面目そうなのにノリノリである。

　断っておくけれども、カエデさんは俺が『あいつのいない時に、あいつの好きなお菓子とか料理とか、他の仕事も教えてくれませんか？』とこっそり頼んだら『優しいジャック君なら、そう言うと思っていたので、準備はしてあります』と、とても喜んでくれた。

　そんなことを考えていると、カエデさんが箒を渡してきた。

　怪我をしていた右手で受け取ると、黒髪メイド長が人差し指を立てて注意。

「ジャック君。無理無茶はいけません。めっ、です。痛くありませんでしたか？」

「あ、はい。大丈夫です。ありがとうございます」

　お嬢様もだけど基本的にこのメイド長さんも過保護だと思う。

　カエデさんの号令。

「では、始めてくださいませ。一点だけ。家探しは厳禁でございます★」

　いや、そんな『しますよね？　してくれますよね？　何か見つけてくれますよねっ！　お姉ちゃんである私の期待に応えて♪』と、瞳で訴えられても。

　──暫しばし黙々と掃除をする。

　懐かしい。田舎だと料理、洗濯、掃除、裁縫……内向き仕事担当全ては俺だった。

　その間、メイド長と仕事を終えたメイドさん達が次々に集結し、見学中。

　メイドさん達が口々に褒めて？　くれる。

「ジ、ジャック君、中々やりますね」「床、にも窓枠にも埃ほこり一つないんだけど……魔法、使ってないでこれ!?」「掃除をする執事さん。悪くない……」「エミリア御嬢様が放さないのも分かりますね～」少しばかり、嬉うれしい。

　ベッド脇の文ふ箱ばこが置かれた台の下を掃くと、何かが引っ掛かった。手を伸ばし、取る。

　──くしゃくしゃに丸められた封筒だ。後ろの紋章は『大鍋に星』。

　中身は見ず文箱の脇へ。カエデさんが、ちらり、と確認し、小さく頷うなずかれた。

　それよりも、だ……俺は文箱の上に置かれているある物体から目を逸らす。

「カ、カエデさん、掃除、終わりましたけど」

「ジャック様、御お見み事ごとでございます。このカエデ、貴方様のエミリア御嬢様への想おもいの深さを見誤っていたようですね。……ちょっと、悔しいです。ところで、そこにある赤い紐ひもは？」

「置いてありますし、触らない方が良いですよ。さぁ、あいつの好きなお菓子をですね」

「ジャック様ぁ？　見て見ぬ振りは殿方のなさることではありませんよ？　ふふ」

　黒髪メイド長さんが俺の頬ほっぺたを楽しそうに人差し指で突つついた。

　メイドさん達が口々に文句。「メイド長、ズルいです」「でも、エミリア御嬢様はいないしぃ」「私達も愛めでても？」「ジャック君に着せたい服があってですね★」途中から話の流れがねじ曲がる。

　メイドさん達が目を妖しく光らせ、手をわきわき。こ、これは姉貴が俺で遊ぶ時と同じ！

　──突如、部屋の扉が凄すごい音を立てて開いた。

　入って来たのは息を切らし憤ふん怒ぬの表情をした美少女。エミリア・ロードランドだ。

　ぐるり、と室内を見渡し唸うなる。

「あ～な～た～たちぃぃぃぃ…………」

　遊んでいたメイドさん達が、さっと散り、残ったのは俺とカエデさん。

　お嬢様が肩を怒らせ、俺に大股で近付いて来た。余裕がない口調。

「ジャック！　私は貴方に言いましたよね？　執事服を着るのは、私が帰ってきてから」

「おかえり。ほい、コート、脱げよ」

「あ……ただいまです」

　コートを受け取り掛けた後、ハンカチでエミリアの髪についている小雪を払う。

「外、寒かったか？　温かい紅茶飲むか？」

「…………飲みます」

「準備はお任せください」

　黒髪メイド長さんの姿が掻かき消えた。き、綺麗な逃げ方だなぁ。

　部屋に残されたのは俺と、こっちを見ているお嬢様。不満気。

「……どうして執事服着たの？　それと」

　ずいっ、と詰め寄ってきた。少し化粧をしている。

「仕事してたでしょ？　悪い執事っ。……右腕、治ったばかりなのに無理しちゃダメ！　あと、カエデと二人きりも禁止！　何よっ！　やっぱり年上がいいわけっ!?　わ、私だって年上なんだからねっ！」

「何の話だよっ！　……俺はお前の執事だろ？　給金貰もらう以上、仕事はするって」

「むぅ～！」

　理解は出来る。けれど、納得は出来ない、といった感じでむくれるお嬢様。

　背中越しにベッド脇の文箱が目に入った。その上には……。

　エミリアは俺のほんの僅かな動きに目め敏ざとく反応。ちらり、と後ろを見ると、俺を呼ぶ。

「……ジャック」

「ゆ、床に落ちてたんだよ。当たり前だけど、中身は読んでねぇ！」

「違う。私が言っているのはこっち」

　お嬢様が指し示した。

　文箱上に置かれていた物──精緻な刺し繍しゆうが施されている赤い紐が浮かびあがり、俺達の間へ。風魔法ってこんなことも出来るのか。

　エミリアは赤い紐を手に取り、優しく微笑ほほえんだ。

「さ、左手を出して★」

　眉間を押さえつつ、質問する。

「……あえて、あえて、聞くぞ。何をする気だ？」

「え？　繋つなぐのよ。私と手を」

「うん、何を言ってるのか分からない。理由は？」

　更に詰め寄ってきた。背丈の差が、はっきりと分かる。

　俺の葛藤に気づかず、エミリアは続けた。

「貴方危なっかしいんだもの。学内は仕方ないけど、屋敷内では私と一緒に──……監督していないといけないから。これは、必要措置。そう！　必要措置なのよっ！」

「お前、実はバカなのかなっ!?」

「バ、バカとはなによっ！」

　ぎゃーぎゃー、言い合っているとカエデさんとメイドさん達が、二台の台車を押しつつ戻ってきた。一台には、紅茶を淹いれる一式。もう一台には鉄板が載っている。

　黒髪メイド長さんが、我わが儘ままお嬢様へ話しかけた。

「エミリア御嬢様、ジャック様が内緒でお仕事をなさったのは、御嬢様の好きなお菓子を」

「あーあーあーあー。カ、カエデさん！　俺が紅茶淹れますよ！　ありがとうございました」

　大声を出し、メイド長の声を遮る。……バレてないよな？

「……むふ」

　俺は何も聞いてない。聞いてないったら、聞いてない。

　無心で紅茶の準備を始めるべく台車へ近付くと、エミリアが俺の左腕を取った。メイドさん達がいるので、口調が丁寧に。

「お、おい」

「私の好きなお菓子はクレープです。中身はお好みで♪」

「……はい」

　言わずもがなだが、紅茶を淹れた後はクレープを焼いた。エミリアだけでなく、カエデさんと、集まって来たメイドさん達の分も。簡単な物なのに随分と誉ほめてくれた。

　……今度はケーキでも焼くか。
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　何だかんだ俺がこの学院に来て、早一ヶ月経たった。いよいよ決闘の日だ。

　この一ヶ月、放課後、毎日のように付き合ってくれた二人の友人──眼鏡長身男子のネイと、猫耳なムギが最後の励まし？　をくれる。

「大丈夫だよ、ジャック。君ならやれるさ。危なくなったら、ロードランドさんから負けた際に受けるだろう可愛がりを思い浮かべるんだ」

「エミリアに、始まる直前にこう言ってもらえばいいよ。『ジャック！　勝ちなさい！』って。御主人様の命令は絶対だもん。勝てるよ。私もネイに言われたら、頑張るし！」

「お前まえ等ら、呪われちまえ！」

　あんまりな友人達の発言に、呪じゆ詛その言葉を放つ。

「それじゃ後で」「頑張ってね！」

「おう！」

　ネイとムギが応援席に戻って行った。……緊張を解ほぐしてくれたんだろう。いい奴やつ等らだ。

　残ったのは俺と、沈黙している俺の許嫁いいなずけであるエミリア・ロードランドだけ。

　にしても、だ。

「……何でこんなことになってんだよ？」

　俺が今いるのは学院の実技場。その待機場所に指定された廊下。

　外からは放送部の連中による煽あおり。それに呼応するように大歓声が聞こえてくる。

　……先へ進みたくないんだが。どうして、学院全体参加のお祭りに変貌してるんだ？

　本来、立ち会うのは学院長とお嬢様だけの筈はず──放送部の実況が聞こえてくる。

『皆様、お待たせいたしましたっ！　一ヶ月前、学院編入初日に昨今では珍しい決闘沙汰を起こし、『学院の女神』エミリア・ロードランドさんのわんことして、一部で人気急上昇中のジャック・アークライト君に入場してもらいましょう！』

　……紹介の仕方がおかしい。傍そばにいる少女をちらり。

　俺はこいつの執事で、それで。

「何よ？　そんなに頬ほおを膨らませて」

「……べっつにぃ。んじゃ、行って来るわ」

　何となくむしゃくしゃして、ぶっきらぼうに返し実技場へ歩きだす。

　すると、お嬢様も隣へ。

「……お前も観客席へ行けよ」

「嫌」

「……別に引率されなくても、行けるって。ほ、ほらっ。とっとと行けよ」

「ダメ。私には理解出来ないけれど、貴方あなた、最近人気があるらしいし？　誰かに攫さらわれるかもしれないじゃない！　だから、私と一緒に行くの。分かった？　分かったら、返事っ！」

「はぁ？　何だそれ??」

　こいつの行動基準は未いまだに訳わかんねぇな。

　ま、昔と同じ……昔？　昔って何だ??

　俺とお嬢様は、侯爵の部屋で会ったのが初めて──考え込んでいると綺き麗れいな顔が目の前に広がる。

「──大丈夫よ」

　とても自然に抱きしめられた。凄い落ち着──……ジャック。最近のお前はおかしいぞ？

　野生のお前を呼び覚ませっ！　呼び覚ますの──優しく囁ささやかれる。

「大丈夫。あんなに一生懸命練習したんだから！　絶対に勝てるわ。私は貴方を──信じてないけど、貴方を教えた私を信じているから！」

「……おぃ」

「ふふ♪　──ジャック」

「ん？」

「──勝って」

「──あいよ」




　実技場へ出ていくと大歓声。円形の観客席には物好きな生徒達。ほぼ満員って……。

　丸い石製の舞台上には学院長と相変わらず金ぴかボタンな貴族。

　再度、大歓声。思わず身体からだが、びくっ、と震える。大きな音は嫌いだ。

　くすくす、笑いつつお嬢様が、手を差し出してきた。

「はい、どーぞ」

「い、いらねぇ」

「はいはい♪」

　あっさりと手を握られる。歓声と歯は軋ぎしり。

　こいつ、上機嫌になると歯止めが利かねぇんだよな。将来、気を付け──……。

　思いっきり首を横に振る。お、お、俺は今、な、何を、何をっ!?

「？　ジャック、頬が真っ赤ですよ？　も、もしかして、熱がっ!?」

「ち、違っ」

「動かないでください！」

　人前なのに、エミリアが俺の額と自分の額とを合わせた。黄色い歓声と、怨えん嗟さの呻うめき。

「……やっぱり、熱いです。学院長、病気の場合は延期を認めてくださいますね？」

　呆あきれ顔の学院長が咳せき払ばらいし、質問してきた。

「──うっほんっ。アークライト君。体調に問題はないのだね??」

「も、問題ないです」「ジャック！　待て、です！」

「ならば、付き添いのロードランド君は下がるように」

「学院長！」

　食い下がろうとするお嬢様に学院長が何事かを囁く。「（男が好いた女の為ために戦おうというのだぞ？）」「（す、す、す……危ない場合は介入しますので）」

　何やら誤解が発生したような？

「ジャック……危なかったら、すぐに呼んでくださいね？　私が貴方に代わって！」

「そもそもの決闘理由まで持っていくなっ！　……ほれ、行けよ」

　名残惜しそうにお嬢様が観客席最前列へ。ネイとムギ、クラスメイト達や、セラ先生もいる。カエデさんやメイドさん達が大旗を振っているのは見なかったことにしよう。

　学院長が俺達へ声をかける。

「では──始めるとしようか。今は昔と違い、生きるか死ぬか、が許される時代ではない。今回の決闘は私が止めるまでとする。いいかね？」

「はっ！」「あー気絶とかってことで？」

「私の匙さじ加か減げんだ。なお、真剣等、殺傷力の高い武器、魔法を使うのは禁止。具体的には、中級以上の魔法と魔法剣は禁止とする。──両者、下がりたまえ！」

　ジーキスと相対し、距離をとる。

　おーおー、湯気が出てらぁ。でも、こいつは強い。以前の俺なら勝てなかっただろう。

　でも──エミリアと視線が交錯。ん、まぁ、大船に乗ったつもりでいろよ。

　学院長の大きな声が響いた、

「──始めっ！」




　　　　＊




　開始と同時に俺は駆けだした。とっとと終わらせないと負け確定。

　何せ、向こうは遠距離魔術も使えるのだ。

　俺の行動に、ジーキスは剣を構えた。あれ？　てっきり、魔術を乱射してくるもんだと。

「この駄犬がっ！　麗しきエミリア・ロードランド侯爵令嬢に何をしたっ!!　この私、誇り高きエドモンド・ジーキスが、お前をこの剣で打ち倒し、姫の目を覚まさせ」

「くっちゃべってるところ悪いが」

　接近し思いっきり金ぴかボタン貴族の右足を蹴り上げる。ジーキスが顔を歪ゆがめる。

「っ[image: ]　き、貴様ぁぁぁ」

　振り下ろされた模擬剣を右手の《翼の短剣》で受け止め、左手の短剣で模擬剣を叩たたき折る。

「なっ!?」

　ジーキスが驚きよう愕がくの呻きを発した。その隙に、右拳を思いっきり顔面に叩きつける。

　頬にめり込む拳の感触。うへぇ。

「ひでぶっ！」

　変な声を出し、ジーキスが吹っ飛び、倒れた。

　紫髪を二つ結びにしている実況少女の大絶叫。

『おっとぉぉぉぉぉぉ！！！！！！！　ジーキス生徒、呆あつ気けなく喰らってしまいましたぁぁ！！！！！！！　まさか、まさか、これで終わってしまうのかっ！！！？』

　観客席の最前列で、ネイとムギ、クラスの連中も歓声をあげている。

　──お嬢様が視界に入った。

　心配そうに両手で欄干を握りしめ、隣のカエデさんも手を組み、祈っている。

　審判役の学院長が口を開いた。

「随分と修練を重ねたようだな。この勝負、ジャック・アークライトの勝」

「…………お、お待ちを……わ、私は負けて、おりませんっ」

　むくり、と頬を赤く腫らしたジーキスが起き上がった。

　相当、強く殴ったつもりだったんだけどな。学院長が俺を見てきた。頷うなずく。

「ふむ……ならば、続行だ」

　観客席から歓声。「いいぞ、金ぴかボタン!!」「やれ、やっちまえっ！　俺達の女神を奪った憎き駄犬に天てん誅ちゆうをっ！」「根性みせやがれっ！　あんなチビに負けるなっ！」

　冤えん罪ざいが混じっていやがる。あと、チビって言った奴は後で殴る。

　半ばから折れた模擬剣を構えたジーキスと再度相対。

「あー……もう、降参してくれてもいいんだぜ？」

「黙れっ！　最も早はや、後には退ひけぬっ。ここで貴様に負ければ、私は学院から放逐されてしまうだろう……。私は、こんなところでつまずいてなどいられないのだっ!!」

　小首を傾かしげ、素直に問う。

「……元はと言えば、お前がムギに難癖つけたからだろ？」

「う、うるさいっ！　貴様如きが、女神にも勝る美貌を持つエミリア・ロードランド侯爵令嬢の傍にいるなど……許されぬっ。あの御お方かたには、私のような美男子こそが」

「ぶふっ」

　思わず噴き出す。じ、自分を美男子って……だ、ダメだ……は、腹が、腹が……。

　お嬢様へ目め配くばせ。『良かったな。女神にも勝る美貌だってよ』

　エミリアは『綺麗な女の子が、御主人様で良かったわね？』

　実況少女が目め敏ざとく、俺達の様子を把握し煽ってくる。

『おっとぉ！　アークライト選手とロードランドさんが、目だけで会話をしている模様ですっ！　ちっ。いちゃつきたいなら、他所よそでやれっ、他所でっ！　二人だけの世界っていうやつですか？　ジーキス選手はどうして、この隙をつかないのでしょうかねぇぇぇぇ！』

　強い私怨を感じる。実況の公平性とは。

　ジーキスが憤ふん怒ぬの表情で土魔術を展開。数十の石弾が生み出された。顔が引き攣つる。

　学院長へ確認。無慈悲に首肯。

「ありだ。初級魔術だからな」

　勝ち誇ったように少年が叫ぶ。

「貴様が鍛錬してきたことは認めよう。しかし、遠距離魔術で削れば、問題はない！」

「さっき、剣で云うん々ぬんって……」

「だ、黙れぇぇぇ[image: ]」

　次々と石弾が迫ってくる。足に練習してきた風属性の補助魔法を発動。《翼の短剣》の効果と合わさって身体が軽くなる。左右で出せるようになって気付いたんだが、短剣には少しだけ身体能力を向上させる効果もあったらしい。

　駆けまわり、躱かわす、躱す、躱す。ジーキスは焦りの色を濃くしていく。

「ど、どうして当たらぬっ！　姫を惑わす駄犬は私に誅ちゆうされて然しかるべきな筈はずっ[image: ]」

「妄想のし過ぎだ、よっと！」

　石弾の弾幕を突破。間合いを詰め、右手を構える。

「と、見せかけて、どーん」

　左足で思いっきり模擬剣ごと蹴り飛ばす！　手応えあり！

「がはっ！」

　ジーキスは実技場の外れまで吹っ飛び、倒れた。

　お嬢様を見ると今にも泣きそうだ。さてと、これで──寒気。

「もういい……お前は死ねっ[image: ]」

　立ち上がったジーキスの手には折れた模擬剣。剣身が無数の石片で再生していく。

　いけね、魔法剣だ。学院長が介入する前にジーキスは俺との間合いを詰め、剣を横薙なぎ。双短剣で受ける。

「っ！」

　大きく弾はじかれた。何度もは受けられないだろう。学院長が叫び、制止する。

「ジーキス君、止めたまえっ！　君の反則負けだ！」

「黙れっ！　退学にでも何でも、すれば良いっ！　だが、この男だけは私の手でっ[image: ]」

　ジーキスが魔法剣を闘技場に突き刺した。石の槍やり衾ぶすまが俺に迫って来る。土属性中級魔法！

「幾ら何でもやり過ぎだろうが!?」

　双短剣を構え、足へ風魔法を回す。

　全部、躱して──感じたのはとんでもない暴風。

　白はく翠すいの《楯たて》が俺を守るよう布陣。圧倒的な魔力だ。衝突した槍が粉々に砕けた。

　目の前では、理解不能、という表情のジーキスが空中高く跳ね飛ばされ、落下。鈍い音。

　俺自身も状況についていけないでいると、突然誰かに思いっきり抱きしめられた。

「ジャック！　怪け我がは、怪我はないっ!?」

　普段の姿をかなぐり捨てた涙目のエミリアがあたふた。後方ではカエデさんがメイドさん達に羽交い絞めにされているのが見えた。

　少し遅れて観客席から大歓声と、怨嗟の呻き。

『な、あ、そ、そういうのを人前でするのは……良くない……と……うぅぅぅぅ……』

　実況者は心が折れちまったらしい。罪悪感。

　けれど、お嬢様はそれどころじゃない。今にも、飛ひ翔しよう魔法で飛び立ちそうだ。

　怪我はないんだが……手を優しく握られる。「ジャック、お願い」

　──その後、俺とエミリアは学院長の制止も聞かず、医務室へ飛び立った。

　同い年の女の子に、三回も運ばれた男ってのも、そうはいねぇだろうよ……。




　　　　＊




「つまりだ、一対一の決闘の邪魔をした、と？」

　屋敷に帰ると、ロードランド侯爵は俺達をすぐさま呼び出した。

　そんなに時間はたってないのに情報がもう伝わっている、か。カエデさんやメイドの人達も来ていたし……最悪、俺がどうやって助けられたのかも。

　い、いや、幾ら何でもそんな些さ事じを侯爵自ら聞いている筈は……

「しかも、ジャック君を所謂いわゆる、御お姫ひめ様抱っこをして攫さらったと聞いた。エミリア？」

「緊急事態だったのです。一刻も早く医務室へ運ぶ必要性がありましたので」

「ふむ……一理ある」

　ねぇよっ[image: ]　怪我してなかったろうが[image: ]　……と、心中で怒鳴る。

　明日学院へ行くのが怖い……。

　侯爵が続けられる。

「だが、横よこ槍やりを入れたのは誉ほめられた行為ではない。学院側とも話すが、私としては手打ちとしたい。ジーキス子爵の長子は数ヶ月停学といったところだろう。それで良いかね？」

「……俺は別に構わないです。ただ、エミリアの処罰はお許しを。あくまでも、これは俺とあいつとの決闘ですし、喧けん嘩か両成敗なら、っとぉ！」

　思いっきり左足を踏み抜かれそうになった。

　隣を見ると……頬ほおを大きく膨らませたエミリア。頬を掻かき、告げる。

「いやまぁ、その、なんだ。俺は」

「……男だから、とか言ったら殴ります」

　頭を深々と下げる。

「……エミリア、頼む」

「っ！　そうやって、大事な時だけ私を除のけ者ものに！」

「──うっほん」

「「！」」

　侯爵が楽しそうな笑みを浮かべながら咳せき払ばらい。

　俺達は顔を見合わせ、慌てて横を向く。……阿あ呆ほうか、俺は。

「大丈夫。悪いようにはせんよ。信じてくれ。……話を変えよう。借金の件だがね」

　恐る恐る、俺は質問をする。

「…………親おや父じは多少借金を返しましたでしょうか？」

　ロドリック様は満面の笑み。身体からだが勝手に震えてくる。

「いいや。一枚の銅貨も返してもらっていないな」

　……あの馬鹿親父。帰ったら熊用の罠わなにはめてくれる。

「すいません！　か、返しますっ。どうにか、こうにかして返しますっ。で、ですが、今は」

「君に今すぐ返せ、などとは言わぬよ。エミリア、落ち着きなさい」

　お嬢様が俺を守るように後方から頭を抱きしめている。

　侯爵が重厚な執務机の上で腕を組み、説明し始めた。

「君の父君に何度か連絡を取ったのだが、のらりくらり。銅貨一枚の返済もなく、管財人を送れば行方知れず。ふふ、ふふふ、ふふふ……私は、数多くの貴族へお金を貸してきたけれど、ここまで手て強ごわい相手はいなかった……」

「す、すいません。ほ、ほんとっ、すいませんっ！」

　親父……もう熊用の罠じゃ足らねぇぞ。とっておきの火吹き大おお蜥蜴とかげ用を使う時は今！

　俺が決意を固めていると、侯爵が両手を軽く挙げた。

「このままでは埒らちが明かなくてね、先日、君の兄君達へ遣いを出し、事情を説明した」

「！　兄貴達に!?」

「とても心配していたようだ。自分達に出来ることがあるなら何でもする、ともな」

　小さい頃、姉貴の暴虐から俺を守ろうとしてくれた二人の兄貴。すぐに蹴散らされていたけれど、俺はその勇姿を未いまだに覚えている。嗚呼ああ、頼るべきは肉親の情！

「だが、君の執事日記を渡したところ」

「待って!?　今、不穏な単語が！」

　俺が抗議の声をあげると、後方のエミリアが淡々と文句。

「動かないでください、撫なでにくいです。執事はどんな難局でも、御主人様第一であることを忘れてはいけません。教育不足ですね。頑張らないと」

　お嬢様は左手で俺の頭を抱えながら、右拳を握りしめた。……無力感。

　侯爵がにこやかに宣告してきた。

「二人共、こう返答をくれた。『弟が幸せであるならば、我われ等らに出来ることはありません。結婚式には必ず呼ぶように』とな。一言一句同じ台詞せりふだったようだ」

　そ、そんな。しかも、け、結婚式って──……。後方から、勝ち誇ったような声。

「むふぅ～。あらあら、耳が真っ赤ですねぇ～。どうしたんですかぁ～？」

「う、ぐっ……お、お前なぁ」

「はいはい。想像力豊かですね～♪　でも、私、背が低い旦那様は、ね？」

　こ、こいつ……必ずや抜く。公衆の面前で御姫様抱っこされる屈辱、味わわせてくれるっ！

　俺が決意を固めていると、侯爵が話を続けた。

「兄君へ連絡した後、姉君にもお伝えしようとしたのだが、魔獣の討伐中のようでね。詳細内容を紙面にし、依頼主に託しておいた。その結果、先程、これが君宛に届いた」

「姉貴から？」

　封筒を受け取る。……重い。紙なんだが、重い。そして、分厚い。

　エミリアが肩越しに覗のぞき込んでくる。

「開けないんですか？」

「あー……内容はとても見せられない。身内の恥的な意味で」

「よし、今すぐここで開けましょう。そうしましょう」

「俺の話を聞いてたのか、お前は！　……あ！　あれはなんだー！」

「え？」

　侯爵後方の窓を指差すと、エミリアが反応。俺は侯爵へ頭を下げ、部屋から逃走。

　遅れて後方より追いかけてくる者あり。逃げ切る。今日だけは逃げ切ってみせる。

　これには男の尊厳が懸かっているのだ！

　──逃走劇は、お嬢様の「ジャック、待て！」に反応し、速度を緩めてしまい、次いでカエデさんの『……ジャック様、廊下を走ってはいけません！　……結婚式なんて、まだ早いです』という何時いつになく厳しいお叱りで、完全に足を止めた俺が捕縛され終わりを告げた。

　汚い。俺の許嫁いいなずけは汚い。安定の汚さ。

　にしても、カエデさん、どうして、あんなに怒っていたんだろうか？

　手紙の内容は九割が俺への心配。残り一割は……親父、今すぐ逃げろ。

　あの人は内臓売る→外げ法ほうで再生→もう一度内臓売る→の永久循環を本気でやりかねん。

　手紙の最後の一文。

『大丈夫！　お姉ちゃんがどうにかするわ！　待っててね、私の可愛かわいいジャック☆』

　これをお嬢様と一緒に読む羽目になった俺の気持ちを是非とも察してほしい。

　その日の夜は寝る直前まで『可愛いジャック』を連呼されたんだからな……。







第四章




「……撒まいた、か。ふぅ」




　週末の三連休初日。俺は、ロードランド侯爵家屋敷の片隅で息を吐いた。

　……ったく。あいつ等の体力は無尽蔵かよ。

　今後の逃走方針を考えていると、嬉うれしそうな幼女の声。

「あ～！　いたぁ！　ルリア、ジャックいたよぉ！」「リ、リリア、待ってよぉ」

　腰までに達する長い栗くり色いろの髪をした幼女達が駆け寄って来る。

　二人共、同じ容姿で年齢は確か六歳と言っていた。天使のように可愛い。

　もう見つかったか。だが、しかし！　この距離なら逃げ切ることは容易たやすい!!

「ひゃん」「！　ルリア！」

　後ろを走っていた青色のリボンを前髪に幾つか付けている幼女が転んだ。すぐに起き上がるも目には大粒の涙。

　頭を掻きつつ近寄っていき──……踵きびすを返し、走り出す。

　転んだと思った少女の身体は空中に浮かんでいた。涙も水魔法で水滴を作っていやがる。

　き、汚い。汚過ぎる。あいつの妹達なだけあって、可愛くてもやることがえげつない。

「む～！」「バ、バレちゃった！」

　もう少しで階段だ。ここを逃げ切れば……その時、幼女達が声を合わせて叫んだ。

「「ジャック！　待てっ!!」」「！」

　思わず身体が急停止。しまっ！　すぐさま双子が背中に抱き着いてきた。執事服を器用によじ登ってくる。幼児特有のミルクの匂い。嬉しそうに宣言。

「私達の」「か、勝ちですっ」

「うぐぐぐ……」

「さー、ジャック」「お部屋へごー、ですっ」

「…………お嬢様方の仰せのままに」

　ガクリ、と項うな垂だれ歩あるき出す。

　どうして、俺がこんなことをしているかって言うと……。
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「はっ？　子守り、ですか??　俺が??」

　週末の朝、侯爵に呼ばれた俺は面食らっていた。

　部屋には、侯爵の執務机に隠れながら、俺を窺うかがう見慣れぬ幼女が二人。歳は五～六歳だろう。顔もそっくりなので双子なのかもしれない。

　一人は興味津々で俺を見つめ、もう一人は机に隠れながらも、気になるらしく、おずおずと様子を窺っている。……この顔、どっかで。

　侯爵が紹介してくれる。

「この子達は私の娘達だ。さ、二人共、出て来て名前を言ってごらん」

「「は～い」」

　淡い赤と青のドレスを着ている幼女が俺の前に出て来て、ちょこん、と頭を下げた。

「リリア・ロードランドです！」「ル、ルリア・ロードランド、です」

「あ、ジャック・アークライトです」

「「！　お名前、知ってる～♪」」

　双子はきゃっきゃっ、とはしゃぎ、俺の両足へしがみついた。

　困惑して侯爵を見やると、事情説明が継続される。

「この子達は妻と一緒に東方の我が領土にいたのだが、つい先程戻ってね。妻は早速、エミリアとカエデを連れ出してしまったのだよ。私も遊んでやりたいのだが……」

　執務机には堆うずたかく積まれた書類の山。融資依頼がひっきりなしに来ているそうで、侯爵は極めて多忙らしい。あ、『大鍋に星』の紋章……。

　ブルブル、と拳を震わせ侯爵が独白した。

「……腐れ前公爵めっ！　話はもう終わったというに……実用品ではない魔道具ばかり作って何に……これ以上、我が天使達との時間を奪うならば……ふふふふ……」

　怖っ！　エミリアの父親だけあって、こういう時の顔はそっくりだぜ。

　咳せき払ばらいし、話を戻す。

「……御事情は。でもそれなら、メイドさん達に任せた方が良いのでは？」

「この子達が望んでいるのだよ。で、なければ、仕事なぞ放り投げているっ！　そんな私に対して、その言いようかね？　……おや、こんな所に借金の契約書が」

「全身全霊で務めさせていただきますっ！」

　腰を直角に曲げ深々と頭を下げる。こ、これ以上、金利が上がったら死ぬ。

　あと、この前、『いっそ金利分で、買うのもありですね……』と呟つぶやいていた某お嬢様の計画が実行されちまうっ。カエデさんまで『……それがよろしいかと』とか言うのだ。

　さっき、外出するエミリアに未だ返してもらえない、俺のコートを着せていると、無言で便箋十数枚にも及ぶ注意書きを渡された。そして、馬車の窓を開けて、最後に一言。

『私がいない間、いい子にしててっ！　浮気は禁止ですっ!!』

　……このことかよ。侯爵が片目を瞑つぶる。

「君なら、そう言ってくれると思っていた。リリア、ルリア、良い子にするんだよ？」

「「は～い♪」」

　双子が目を輝かせて俺を見る。可愛い天使様達だ。

　──なお、小悪魔でもあったんだが。




　　　　＊




　自室のソファーに座った俺の左膝の上でリリアがはしゃぐ。

「ジャック、ジャック、次はこれ。これが食べたい」

「ほいよ。あ～ん」

　赤リボンの幼女、リリアの口に、小皿から取ったクッキーを運ぶ。俺の手製だ。

　身体からだを左右に動かす。「おいしー♪」。

　そんな姉を青リボンの妹が羨ましそうに見ている。一枚摘つまみ、幼女の口元へ持っていく。

「ほらよ。あ～ん」

「え、え、あ、あの……」

　ルリアにもクッキー食べさせてやる。姉と同じく、嬉しいのか身体を左右に。

　双子って、田舎の村にはいなかったけど、こんななのな。性格は違うけど仕草は似てる。

　ルリアの頭を撫なでる。柔らかく細い髪だ。すげーさらさら。

「ひゃぅ」

「お、悪い。嫌だったか？」

　小さな頭を一生懸命ぶんぶん振る。

「い、嫌じゃないです」「ジ、ジャック、ジャック、私も。私も～」

「へーへー」

　双子の頭を撫でる。何が嬉しいのか、きゃっきゃっ、と笑い合う。

　俺は祈る。神様、どうかこの子達が、あいつのようになりませんように。

　珈琲コーヒーを一口飲む。リリアが膝上から俺を見上げてきた。

「ジャック、ジャック！」

「ん？　何だ、降りるか??」

「降りない！　あのね、あのね──エミリア姉様とは何時、結婚するの??」

「ぶほっ！」

　思わず噴き出す。

「あージャック、ばっちい！」「ひゃっ」

　それを見てリリアはけらけら笑い、ルリアはびっくりしている。

　……落ち着け。幼女の言葉に惑わされてどうする、俺。赤リボン幼女をたしなめる。

「俺とエミリアは、結婚しないと思うぞー？」

　しかし、双子は顔を見合わせ、きょとん、とし、すぐさま否定。

「えーうそだー」「う、うそ、です」

「……本当だって」

「ん～？　ルリア、ルリア、エミリア姉様のお手紙には、かいてあったよね??」

「えっと、えっと、結婚するとはかいてなかったかも。とっても仲良しなんだなって♪」

　あいつ、何を幼い妹達に書いていやがるのか。珈琲にミルクと砂糖を足しかき混ぜる。

「……まぁ、仲が悪いわけじゃねぇかもな」

「「ふ～ん♪」」

　間違いない、こいつらあいつの妹だわ。乱暴に双子の頭を撫で回す。再度の笑い声。

　偶たまにはこういうのも悪くない。ここ最近はずっとあいつが一緒だったし。

　クッキーが膝上から差し出された。

「ジャック」「あ、あーん」

「おー。ありがとな」

　パクつく。我ながらうめぇ。料理長とも仲良くなってきたし、色々教えてもらっている。有難い。首筋に外気。

　直後──ソファーの後ろから、長くて細い手が伸びてきた。

　小皿からクッキーを取り、

「ジャック様、あ～ん♪」

「へっ？」

　振り返ると、そこにいたのは、淡い茶色コートを着込んでいる黒髪メイド長なカエデさんだった。エミリア達と一緒に出掛けてたんじゃ……どうやって部屋に入って来たんだ？

　膝上の双子も、不思議そうな顔をしている。

「あ～ん♪」

「あ、はい……」

　俺達の疑問を他所よそにカエデさんは平常運転。俺にクッキーを食べさせ御満悦。

　コートを見事な手際で脱ぐと、回り込み、当たり前のように俺の隣へ座った。

　……肩と肩がぶつかる。身体が冷たい。

　ドギマギしながら聞く。

「が、外出、されてたんじゃ？　そ、それに何処どこから入ってきて??」

「私、寒いの大の苦手なんです。今日、とっっても寒くて……。だから、奥様の許可をいただいて、一足先に帰って来ちゃいました♪　驚かそうと思って窓から入ってみたんですけど、驚きましたか？　リリア様と、ルリア様、ただいま帰りましたよ～」

「カエデ、つめたーい！」「つ、つめたいですっ！」

　カエデさんに頬ほおを触られた、双子が楽しそうに膝上でばたばた。

　窓から入ったって……ここ、三階なんだが……。

　俺は手を伸ばし、ポットからカップへ珈琲を注ぐ。

　適度にミルクと砂糖を入れ、双子と遊んでいるメイド長へ。

「どうぞ」

「……ありがとうございます♪　……抜け駆け、大正解だったかも……」

　──とても穏やかな時間が過ぎる。

　はしゃいでいた双子は、俺に頭を撫でられながら、うつらうつら。

　カエデさんはそんな姉妹に、愛情に満ち溢あふれた視線を向けている。

　二人が寝たからか、黒髪メイド長の口調が砕けたものに変化。

「……リリア様とルリア様に、こんなに懐かれるなんて、ジャック君は凄すごいなぁ」

「？　一番最初から、こうでしたけど……」

「本当に？　何時いつもは凄い人見知りさんなんだよ？　メイドの中にも、まだ、お世せ話わさせてもらえない子もいるし」

「あ～……これくらいのチビ達って、やたらと敏感ですからね。人の好意、悪意に。そのメイドさんに悪意がある、という意味じゃないですよ？　ただ」

「うん。……分かるよ。どうしても『仕事』という意識が出ると警戒されちゃう、ってことだよね？　ジャック君は──とっても優しいから」

　カエデさんが嬉うれしそうに微笑ほほえんでくれる。

　俺は頬を掻かき、話題転換。

「エミリア達とはよく、買い物へ行くんですか？」

「ん～時折、かなぁ？　奥様は、エミリア御嬢様が大好きだから、もっと行きたいみたいだけど。あ、何を買ったのか知りたい？　知りたいよね??」

　ずいっ、と悪戯いたずらっ子な表情になったカエデさんが俺を覗のぞき込む。

　この人も、エミリアとは違った方向性の美人さんなので、非常に困る。

　あと……あいつと違って、胸が大きいのだ……。どうにか、返答。

「……いえ、特段」

「ふっふっふ～♪　今日、選んで買ったのはね、エミリア御嬢様のぉ～」

　──部屋の扉が開け放たれた。

「ジャック！　無事っ!?　カエデ、抜け駆けは禁止って、あれ程──……うふ♪」

「「！　ふ、ふぇ!?」」

　コート姿のエミリアが飛び込んできて──状況を把握すると微笑んだ。さ、殺気。

　扉が開いた音で双子が起きた。

　同時に魔女が接近。魔力で部屋が震える。

「ジャックぅぅぅぅ……浮気は大罪なのよぉぉぉ……」

　エミリア・ロードランド御嬢様は物凄く怒っていらっしゃる。

　動揺する俺に対し双子と黒髪メイド長は顔を見合わせ、にんまり。

　三人が、ぎゅっー、と抱き着いてくる。

「ジャック様♪　珈琲、美味おいしかったです♪　これは、御礼です♪」

「えへへ～♪　ジャック、もっと遊ぼ～」「ジ、ジャック兄様、ダメですか？」

　エミリアが地団太を踏み、叫んだ。

「ダメっ！　カエデ、リリア、ルリア！　ジャックは私のなんですっ。もう、決まっているんですっ。は、離れて！　離れなさいっ!!　今すぐにっ[image: ]」

「「「はーい」」」

　素直に黒髪メイド長と双子が返事。…………怪しい。

　肩を怒らせ近寄ってきたエミリアがコートを差し出してきた。ジト目。

　受け取り、お互い無言。

　──突風が吹いた。長いスカートが巻き上がる。

「きゃっ！」

　お嬢様がスカートを押さえ、俺を睨にらみつける。

　耳元にカエデさんの囁ささやき「（……今のを買いに行ってたの……ちょっとだけ、子供っぽいよね？）」……ワタクシハ、ナニモミテマセンヨ？

　風を起こした黒髪メイド長さんと小悪魔達は既に逃走。

　エミリアが顔を真っ赤にし、唸うなった。

「……う～[image: ]」

「あーその、だな」

「……はっきり言えばいいじゃないですか」

「……思っていたよりも、子供っぽ──ま、待てっ！　待てってっ！」

「死になさい♪」

　この後の記憶はなし。起きたらベッドで、右隣にはエミリア、左隣には双子が寝ていた。

　……三人共、寝顔はほんと天使なんだがなぁ。
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　三連休二日目。今日もまた、俺は双子の子守を仰せつかっていた。

　よく晴れたこともあり、本日は屋敷の内庭にある硝子がらす張りの建物へ来ている。

　少しずつ外の庭に緑が増えている。春が近付いているのだ。

「ジャック、ジャック！」

「ん？　どした、リリア？」

「えっとねぇ……んしょんしょ。とうちゃ～く。ふっふ～ん♪」

　赤リボンを付けた双子の片割れが、長椅子に座っていた俺の足をよじ登り、膝に着席。

　俺は椅子じゃねーんだが。まぁ、ご機嫌だからいいか。

　お嬢様は今日も不在。侯爵夫人とカエデさんも一緒だ。

　何気なく『今日は何を買いに行くんだ？』と尋ねたら赤面。

　ブルブル、と震えた後『……今に見てなさいよ……』と呟つぶやき、戦意を漲みなぎらせ、馬車に乗り込んでいった。なお、黒髪メイド長が余裕の笑みだったことは言うまでもない。

「も、戻りました」

　青リボンをした幼女──ルリアがメイドさんに連れられて書庫から戻ってきた。手には大きな絵本を抱えている。幼女は姉を見つめ少し頬を膨らませた。

　リリアは姿勢を変えて抱き着く。

「えへへ♪　ジャック、ジャック～今日の夜も一緒に寝ていいー？」

「ん？　別に構わねーけど……エミリアに説明してくれよ？」

「……わ、私も、一緒がいいです」

　近付いてきたルリアが俺の左袖を引いた。瞳は不安気に潤んでいる。

　手を伸ばし頭に置き、乱暴に撫で回す。

「ひゃぅ」

「んな所で、仲間外れにはしねーよ。リリア、降りろ」

　赤リボンの幼女様は拒否。

「やっ！」

「……ふむ。なぁ、ルリア」

　青リボンの幼女様にこれみよがしに話しかける。

「リリアはこういう風に言うんだけどな……これって子供っぽいと思わないか？」

　ルリアの瞳に理解の色。こくこく、と頷うなずく。賢い。

「お。思います。わ、私だったら、い、言いません」

「そうだよなぁ。ルリアはリリアよりいい子だもんなぁ。よしよし」

　頭を撫なでてやる。

「……えへへ♪」「お、降りる！　すぐ降りるっ！　ほ、ほらっ！」

　リリアが膝から飛び降りた。

　すると、ルリアがお澄まし顔を浮かべ「ジャック兄様、お願いします」

　抱えて、左膝にちょこん、と座らせてやる。嬉しそうな笑顔。天使だ。

　ぽかーん、としていたリリアが、叫んだ！

「あー[image: ]　ル、ルリア、子供っぽいっ！」

「私は子供です、から」

　双子の妹の裏切りに、リリアは「う～！」とべそをかく。俺は幼女の頭へ手を置く。

「もう、意地悪言わないか？」

「う、うん！」

「ならよし」

　リリアも抱えて右膝に座らせてやる。「♪」。足をばたばたすんなー。

　……子守りが板についてきたぜ。冷たい感想が耳じ朶だに突き刺さる。

「何を笑ってるんですか？　幾ら笑ったところで、魅力値は下がる一方ですよ？」

　声の方向を見やると、淡い翠みどりのドレス姿のエミリアが立っていた。

　隣には黒髪メイド長のカエデさん。俺に向け穏やかな目め配くばせ。『ジャック君、やっぱり、とっても優しいね』……少し恥ずかしい。

「！　お、おぅ……お、おかえり」

「ただいま戻りました。リリア、ルリア、降りなさい。子供じゃないんですから」

　エミリアがすぐさま双子を注意。

「えーだってぇ。私達は」「子供です」

「い・い・か・ら！　……御お母かあ様さまが呼んでいましたよ？」

「「！　はーい」」「リリア様、ルリア様、私も一緒に参ります」

　双子はその言葉を聞いた途端、風のように駆けだした。それを追う黒髪メイド長。

　三人が去ったのを確認しお嬢様が俺に微笑ほほえみかける。本能が大警報を発令。

　ここは、東の国の諺ことわざだかに書いてあった策。『三十六計逃げるに如しかず』を試す時！

　自然を装い立ち上がろうと──エミリアが隣に着席。見え、なかった、だと!?

「……随分と、妹達に懐かれたみたいね。昨日、会ったばかりなのに」

「田舎じゃ、ガキのお守もりは散々やってたしな」

「……それだけじゃないでしょ？　精神年齢が近いからじゃない？」

「おまっ！　い、幾ら何でも……」

　反論しようとすると、エミリアはそっぽを向き、唇を尖とがらせた。

「……ニヤニヤしてた」

「あん？」

「昨日もだけど、リリアとルリアを膝に乗せて、貴方あなたはニヤニヤしてたっ！　あと、カエデとも楽しそうに話してたっ!!」

「はぁ？」

　相手は幼女。しかも、半分は天使で。もう半分は小悪魔だ。

　カエデさんはメイド長、俺からすると謂いわば、仕事の上司だ。いい人なのは否定しないが。

　けれど、お嬢様の目は真剣そのもの。頬ほおを掻き、弁明。

「あいつ等らはお前の妹だぞ？　あの年齢の子が笑ってたら、何となく嬉しくなるだろ？　あと、カエデさんは、慣れてない俺に気を遣ってくれてるんだと思うぜ？」

「それは……そうだけど……。でもでも、私だってまだ膝上に座らせてもらってないし……カエデは貴方の小さい頃を知ってるし……」

　途中で尻すぼみになり、最後は俯うつむいてしまった。

「？　小声過ぎて聞こえねーぞ??」

　お嬢様は、はっ、とすると顔を上げ、誤ご魔ま化かすように、通告してきた。

「！　と、とにかく！　あの子達の教育にも良くないから、ああいうのは以後、全面禁止！」

「……いや、難しいだろ」

　あれくらいの子供はじゃれついてくる生き物だ。

　同時に、こいつが嫌がることは出来る限りしたくない。困った。

　──涼やかな指摘。

「エミリア、我わが儘ままを言うんじゃないの」

「！　お、御母様」

　エミリアが慌てて立ちあがった。

　双子とカエデさんを引き連れてやって来たのは長身の美女だった。長く淡い、エミリアによく似た長く美しい茶髪。豪ごう奢しやな翠色のドレス姿。

　この貴婦人はダリア・ロードランド侯爵夫人。エミリアや双子の母親だ。

　立ち上がって俺も目礼する。

「止やめてちょうだい。他人行儀だわ。リリア、ルリア。これからも遊んでもらいなさい」

「「は～い♪」」「お、御母様！」

　双子はすぐさま俺へ突進し、両足にまとわりつく。

　その光景をお嬢様は何処どこか羨ましそうに見つつ、母親へ抗議する。

　それを無視し、侯爵夫人は俺へ謝ってきた。

「ごめんなさいね、娘が我が儘ばかり言って。許してちょうだい。この子、ジャックちゃんのことを独占」

　エミリアが大声で遮る。

「おおお、御母様っ！！！！　も、もういいですからっ！」

「うふふ♪　でも、本当に」

「！　なぁぁぁぁ[image: ]」「!?　お、奥様っ!!」

　気付いた時には侯爵夫人に抱きしめられていた。

「あ～んなに、小ちっちゃくて可愛かわいらしかった男の子が、ちゃんと男の子になって。ジャックちゃん、エミリアが嫌だったら、リリアかルリアのどちらかでもいいわよ？」

「お・か・あ・さ・ま！！！！！！！」「お、奥様！　……そこは私の名前も……」

　内庭に響き渡る今日一番の大絶叫。何か、カエデさんの声も聞こえたような？

　強引に引き離されてエミリアに抱きしめられる。

　侯爵夫人の物言いからして、俺のチビ時代を知っているらしい。うちの領土に来たことなんかあったかなぁ。エミリアが興奮した様子で叫び続ける。

「ジャックは私の執事なんですっ！！！！　リリアとルリアだろうと、カエデだろうと、誰だろうと、あげるつもりは──……うぅぅぅぅぅ………」

　途中ではめられた、と気づいたのだろう、項うな垂だれ俺を見やる。互いに赤面。

　夫人と双子がはやし立ててくる。黒髪メイド長さんは穏やかな笑み。

「女の子は素直が一番よ☆」「「素直がいちばーん☆」」「エミリア御嬢様、お可愛いです」

　──その後、きゃっきゃっ、と双子がはしゃぎ、ダリア様がそれを煽あおること暫しばし。

　結果、精神をごりごり削られた俺とお嬢様が。またしても長椅子に座りながら二人で寝てしまい、気付いた時には人形の如く抱きしめられていたのも仕方ないことなのだ。

　……背を伸ばす魔法、探してみるか。
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　三連休最終日午後。俺とお嬢様は屋敷の玄関で外出の準備を整えていた。

　今日は一転寒いので、二人共コート姿。

　当初、執事服に合うコートを着ていたのだが、強引にお嬢様が着ている元々は俺のコートと色違いの物に変更させられた。御お返かえしに、俺はマフラーを巻いてやった。ざまぁみろ。

　だけど、こいつ……今日は何か変だ。

　午前中、一人で侯爵の執務室に呼ばれ、戻って来るなり、『……午後、出かけるから』と不機嫌そうに告げてきた。行き先は不明。なお、双子達はお昼寝中。

　お嬢様が手を伸ばしてきた。

「……何だよ、その手は」

「迷子になったら困るでしょう？　あ、それとも紐ひもを手首につける？」

　小首を傾かしげ、俺にそう告げ、ポケットから精緻な刺し繍しゆうが施された赤紐を取り出した。

　今まで外では着けてこなかったのに……それだけ嫌なことがあったのか？

　俺達を見守っている周囲のメイドさん達はニヨニヨ。

　黒髪メイド長さんは回収した俺のコートを両手で抱えてニコニコ。

　エミリアが、じー。無視して扉を開けようとすると、

「……握って、くださらないんですか？」

『あーひどいー。御嬢様、お可哀かわい想そうー』

　メイドさん達の大合唱。カエデさんは心ここにあらずな御様子。

「だー！　分かったっ！　分かりましたよっ!!　──これで、文句ないだろ？」

　周囲の圧迫と脅迫に負け、お嬢様の手を握る。

　そっぽを向いていると、高揚した口調。

「最初から、そうすればいいんです。今度、出掛ける時は私の手首と貴方の手首を赤い紐で結びますからね？」

「……二度と外出」

『外出は？』

　お嬢様とメイドさん達が俺を圧迫。カエデさんはコートに顔を埋うずめている。何を？

「…………しないこともないですが、そうそうないので心配は御無用です」

「では、これから毎週、こういう風にお出かけしましょう」

「……紐は勘弁」

「どうしましょう？　態度次第ですね」

　勝ち誇った顔のエミリア・ロードランド。

　腹立つ。何時いつか吠ほえ面づらかかせてやるからなっ。あと、必ずや背も抜いてくれるっ!!

　俺の野望も知らず、髪をなびかせ優雅にお嬢様が、皆へ一礼。

「では、行ってきます。夕食までには帰りますので」
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　帝国の首都である帝都はとんでもない大都会だ。

　人口だけでも百万人を超え、その旺盛な消費を目当てにありとあらゆる物が集まってくる。建物も十数階建てが整然と立ち並んでいたり、かと思えば数百年前の古い教会とかもあったり、飛空艇用の巨大空港まで整備されている。

　俺は、眼前の光景に感嘆を漏らす。

「すげぇなぁ……この市場だけで何軒あるんだよ。お、あれは何だ??」

「南洋で取れる宝石。……勝手に手を放さない。はぐれたら大変でしょう？」

　エミリアが説明しつつ注意してくる。俺は聞きながしながら大市場を見渡す。

「ほへ～。俺、海って見たことねぇんだけどさ、本当にしょっぱいのか??」

「もうっ！　私の話を」

「？」

　エミリアの顔を見る。すると、顔を背け早口になった。

「っ……か、可愛い……そ、そうね。確かにしょっぱいわ」

「おー！　そっか、そっかぁ……行ってみてぇなぁ……」

　泳ぎは得意なのだ。毎日のように川で釣りもしてたからなっ、家計を支える為ために！

　そう言えば去年、姉貴が海へ行ったらしく、はしゃいだ様子の手紙が来てたっけ。

　エミリアが説明を続ける。

「因ちなみにだけど……世界には甘い海もあるわ」

「！」

「酸っぱい海もあったり」

「!!」

「はたまた、辛からい海もあるらしいわ」

「！！？」

「というのは、嘘うそなんだけど」

「…………オイ」

「知らない、ってそういうことよ？　なので──夏になったら海ね」

「いいのかっ!?」

　思わず詰め寄る。こくこく、と頷うなずくお嬢様。

　風で少しだけ跳ねている髪に気付く。

「ジ、ジャック、あ、あのね……っ!?」

「ちと、待て」

　手を伸ばして手て櫛ぐしで直してやる。完了、っと。

　お嬢様は硬直後、俯き、ぶつぶつ、と呟つぶやいている。

「……いきなり、そういうのは反則というか、飛び道具はいい加減に……こっちは、蒸し返された前クロフォード公爵からの縁談話でモヤモヤしていたから連れだしているのに、それ以上を貰もらっても、すぐにでも溢あふれそうになって困るというか……もう、いっそ、ここで！」

「？　とにかく、海の件は約束な。な！」

　小指を出す。エミリアが驚いている。

「あれ？　こっちではしねぇのか??　俺の田舎だと、小指と小指をこうやって結んで、だ」

「あ……」

「三回手を振る。で、お互い笑顔」

　にかっと笑う。お嬢様は唖あ然ぜん。……うちの田舎だけなのかぁ。文化の違いを感じる。

　小指を外すと、エミリアは右手を左手で抱きかかえるように胸元へ。

　顔は真っ赤。街ゆく人達からも生暖かい視線。あれぇ??

　突然、右手をもう一度突き出してきた。

「──もう一回」

「？」

「──もう一回、約束」

「はぁ？　何をだよ？」

「……私と一緒に海へ行く、ということよね？　つまり、夏までは屋敷にいる、という約束」

「いや、それは分から」

「……いきなり、約束を破るの？　自分が、海へ行きたいって言ったのに？」

　周囲で聞き耳を立てていた野や次じ馬が茶ちや化かしてくる。『坊主、約束を守れ！』『そーだ。そーだ』『女の子を泣かすなんて、最低ー』。泣かしてないっ！

　……小指を結び、三回振って、笑顔。

「ほ、ほら、もういいだろ……？」

「──むふ。むふふ。むふふふ♪　も～そんなに、私と離れたくないの？　仕方ない執事！」

「ち、ちげーしっ！　俺は海に行きてぇだけだしっ!!」

　お嬢様が耳元で囁ささやく。「（男女が海へ一緒に行く、というのは、一般的には近しい間柄です、と宣言しているようなものなのよ？）」「…………」

　──この後も、散々からかわれた。

　出かける前は、少し気落ちしてたように見えたんだが……俺の気のせいだったのかな？
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「えーっと……ここ、何処どこだ??」

　帝都の大市場だってことは分かっている。さっき、お嬢様が言ってたし。

　問題は、だ……周囲を見渡す。人、人、人。ここだけで、実家の村以上なような？

　売っている物は種々雑多。宝石、鉱石、魔力を感じる物。食い物でないのは分かる。

　……さて、俺はどうやって帰ればいいんだろうか？

　行きはお嬢様と話しながらだったし、その後も地図らしい物をみた記憶がない。

「やれやれ……あいつ、いい歳としして迷子かよ。困ったもんだ」

　と、悪ぶってはみるものの、現実は過酷。お嬢様を見つけようにも人混みが壁となる。

　……背が足りないわけじゃねぇ。断じて、背が足りねぇわけじゃねぇぇ。

「誰かに道を聞いて入り口で待ってればいいか。あいつも俺を置いて帰ったりは……」

　どうだろうか？　愛想をつかして帰っちまうかな？

　い、いや大丈夫だ、言葉が通じればどうとでもなる。

　問題は──微笑を浮かべるエミリア・ロードランドの顔が目に浮かぶ。

　だ、だって、そのお前、値切ってるし、あの石、綺き麗れいだったから、目に入って……。

『入る前に言っておきます。この大市場で一度はぐれたら、まず、再会出来ません。ですから絶対に手を放さないように。仮に、はぐれたら……うふ★』

　……どうにかしてあいつを見つけないといけねぇ。じゃないと何をされるか。

　考えろ。考えるんだっ、ジャック！　……前にあいつと魔力を合わせたな。

　──……そうか！




「えーっと……こっち、だ！」

　人混みを掻かき分け、掻き分け、通りを進んでいく。

　俺は、こっちに来てからもう数えきれない程、訓練でエミリアの魔力を感じてきた。

　なら、それを辿たどっていけばあいつがいる筈はずだ。

　ただ、問題は、

「あーうー……魔力が足りねぇ……」

　多少、持続時間は伸びたものの、俺の魔力じゃ市場全域は探れず、手探り。

　右手に魔力を集めて、探ろうとし──お、いた！

　でも、あ、あれ？　何か、これ、近付いてきてるような？

　い、嫌だ。振り向きたくねぇ。振り向きたくねぇ！　冷たく名前を呼ばれた。

「……何処へ行っていたのかしら？　迷子のジャック？」

　左手に赤紐が巻き付いた。

　ぐいっ、と引っ張られ後ろへ。強く抱きしめられる。

「持って来ておいて正解ね。今後、お出かけする時はこうする！」

「…………迷子じゃねーし」

「はいはい。心細かったわねー。大丈夫よー。お姉さんが一緒だからー」

「お前みたいな姉は、俺にはいねぇよっ！」

「……心配、したんだからね……？」

　更に強く抱きしめてくる。左手を、お嬢様の手に乗っけて呟く。

「……わりぃ……」

「──むふ」

　変な声が聞こえた。後ろを振りむこうとするも、首が固定されて不可能。

　上機嫌そうにエミリアが宣言。

「そこまで言うなら、許してあげます！　寛大な私に感謝してくださいね？　迷子だったジャック・アークライト君??」

「っぐっ！　て、てめぇ……」

「一つお願いがあるんです。聞いてくれますか？　迷子だったジャック・アークライト君？」

「わ、分かった。分かったからっ！」

　振り返ると──手を伸ばして少女の頬ほおに触れる。

　エミリアは少し泣いていた。

「……どうした？」

「……大丈夫よ。ねぇ、ジャック……」

「おう」

「──…………お願い、私を放さないで」

　俺の胸の中に顔を埋うずめお嬢様はそう呟いた。

　頭を撫なで、背中をさする。

「俺はお前の借金執事だからな。お嬢様が、俺のことを『もう、いらない！』と言ったって、返し終えるまでは、離れてなんかやらん」

「…………ありがと」

　そう言うと、もっと顔を埋めてきた。

　やっぱり変だ。後ろ髪の純白リボンもくすんでいるように見える。




　う～ん……どうしたもんか。
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　週明け、朝食を食べ終え制服に着替えた俺は、姿見に自分を映していた。うし、問題無し。

　毎回思うんだが、この姿見、大き過ぎる。背伸び。

　鏡の中に背伸びする二つの小さな影。

「う～ん、う～ん。高い、よぉ」「わぁぁぁ。制服、可愛かわいいです」

「お？　リリア、ルリア、どした？」

「ジャック、ジャック、今日は何時に帰ってくるの??」「絵本を読んでほしいです」

「──ジャックは放課後、私と一緒にお勉強をしないといけません。帰って来るのは……そうですね、きっと夕食前になります」

「へっ？」「「え～」」

　俺は驚き、双子が不服気に声をあげた。

　やって来たお嬢様に目で尋ねる。決闘も終わったのに勉強なんて、聞いてねーぞ？

　ギロリ、と睨にらまれる。

　……そう言えば、そうだったかもしれねぇなぁ。双子が両腕を引っ張る。

「ねーねー、すぐに帰って来てよぉ」「ダ、ダメでしょうか？」

「あーうー──……そうだな、早めに」

「駄目です。いいですか、二人共？　ジャックは勉強も出来ないし、魔法も上手じゃないんです。だから、一生懸命勉強したり、練習しないといけないんです。……じゃないと」

「「じゃないと？」」

「すぐに、田舎へ帰るようになってしまうかもしれませんね」

「「！　やー！！！！！」」

「なら、ちゃんとお留守番出来ますね？」

「うん！　待ってる」「お、お勉強頑張ってください」

　……別に泣いてないぜ？

　片やお嬢様は腰に手をやり満足気。

　俺は自然な動作で双子を抱きしめた。

「「！　ぎゅー♪」」

　一瞬、驚いた双子だったが、すぐに、きゃっきゃっ、と抱き着いてくる。

　はぁ癒いやされ──殺気！

　双子を抱きしめつつ後方へ。床に衝撃。切り裂かれているんですがっ!?

「……ふんだっ！　ほら、行きますよ。遅刻、する、でしょうぅぅ。放しなさいぃぃ」

　エミリアは俺から双子を引き離そうとする。

「いーやーだー。……今日は、歩いて行くぅぅぅぅ」

「朝から我わが儘まま言うんじゃありませんっ！　貴方あなたは私の執事なんですよ！」

　思わず本音が漏れてしまう。

「……どーせ、俺は勉強も出来ねーし、魔法も下手だよっ。……エミリア・ロードランド様と一緒に登校するような男じゃねーし。お嬢様より、大分背も低いしなっ！」

「なっ……！　貴方──……むふぅ」

　お嬢様が変な声を出した。ま、まずい。双子を放し後退。

　すると、一歩近付いて来た。一歩下がる。二歩近付いて来た。二歩下がる。

　──遂ついには、壁際まで追い詰められる。

　両手が突き出され、壁に押し付けられた。どん、という音。

　さっきまで天使だった双子が小悪魔の表情。リリアだけじゃなく、ル、ルリアもかよっ！

　目の前にはお嬢様の整った顔。花の香り。

　更に顔が近付き。心底、楽しそうに尋ねてくる。

「背が低いのは気にしていない。これからだ！　って、何時いつもはあれ程、頑かたくなに自分から言っていたのに──そんなに私より低いのがイヤだったんですか？」

「！　ちちちげーよっ。じ、自意識過剰なんじゃねーの」

「嘘うそですね」

　俺の精一杯の言い訳は通じず、エミリアは昨日の涙は何処へやら極めて上機嫌。

「うーそ♪　ふふ、大丈夫ですよ、心配しなくても。勉強も魔法も、私が全部全部、面倒みてあげます！　授業料は貴方の借金へ加算しておきますね☆」

「!?　お、お前は、あ、悪魔かっ！　そ、そんなに俺を田舎へ返したくないのかよっ！」

「え？　そんなの当──……い、今のは無しです」

「？　何がだ??」

「……てぃ」

「わぷっ」

　突然、お嬢が魔法の風をぶつけてきた。少し頬を膨らませご機嫌斜め。

　……今、怒る要素あったか？

　首を捻ひねりつつお互いに制帽を被かぶせ合い、エミリアと自分の鞄かばんを持ち部屋の扉を開ける。

　手で指し示すと腕組みをしてそっぽを向く。

「……そろそろ、行かねぇと本当に遅刻するんじゃね？」

「……そうですね」

　手の平を上にして差しだしてきた。あえて問う。

「……何だよ、その手は？」

「はい♪」

「お、置かねぇぞ。絶対に置かねぇからなっ！」

「あら？　抱きかかえる方がいいと？」

「わ、わーい。手を置こうかなー」

「……ちっ」

　エミリアの差し出した手に俺の手を置いたら、間髪入れずに舌打ち。双子に悪影響が出るだろうが。

　お嬢様が優しく握りしめてきた。目で要求。

　俺からも握る。双子は「わぁわぁ」「いいなぁ……」とはしゃいでいる。

「むふぅ～♪」

「……変な声、出すなよ。リリア、ルリア、それじゃあな」

「うん！　行ってらっしゃーい」「お、お帰りを、ま、待ってます」

　上機嫌なお嬢様と一緒に歩き出す。

　すると、双子達が駆け出し、俺達を追い抜いた。次の瞬間、突風。

「きゃっ！」「!?」

「にしし♪　大成功☆」「わぁぁ……姉様、大人のです……」

　小悪魔達の悪戯いたずらが発動。制服のスカートが舞い上がる。

　お嬢様は慌てて押さえつけ、逃走する双子を捕獲するより先に俺を再び壁に押し付けた。

　…………俺は何も見てない。そう、見てないのだ。

　顔を伏せ、呟つぶやく。

「…………見た？」「見ておりません！」

「……本当？」「本当であります！」

「……ふ～ん」

　疑われている。滅め茶ちや苦く茶ちや、疑われている。

　──無心だ、ジャック。命が惜しくば邪念を捨てよ。……捨てるのだ！

　エミリアは猜さい疑ぎの目をしながらも、俺を解放した。

「まぁ……いいわ。ほら、行くわよ」

「お、おぅ」

　た、助かったぁぁ！　偉いぞ、俺！　よく、耐えた。やれば出来るじゃねーか!!

　お嬢様が何気なく呟いた。

「そう言えば──……黒が好きなの？」

「？　白のレース──……ま、待て」

「…………うふ♪」

「ま、待った！　待ってくれっ!!　目を逸そらすのにも限度ってもんがあってだなっ！　こ、これは不慮の事故……そう、事故だっ！」
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「遺言は……それだけで……いいわけ？」

　顎に手を置き、暫しばし考える。

「…………今度は少し派手じゃね？」

「こ、これは……だ、だって、あ、貴方が子供っぽいって言うから、御お母かあ様さまとカエデと一緒に選……ふふ……ふふふ……死になさい♪」

　お嬢様が足を上げる。

　うん、やっぱ、派手じゃね？

　──次、気付いた時にはもう馬車の中だった。若干、頭が痛い。

　頭に柔らかくて温かいものがあたっている。俺の髪を弄いじる細い指。

「……まったくもう。もうったらもう。あ、ああいう話は、も、もっと大人になってから、ベ、ベッドの上とかでするべきでしょう。と、取りあえず、こ、今後は清せい楚そ系で──」

　俺は何も聞いていない。聞いてないったらない。

　二度目の踵かかと落としは御免蒙こうむる！




　　　　＊




「へぇー。ジャックは三連休、ずっとエミリアといちゃいちゃしてたんだ」

　俺は眉間を押しながら小柄な猫耳少女の名前を呼ぶ。

「……ムギ、何処どこをどう聞けばそうなる！　いいか？　俺とあいつはだな」

　間髪入れずに猫耳少女が反応。

「御主人様とわんこだもんね。中央市場って迷うよね～。『これからは一緒に出掛ける時、迷子防止の為ために赤紐ひもをしようと思うんです！』って、さっきエミリアが息巻いてたよ？」

「……あのな…………あんまり、虐いじめると泣くぞ。泣いちゃうぞ？」

　放課後、学院の何時もの自習室。ただし、ネイは放課後すぐに帰宅。ムギも一緒に帰ろうとしたら止められたそうだ。珍しい。エミリアはセラ先生に呼ばれて教員室。

　猫耳娘に虐められ、俺はやさぐれながらテーブルに身体からだを突っ伏していた。

　どうやら、あのお嬢様、あることないことを話したらしい。

「ジャックとエミリアは本当に仲良しだよね～。……私とネイも、そうなりたい、な」

「もう十分だろ？」

「……今日だって一緒に帰りたかったのに『駄目だ！』。その後、『……ムギ、何があっても僕を信じておくれ』だよ？　ネイは私に比べて頭が良過ぎるんだよぉぉ……」

「ん～あいつとしては、お前に一日でも早く特進組に来てほしいんだろ。俺もそう思う。とっとと上がって、俺の代わりに玩具おもちや──……ネイを慰めてやってくれ」

「あーあー！　今、今、玩具って言ったでしょっ！　だ、大丈夫だもんっ！　私がそっちへ行っても、ジャックの扱いは変わらないからっ!!」

「と、猫耳少女は供述しており」

「ジャックの意地悪っ！　その意地悪、エミリア以外は喜ばないからねっ！　あと、あっさり、特進の勉強に追いついて上位に入ってるの、変っ！　幾ら、エミリアのわんこだからって……私がそっちへ行ったらハードル上がるんだよっ!?　少しは加減してっ[image: ]」

「ま、真面目に勉強しているだけだぞっ!?」

　あーだこーだ、と馬鹿話に興じる。この猫耳少女とは波長が合うのだ。

　ムギが少しだけ真面目な顔になり、メモ紙を渡してきた。

「はい、これ。朝、ジャックが知りたがってたお店」

「お、ありがとさん。礼は」

「いらないよ～」

「そういう訳にもいかねぇだろ？　俺はこれでも義理堅いんだよ」

「えー。なら、さ……私が困った時、助けてくれる？」

　ムギは妙に不安そうで、上目遣い。

　手を軽く挙げ、頷うなずく。

「おうよ」

「ありがと。ジャックっていい奴やつだよねっ。よしよし」

「撫なでるなっ！」

　そう言いながら、ムギが撫でる真ま似ねをし、俺は苦笑。

「……御お二人ふたりは本当に仲良しなんですね」

「「!?」」

　後ろからした冷たい声に慌てて振り向く。そこにいたのは俺のお嬢様兼許嫁いいなずけ。

　つかつか、と近付いて来ると隣の席に腰を下ろした。

「エ、エミリア、は、早かったな」

「……胸騒ぎがしたので」

　眼光鋭く、俺とムギを見た。猫耳少女は教科書を立ち上げ一人防御。薄情者。

「そ、そっか。何か飲むか？」

「……ミルクティー。ミルクと砂糖多めにしてくださいっ！」

「お、おお」

　滅茶苦茶、不機嫌だ。

　エミリア用に準備しておいた紅茶を淹いれて、差し出す。

「…………」

　無言で飲み続けるお嬢様。突き返してこないから、味は大丈夫なんだろう。

「甘い物も食べるか？」

「…………」

　口を開けたので、クッキーを食べさせる。こいつは重症だ。

　猫耳少女に目め配くばせ。微かすかに頷き合う。

「あーあー。わ、私、用事があるんだったぁー。ジャック、エミリア、またね！」

「おう」「……またです」

　猫耳少女はそそくさ、と自習室から出て行った。

　お嬢様へ聞く。

「で？　どうしたんだよ？」

「……セラ先生が『アークライト君も学院に慣れてきたと思うんですぅ。そろそろ、くっつけている机を離してくれませんかぁ？　頼んでおいた魔札も来たのでぇ』って」

　俺がこの学院へ来て、約二ヶ月。

　実は未いまだ教室の机はくっついたままだったのだ。教科書代わりの魔札も来なかったし。

　なお、ムギ曰いわく『特進組だけだよ？　量産無理だし』とのこと。

　もう一枚、クッキーを食べさせつつ、答える。

「魔札って、簡単に作れない物じゃなかったのか？　来た頃に、聞いた気がすっけど」

　エミリアが憤慨。

　大きな瞳を吊つり上げる。

「そうよっ！　性能は良くても大量生産に向かず、今までは学年が変わるまで届かなかったのにっ!!　これは──間違いなく、嫌がらせよっ！。性根が腐ってるわ。先代クロフォード公爵はっ[image: ]」

「……嫌がらせ？」

　気になったので、問いかける。

　すると、お嬢様は『しまった』という顔をして、俺から顔を背け、言い訳をした。

「あ、貴方あなたには関係ないわ。うちの家と、先方の問題よ」

「……さいで」

　家同士の問題、と言われてしまえば是非もない。何せ公爵家と侯爵家だ。貧乏貴族の三男坊が出る幕はなし。

　……ほんの少し、心がささくれ立ったので珈琲コーヒーを飲む。

「まぁでも、魔札来るなら離してもいいだろ？」

「!?　……ジャック」

　手をひらひらさせる。

「他意はねーよ。あんまり長く続けると、お前に悪い噂うわさが流れたりするかもしれないしな」

「そ、それは……でも、でもっ！」

「その代わり」

　少しばかり言い淀よどむ。

　……結局、この二ヶ月で俺はこのお嬢様にほだされたんだろう。

　空のカップを手に珈琲を飲む振り。何でもないように告げる。

「放課後、こうやって勉強とか訓練とか、すればいいだろ？　──二人で」

「──……むふ」

　エミリアの顔は見ない。絶対、笑ってやがるし。

　突然、頭を撫で回された。

「も～仕方ない執事♪　分かったわ。これからも、放課後ずっとずっと一緒にお勉強したり、訓練したり、私だけの執事として洗──心得を教えてあげる☆　まずは、カエデやムギさんに目移りしないことからね！」

「はぁ？　何でカエデさんとムギ??　あと、一部、不穏な単語が混じったよな……」

「し～らないっ！　良し！　元気出てきたわっ！」

　何時いつもの輝くような笑顔。こいつは、こっちの方がいい。

　けれど、少しばかり悔しくもあるのでクッキーを取り、口元へ。

　素直に開けた口に入れず、自分で食べる。

「！　ジャック！」

「おやおやぁ？　御嬢様は何を求めてらっしゃったのですかぁ？」

「う～！」

　そうやって些さ細さいなことで、少女とやり合う。

　まぁ……悪くない、な。




　　　　＊




「……ック、ジャックぅ」「お、起きてくださぃ」

「んぁ」

　その日の夜中、両袖を引っ張られて目が覚めた。

　目を開けると、不安そうなリリアとルリア。今晩も俺と一緒に寝ているのだ。

　最後まで難色を示したエミリアは、ダリア様の『妹達ですよ？』に沈黙。黒髪メイド長がそれを支持したことで渋々引き下がった。双子に尋ねる。

「どーした？」

「さ、さっきから、変な音がするのぉ」「お、お化けかもですっ」

「はぁ？　お化けぇ？」

　双子を撫でながら身体を起こす。

　カーテンの外からは月明かりも入って来てない。天候まで悪いらしい。分厚い硝子がらす窓を突き破り、遠雷。思わず顔を顰しかめる。俺は雷が苦手なのだ。

　二人に気付かれぬよう息を深く吐き、枕元の明かりをつける。

「う～ジャックぅぅ……」「お、お化けさん怖いです……」

「大丈夫だって。ほら、明かりはついただろ？　今、部屋の明かりもつけてやるよ」

　ゆっくりとベッドを降りる。両腕には双子が本気でしがみ付いている。

　今のところ、変な音は──ガタ、っと天井から音がした。

　身体がびくり、となるのを超人的な努力でこらえ、歩を進める。

　部屋の明かりをつけて……何度か弄いじるが、つかないまま。故障!?

「ジャック？」「つ、つかないですか？」

「……みてぇ、だな」

「「うぅ～！」」

「大丈夫だって。お化けなんてこの世にいる筈はずが」

　──ガタガタ。今度は間違いようがない音。

「やー！！！！」「う～！！！！」

「お、落ち着けっ！」

　声が上擦りそうになる。双子をなだめながら、ベッドまで後退。

　この灯あかりがある限り安心──雷鳴が轟とどろき突然、消えた。

「！」「やだぁあぁぁ」「い、嫌ですぅぅぅ」

　混乱状態になり、リリアとルリアは俺に抱き着き、目を閉じている。

　で、俺はチビ達を抱きかかえながら暗闇の中、硬直中。

　床に誰かが降りた気配。こちらへ向けて歩いてくる。ま、マジか。

　このチビ達だけは……ひた、ひた、と近付いて来た。ベッドの上に何かが置かれる。

「!?」

　お化けなのに固形物質持ち歩いてんのかよっ！　反則だろうがっ!?　再び雷鳴。

　小さな声。

「──ジャック」「！　お、俺は、く、喰くっても美味うまくねぇ──って、お前かよ」

「？　何言って──ふ～ん」「……ち、違うし。こ、怖がってねーし」

「はいはい」

　淡い光球が室内をほんのりと照らす。

　そこにいたのは寝間着姿のお嬢様だった。ベッドの上には大きな犬のぬいぐるみ。

　呆ほうけて、本音が漏れそうになる。

「可愛かわい──……こほん。おい、お前、何処どこから入ったんだよ？」

「え？　天井からですけど？」

　目を瞑つぶり突っ込む。

「何で、天井から、入って、くんだよっ!!」

「あら？　知りたいんですか??　脅かす為ためです。リリア、ルリア、特別に私の子を貸してあげます。ジャックから離れなさい。今すぐに！」

「「！　は、は～い」」

　双子が俺から離れ大きな人形へ抱き着く。ふ、振られた……。俺もベッド左側へ陣取る。

　すすす、とエミリアが近付いて来て、俺の右隣を占拠。

「怖かったですか？　私を呼びたくなりました??　雷、苦手ですもんね？」

「べ、別に大丈夫だしっ」

「……雷精霊、召喚してもいいんですよ？」

「御嬢様！　御主人様!!　エミリア様[image: ]　この通りっ。お許しくださいっ！！！！」

　別に謝る要素は特段ないものの、最も早はやこれまで。恥も外聞もなくその場で土下座。

　双子も楽しそうに人形に頭を下げさせている。

　人形の硝子玉の瞳は俺にこう伝えてきた。『お気になさらず。……自分、慣れてるんで』

　エミリアが指を突きつけてきた。

「よろしい。許してあげます。はい、横になってください！」

「……お前もここで寝んのか？」

「リリアとルリアは雷も苦手ですから。これは姉として当然の措置。だからといって……変なことしたら、殺しますからね★」

「あ、それは安心して……い、いやぁ、お嬢様は魅力的なんで自信ねーっす」

「よろしい。なら、こうしてっと──うん、これでいいですね！」

　あっという間に、俺の左手首は赤い紐ひもで緩く結ばれていた。

　お嬢様がベッドを無言で叩たたく。寝ろってことらしい。大人しくそのまま、横になる。

　双子達も「ジーク、もっふもっふ～♪」「もふもふですぅ」とはしゃいでいる。

　人形はジークと言うらしい。親近感が湧く──目の前にエミリアの綺き麗れいな顔。

「……背中を向けてください」

「お、おぅ」

　お嬢様が俺に抱き着いてきた。柔らか……む、無心だ。無心になれ、ジャック！

　ここで邪よこしまな気持ちを抱いたらどんな目に遭わされるか……慌てて抗議。

「お、おいっ!?」

　双子に聞こえないよう、お嬢様が囁ささやいてくる。

「……今日は、ジークをリリア達に渡しているから、貴方が代わりになりなさい。抱き心地は悪いけど、ま、許してあげるわ」

　強固な意志を感じる。こいつはこの拘束を解くまい。エミリアが双子に告げる。

「それじゃ、明かり消しますね。おやすみなさい、リリア、ルリア」

「「おやすみなさーい」」

　光が消失し闇が満ちる。雷が近付いているようだ。双子達からは早くも寝息。

　お嬢様の手が動き、後ろから俺の頭を抱きかかえた。小声で抗議。

「お、おい」

「……私、こうしないと眠れないのよ。ねぇ？　眠くなるまで、お話して」

「お話って」

「……前に、貴方が教室でした幼おさな馴な染じみの話がいい」

　唐突に夜話を要求。面白い話じゃねーけどなぁ。ぽつぽつ、と話し始める。




　　　　＊




　俺の故郷はさ、お前も知っての通り帝国西方国境の僻へき地ちなんだわ。あるのは緑ばっか。

　その分、避暑をするには悪くない。交通網が行き届いてねーから、来るまで大変だけど。

　でも、俺がガキの頃、夏場には都会から幼馴染の一家が毎年、来てた。帝都から、だったのかな？　詳しくは憶おぼえてねぇし、理由も知らねぇなぁ……。

　爺じいちゃんの古馴染だったんだと思う。白髪の爺さんも一緒に来てたし。

　仲は良かった、と思う。夏場は毎日、遊んでたし。

　くっくっ……とにかく、そいつ、泣き虫でさ。よ～く、驚かせて泣かせてたわ。

　──はっ？　初恋？　あ～──……そうだったのかもなぁ……。

　髪は短くてもちゃんと可愛い女の子だったし。同い年の異性っていなかったからなぁ。

　何年くらい続いたんだったか……俺が、七～八歳になる前には来なくなったと思う。

　え？　原因??　…………さぁなぁ。

　あんな僻地に避暑へ来てたくらいだし、あの一家も貴族だったんだろう。

　そうなると、あいつも学校やら何やらで、夏場来られなくなった──分かった。分かったって！　話す、話すよっ。首筋を噛かむな！

　──……あいつが来た、最後の年に事件があったんだよ。

　教室で飛竜の話はしたから何となく分かるだろ？

　俺の故郷は自然豊かな分、とにかく魔獣が多いんだ。




　で……魔獣だけじゃなく本物の『竜』までいたんだよ、これが。




　確か、俺達が風車小屋で遊んでいる時だった。

　突然、雷が鳴って──……ち、ちげーし。こ、怖くなんかねーしっ！　な、撫なでるなっ！

　話を戻すわ。俺達が遊んでいる風車小屋に雷が落ちたんだ。

　耐雷結界で壊れはしなかったけど、あの轟ごう音おん！　正直、びびったね。でも、隣で泣きべそかいてるあいつがいたし、俺は男だしな。しっかりしなきゃ、と思って慰めてたんだわ。




　そうしたら──……黒雲の中から『雷竜』が降りてくるのが見えたんだ。




　でっかい、複数の蝙蝠こうもりみてぇな翼。

　遠いのに一枚一枚はっきりと見える鱗うろこ。

　禍まが々まがしく光る、口から覗のぞく剣みたいな無数の牙。

　俺達を見つめる、ゾッとする程、冷たい蜥蜴とかげみたいな瞳。

　巨体と──天地を揺るがすような魔力。

　嗚呼ああ……ここにいたら死ぬ、と思った。逃げないと、ってな。

　だけどさ。あいつ、俺に抱き着いたまま動かないんだ。

　そしたら……逃げるわけにもいかねぇだろ？　俺は男だから。

　──その直後、凄すさまじい雷鳴を聞いたんだ。




　　　　＊




「それで？　その後は??」

　俺を抱きしめたまま、エミリアが尋ねてきた。闇の中、話の続きを待っている。

「期待しているところ悪いんだが、俺が覚えてるのは、ここまでなんだよなぁ」

「…………えっ？」

　驚く気配。俺は少し頭を動かし、撫でやすい位置へ持っていく。

「次、俺がはっきりと覚えているのは、夏休みの後。姉貴がやたら過保護になり、爺ちゃんが俺に訓練をつけなくなったこと。それと、雷が苦手になったこと、だな」

「ど、どうして？」

　エミリアの身体からだが震えている。そっと、頭に手を置く。

「姉貴に聞いたらさ、俺、幼馴染の一家が帰った後、高熱でぶっ倒れたらしいんだわ。一時は危なかったらしい。で、雷竜と遭遇した直後からの記憶が抜け落ちてる。雷竜は爺ちゃんと姉貴が仕留めたんだってさ。すげーよな。……幼馴染の一家はそれ以来、来なくなった。うちは貧乏で手紙も書けなかったしなぁ。向こうからも来なかった。怖かったんだろうな」

「…………違うもん。あの後、私、東の学校行ったから……手紙もちゃんと書いたもん……」

　エミリアの震えがますます酷ひどくなった。肩越しに頭を撫でる。

「ジ、ジャックゥ……」

「大丈夫だって。こうして、俺は生きてる。……心残りがあるとすれば、幼馴染にきちんと謝れなかったことだな。『怖い思いをさせて悪かった』って」

「……謝ってくれたもん……リボンもくれたもん……だけど、だけど、私のせいで……」

　──雷鳴。びくり、と身体を震わせる。

　お嬢様は俺の背中に顔を埋うずめ呟つぶやいているが、内容は聞こえない。

「な？　面白くないだろ？　さ、もう寝ようぜ。ついでに放せ」

　いやいや、とエミリアは首を振り、拒絶。俺は説得を諦め、目を閉じる。

　──その晩、エミリアは俺の背中を涙で濡ぬらし続けた。怖がらせちまったようだ。

　こいつ最近、情緒不安定だし、ムギから聞いた店へ早めに行かないとな。







第五章




「え……？　そ、それは、ど、どういうことでしょうか？」




　エミリアと夜話をした翌日午後、ロードランド侯爵執務室。

　俺は思わず動揺し、目の前に座るロドリック・ロードランド侯爵へ尋ね返した。

　苦虫を噛かみ潰つぶしたかのような表情で、ロドリック様が答える。

「そのままの意味だ。アークライト家の借金全てを返済するとの申し出があった──君の姉上からな。しかも、即金で。君の了承があり次第支払う、とのことだ」

　唖あ然ぜん茫ぼう然ぜん。あ、あの額を、へ、返済する？　あ、姉貴が??

　いやまぁ、分からなくもない。何せ、あの人は今や大陸最強の一角のとんでも傭よう兵へい様。




　東に旅行へ行って竜を斬り、

　西に帰省し、俺を愛めでた後、親おや父じを『お仕置き』と称して飛竜の大繁殖地へ叩き込み、

　北に湯治へ赴いて名持ちの悪魔を狩り、

　南に休暇で出かけ大海鰐わにを三枚に下ろす。




　肉親ながら人外に片足突っ込んでいる、と言っていい。俺には優しいんだが……。

　に、してもだあの額を……俺は途方に暮れ、侯爵へ素直に質問してしまう。

　隣に立っている本来なら騒ぐ筈はずのエミリアは静かだ。

「あの…………俺は、どうしたらいいんでしょうか？」

「……借金を返してもらえるならば、君を引き留める正当な理由はない。誓詞を交わしたわけでもない古い口約束だからな。我が父は反対するだろうが」

「……先代様のうちの祖父に対する想おもいって」

「強い。それはもう凄まじい。実の父に対して言うのもなんだが……最も早はや、執念だな」

　死んだ爺ちゃんは友人に好かれていた。葬式も凄すごかった。侯爵が慨嘆する。

「西方戦役後、恩賞として賜る領地が東方だと知った際は、当時の皇帝陛下に直じか談だん判ぱんに及んだらしい。今でも酒席では必ず『西方の小領主になるべきであった！　嗚呼！　生涯の選択を、我、誤れり！』だ」

「あは、アハハ……」

　乾いた笑いしか出てこない。

　この間も隣のエミリアは未いまだ一言も発せず俯うつむいたまま。

　……今朝からずっと変なんだよな。昨日、話した夜話に落ち込む要素はないと思うんだが。

　侯爵が真摯に、俺へ告げた。

「ジャック君──私個人としては、君は娘の伴侶として申し分ない、と思っている。君が来てから、エミリアはよく笑うようになった。父親としてそれ以上に望むことなどない」

「…………っ」

　思わぬ高評価に言葉が出ない。お嬢様を見やると、瞳には嬉うれしさと……迷い。

「良い機会だ。懺ざん悔げもしておく。……エミリアに対する婚姻の申し出は多い。中でも、とある公爵家からのものはとにかくしつこくてね。つまり、だ」

「？　──……ああ！　ようやく合点がいきました。俺は公爵家に対する『壁』役でもあった、ということですね？　貴族同士の約束は大義名分としては強いですし」

　侯爵が少し躊躇ためらい、頷うなずいた。来た時から疑問だったのだ。

　ロードランド侯爵家とアークライト男爵家の婚姻。先代同士の約束がある、というのは理解出来ても……結局、それは『先代』の話。加えて、侯爵の愛まな娘むすめの婚姻話を焦る様子はなし。

　けれど、お嬢様はこの容姿。で、決まった婚約者もいない。となると、とにかく煩わしそうだ。上級貴族は家柄を重視するらしいしなぁ。納得。エミリアが口を開いた。

「……御お父とう様さま、もうよろしいでしょうか？　借金の返済が為なされた後、ジャックが当家に残るかどうかは、本人の判断に委ねるべき、と考えます」

「──……それでいいのかい？」

「私は……」

　エミリアが逡しゆん巡じゆん。ちらり、と俺を見て、目を瞑つぶり言い切る。

「構いません。全て……ジャックに判断してもらいます」




　　　　＊




　屋敷二階の自室に戻り、無心で制服から執事服へ着替える。人間とは慣れる生き物なのだ。

　にしても、

「どーすっかなぁ……」

　思わず言葉が零こぼれた。幾ら姉貴でもここまでするとは。親父、よもや殺……。

　頭を振る。い、いや、そこまではすまい。肉親なんだし、一応。

「……何してるのよ」

「！　おい、せめてノックはしようぜ」

「したわ。消音魔法をかけてね」

「それは、した、と言わねーぞ」

　部屋へ侵入したエミリアが腕組みをし、扉の前で酷く不機嫌そうに立っていた。

　着替えず制服姿。手には強奪されたままだった俺の古いコート。手を振り姿見を確認。

「今日はこの後、どーするんだ？」

　問いかけを無視し、つかつか、と近付いてきた。もう殆ほとんど距離はない。

「な、なんだよ」

　再度の問いかけも無視。右手を伸ばし、俺の胸倉を力なく掴つかんだ。

「帰ればいいじゃない、田舎に」

「……はぁ？」

　声が低くなる。一瞬、お嬢様の瞳が揺らぐ。そっぽを向き、早口で続けた。

「貴方あなたを縛っていた借金はうちの家に返される。御父様が言っていた通り、私への婚姻申し込みは多いわよ？　でも、特にしつこかった、クロフォード公爵家先代からの話も解決した。田舎へ帰っても私に問題はないわ。むしろ、未熟な執事がいなくなって清々」

「エミリア」

「！　な、何よ」

　お嬢様の声が上擦る。こういう時はポンコツだ。俺へ向けている右頬ほおを軽く摘つまむ。

「今朝から変だぞ？　どうした??」

「！　気付いて……べ、別に、変じゃないし。頬ほっぺた摘むの止やめてよ……」

「止めねぇ。理由を言え、理由を。じゃないと両方を摘んでやる」

「…………だって……てぃ」

　俺の手を力なく払い、不ふ貞て腐くされたような態度。所在なげに右手で純白のリボンを弄いじり、落ち着かない。それでいて、ちらちら、と俺を見る。普段の気の強さは何処どこへやら。

　はぁ～、と溜ため息いきを吐つき、諭す。

「きちんと言ってくれなきゃ分からないぞ？　未熟なのは自覚してんだ。ほれ、言ってみな」

「っ！　……こういう時だけ………凄く優しくなるのズルイ。バカ……記憶がないなんて私、知らなかったんだもん。私と一緒にいて、またあんなことがあったら……そんなの絶対にイヤなんだもん……」

　更に俯き、ぶつぶつ。細い右手が伸びてきて、執事服の左袖を握った。

「……あ、貴方、即答しなかったじゃない」

「？　今後、どうするか、をか??」

　こくり、とエミリアが頷いた。それを気にしてたのか。

　……どう、説明すっかな。素直に言うのは恥ずかしいんだが。

『エミリア・ロードランドに、ジャック・アークライトが相応ふさわしい』と俺は、あの場で断言出来なかった。何せこいつは綺き麗れいだし、才能もあるから……。頬ほおを掻かき言葉を探す。

　今度はお嬢様の声が低くなる。

「……ほら、今も言えない。どーせ、私はカエデやムギさんみたいに可愛かわいくないものねっ！」

「？　何でカエデさんとムギの名前が出てくんだ??」

「……いいわ。私が決めてあげる。ジャック・アークライト！」

　エミリアが俺へ指を突き付ける。そして、震える声で宣告しようとし、

「貴方は今この時を以もつて、私の執事兼婚約者を──……執事兼婚約者を………………」

　途中で止まり俯き腕も落ち、震える。心配になるくらい情緒不安定の極み。

「おい……ほんと、どうしたんだ？　体調が悪いなら、カエデさんに言って薬を」

　ガバっ、と顔を上げエミリアが叫んだ。

「五月蠅うるさいっ！　人の気持ちも知らないでっ!!　私に優しくするなら、二人に優しくすればいいでしょっ[image: ]」

「……お前なぁ……」

　コート掛けにかけておいたコートを手に取る。お嬢様へ向き直り伝達。

「少し出てくる。頭冷やせよ。第一……お前が言ったんだぞ？　『放さないで』って」

　俺の言葉を聞いた途端、魔力が漏れだし、エミリアの髪が少し浮いた。

　瞳が今にも泣きだしそうに潤む。手に持っていたコートを投げつけてくる。

「っっっ！　馬鹿っ！　もうっ、知らないんだからっ!!　ジャックの大馬鹿っ[image: ]」

　エミリアは叫び、扉を叩たたきつけるように閉め部屋を出て行った。

　……俺って、本当に女の子の扱いがド下手だよなぁ。ほとほと嫌になるぜ。

　ポケットをまさぐり、ムギのメモ紙を取り出す。記されていたのは、店の住所。

「……夕食までには帰って来ねぇと、な」

　返された自分のコートを羽織りなおし、部屋を出る。

　──広い廊下にエミリアの姿はなかった。




　　　　＊




　ロードランド侯爵家の屋敷は帝都東部、皇帝陛下がお住まいになられている皇宮のすぐ近くにある。これ、侯爵家としては異例中の異例らしい。

　ネイ曰いわく『一昔前は、皇宮近くにある御お屋や敷しきは、七大公爵家のものだけだったみたいだよ。ロードランド侯爵家は西方戦役以降、影響力を強めているからね。そろそろ、八番目の公爵家になるんじゃないかな？　……家格もクロフォード公爵家辺りを追い抜いて』

　貴族社会も世せ知ち辛がらい。正門を出て屋敷を見上げる。帝国一の大金持ちにしては質素な建物だと思う。過剰な装飾はほぼないし、周囲の壁も精々俺の胸まで。後は鋼鉄製の柵。

　……本物の大金持ち、か。

　外出する旨を告げた際、カエデさんから渡された帝都の地図を取り出しつつ、歩き出す。

　えーっと、店の位置は……ここ数日で散々、聞いた駆ける音。お？

「待ってージャック！」「ジ、ジャック兄様ー」

　振り返ると、お揃そろいの獣耳コートを着たリリアとルリアが俺に抱き着いてきた。正門まで二人を連れて来たメイドさんが俺へ会釈。石壁よりも背の低い双子天使へ尋ねる。

「お前ら、エミリアに出かけるって、言ってきたかー？」

「言ってなーい」「な、内緒です」

「ダリア様にもか？」

「母様はねー、父様と」「お、お出かけしました」

「へっ？　二人でか？　……さっきまでいたのに、また急だな」

「うん～」「えっと、えっと、カエデがお手紙、って！」

「手紙？」

　渡されたのは可愛らしいメモ紙。わざわざ、子犬らしき判子まで押されている。

『旦那様と奥様は火急の御用向きで皇宮へ出向かれています。私はエミリア御嬢様に話を聞いてみるね。ジャック君はリリア様とルリア様をよろしく。奥様から許可はいただいたし、メイドも幾人か潜ませてあるから。安心して。追伸：私にもお土産が欲しいなぁ』

　あの黒髪メイド長、千里眼か？　……有難い。お土産、了解です。

　双子のマフラーを直してやろうとすると──視線を感じた。

　後ろを見ると、街路樹に隠れる怪しい影。尻尾、尻尾が見えてるっての。

「尻尾～？」「猫さん？」

　双子が不思議そうに小首を傾かしげる。二人のマフラーを結び直し、名前を呼ぶ。

「なーにしてんだ、ムギ？」

　街路樹の陰から覗のぞく尻尾が動揺。

「！　……バレちゃったかぁ」

　ムギが観念して出てきた。帰宅してないのか魔導学院の制服姿だ。双子が目を輝かせる。

「わぁぁぁ」「ね、猫さんです！」

　俺へ向かって期待に満ち満ちた上目遣い。小さな頭を叩き、小悪魔達を解き放つ。

「リリア、ルリア、良し！」「「わ～い♪」」

「え？　ええ？　えええ？？？　きゃっ！　ち、ちょっ、待っ」

　双子は嬉しそうにムギへ突進。そのまま抱き着き、きゃっきゃっ、とはしゃぐ。

　猫耳少女は事態に追いつけず、情けない顔で俺へ助けを求める。

「ジ、ジャック、ど、どうにかしてよぉ」

「くっくっ……仕方ねぇなぁ」

　笑いながら近付いていくと──またしても視線を感じた。辺りを見渡す。

　誰もいない。屋敷の方へ視線をやる。あれ？　今、一階部分のカーテンが。

「ジャック！　尻尾、ふさふさ！」「もふもふです！」「う～……何なのぉ……」

　双子が跳びはねながら俺へ感想を伝え、ムギは文句。

　もう何も感じない。気のせい、か？　突然、やって来た同級生に尋ねる。

「で？　どうしたんだ??」

「あ、うん……」

　ムギが口ごもった。今日はみんなして、そういう日なのか？　双子の手を取る。

「俺達は、これから教えてくれた店へ行こうと思ってるんだ。暇なら一緒にどうだ？」

「……いいけど。エミリアは？　一緒じゃないの？」

「……怒らせたから、行くんだよ」

「うぇ!?」

　ムギが大おお袈げ裟さにのけぞる。双子も真ま似ねし「「ふぇ！」」

　直後、「喧けん嘩か～？」「な、仲良く、です」。……幼女に正論を言われるのは応えるぜ。

「エ、エミリアとジャックって、喧嘩するんだ？　信じられないんだけど」

「その台詞せりふ、そっくりそのまま返してやろう。……俺が、一方的に怒らせただけだ」

「余計に分からない。恥ずかしがっているだけじゃないの??」

「……取りあえず行こうぜ。お前も話したいことがあるんだろ？」

　猫耳娘を促す。双子達がムギをじっと見つめ、可愛く自己紹介した。

「リリア・ロードランドです！」「ル、ルリア・ロードランドです」

　俺はそれを引き取る。

「言うまでもないと思うが、あいつの妹達だ」

「あ、なーんだ、エミリアの妹さんかぁ。私はムギ。ジャックのお姉さん的存在かな～？」

「お姉さん～」「姉様？」

「こら、そこの猫、嘘うそをつくな、嘘を。お前は妹だろうが？」

　俺の指摘に、猫耳娘が人差し指を口元で揺らす。

「ちっちっちっ。私の方が、ジャックより背高いもんねっ！」

「ムギ、それは禁断の箱だが？　俺はネイへ情報を渡せ……話ってあいつのことか」

「！　ど、ど、どうして、分かったのっ!?」

　ムギが字義通り跳び上がる。双子もぴょんぴょん。可愛い。

「ま、話くらいは聞いてやるよ。その代わり手伝ってくれよ。選ぶのは、だ──」

　俺が口にすると、獣耳な少女達は笑みを浮かべ、こくこく、と頷うなずく。よろしい。




　あいつの髪に似合うのが見つかるといいんだが。




　　　　＊




「いや、だからな、心配することねーって。俺ならともかくとして、ネイだぞ？」

「そ、そうだけどぉ……『何があろうとも、僕を信じて』っていうメモ紙一枚だけ、私の部屋の机に残されても困るよぉぉ……家に行ってもいなかったし……」

　俺がそう諭すと、隣を歩くムギの言葉は尻すぼみになった。

　確かに、ネイはちと頭が回り過ぎる嫌いはある。ここ数日、休みがちで放課後の勉強会も来なかったりしたし、厄介事を抱えてはいそうだ。

　──既に太陽は傾き、通りの魔力灯が瞬き始めている。急がねぇと夕食に遅れちまう。

　双子が一生懸命にムギを慰める。

「猫さん、元気出して～」「だ、大丈夫です」

「はぁぁ……リリア、ルリア、ありがと～！　大好きぃ!!」

　猫耳娘が双子を抱きしめる。この短時間に随分と仲良くなったもんだ。

　──メモ紙に書かれていた住所は、誰あろう、ムギの実家だった。

　小さい商店って、聞いた筈はずなんだが、実際は帝都を南北へ貫く主要通りにある立派な布生地を扱う問屋さん。都会ってすげぇわ。布地の女性向け装飾品だけで、あんなに種類が……。

　ポケットに触れる。こいつで機嫌直してくれるといいんだが。

『じー』

　三人が俺を見て、聞こえる内緒？　話。

「リリア、ルリア、見た？」「見たー見たー！」「ジャック兄様、優しい御お顔かお♪」

「……おい、そこの獣耳三人娘。俺を虐いじめるのはよしたまえ。繊細なんだぞ、これでも」

『え～やだ～★』

　楽しそうに揃そろって否定し、はしゃぐ。ったく。

　ロードランドの御屋敷が見えてきた。

　何かあったのか、正門前でカエデさんが険しい顔をして指示を飛ばしている。

　メイドさん達が大きく頷き、いきなり疾走。通りを駆け抜けていく。速っ！

　……あの方向、東だな。

　黒髪メイド長と視線が合い──瞬間、目の前に整った顔が出現した。

「うおっ！」「ジャック君！」

　仰のけ反ぞる俺。対して、カエデさんは俺の両肩を持ち揺すりながら、切羽詰まった様子で話しかけてきた。取り繕う余裕もないみたいだ。

「い、一大事、一大事、なのっっっっ！！！！」

「お、落ち着いてください。揺らさないでっ！」

　悲鳴をあげるとようやく止まった。俺より背が高い黒髪メイド長の目を見る。

「で、どうしたんですか？」

「エミリア御お嬢じよう様さまが、エミリア御嬢様が……」

「あいつが？　もしかして癇かん癪しやくでも起こして、飛び出しましたか??」




「攫さらわれたのっっ！」




　──時が止まった。頭が情報を処理し切れてない。今、何と言ったんだ？

　あいつが……俺の我わが儘まま御嬢様兼許嫁いいなずけである、エミリア・ロードランドが攫われた？

　まじまじ、と見つめ、無言で先を促す。カエデさんが話し始める。

「ジャック君達が外出した後、暫しばらくしてクロフォード前公爵、クレマン・クロフォード卿きようと、公爵家の兵士達が当家屋敷に来たの。そして──こう要求してきた」




『皇帝陛下の勅許により、エミリア・ロードランド嬢と、我が孫との婚姻が結ばれることとあいなった。当家屋敷にご足労願う！　拒否権はないっ!!』




　俺は絶句。上級貴族同士の婚姻って、こんな風にいきなり決まるものなのか？

「！　クロフォード前公爵!?　そ、その人って、白い研究服を着てたり？」

　呆ぼう然ぜんとしている俺より先にムギが反応し、双子と一緒にあわあわ。カエデさんが首肯。

「はい。前公爵様はそのような御お召めし物ものでした。貴女あなた様は──ムギ様ですね？　エミリア御嬢様から聞いております。とっても、可愛かわいらしい子なの、と」

「！　あ、はい、ムギです。エミリアとジャックとは友達で、えっと、私よりもエミリアの方が何倍も可愛いと……って、ど、どうしよう。た、大変なことにぃぃぃ[image: ]」

　ムギが泡を喰くう。猫耳少女の態度に疑問を持ちつつも、メイド長へ尋ねる。

「……カエデさん、こういうことってよくあるものなんですか？」

「まさか！　前代未聞の暴挙だよ！　ただ……」

　黒髪メイド長さんが悩んでいる。

　俺は頷く。カエデさんは躊躇ためらいがちに口を開いた。

「エミリア御嬢様が『お話をお聞きして判断します』って。こんな事初めてだよ！　前公爵が来られる直前まで、エミリア御嬢様はお部屋で話も出来なかったの。騒ぎを聞きつけて出て来られた時、目は真っ赤で。理由をお尋ねすることも……これを、ジャック君へ、って」

　手渡されたのはノートの切れ端と──高級品ではない純白のリボン。

　渡されたノートにはあいつの字で走り書き。

『貴方あなたを自由にしてあげる。ムギさんと仲良くね。……カエデとも』

　額に手を置き、目を閉じ、天を仰ぐ。カーテンを閉めたのはあいつだったか。一階からだと双子の姿も見えねぇし、二人きりみたいに……。

　あの馬鹿お嬢様めっ！　頭をガシガシ掻かく。いやまぁ…………悪いのは俺だな。

　俺がいきり立つ様子に、カエデさんが心配そう。

「ジャック君……大丈夫？」

「…………大丈夫です。俺が連れ戻します。行先はクロフォード公爵の御お屋や敷しきで？」

「うん。ただ、警備は厳重で侵入は困難だと思う。皇宮にも部下を走らせているけど」

　黒髪メイド長が首を振る。時間が必要、と。肩を竦すくめて返答。

「分かりました。なら、強行突入します」

「!?　ジャック君！」「ジャックぅ」「あ、危ないです」

　カエデさんが驚き、双子が心配してきたので、頭をぽんぽん。

　膝を曲げ妹達に笑いかける。

「心配すんなって。どうにかすっから。お前らは屋敷で」

　ポケットからさっき買ってきた物が入った小さな布袋を取り出し、リリアへ手渡す。

「それを持ってお留守番してろ。す～ぐ、あいつと戻ってくっから」

「……うん」「ま、待ってます」

「いい子だ」

　双子の頭を撫なで、カエデさんに向き直る。

「んじゃ、ちょっくら行って……カエデさん？」

　黒髪のお姉さんは顔を伏せ、ふるふる、と震えていたかと思うと、いきなり顔を上げた。

「……そうだよね。ジャック君は男の子だもん、御嬢様を助けに行くよね。小さい頃から変わらずにカッコよくなったなぁ……私も行くよ！　任せて！　こう見えて、私、結構強いんだからっ！」

　黒髪メイド長の目が爛らん々らんと光り、鼻息は荒く、両拳を握りしめた。心強い。

　ここまで沈黙していたムギがおずおずと口を開いた。

「あ、あのさぁ」『？』

　ムギを除く四人の視線が猫耳少女へ集中。意を決し告げてきた。

「──私、知ってるよ？　クロフォード公爵家の御屋敷に入れる、秘密の通路」




　　　　＊




　クロフォード公爵家の屋敷は帝都東部、大水路沿いに位置していた。

　高い石壁で四方を囲み、先端には物々しい金属製の棘とげ。屋敷自体も豪ごう華か絢けん爛らん。

　巨大な鋼鉄製正門付近には、多数の兵士達が厳重に警戒中。あ～突撃は無理だわ。

「ジャック、カエデさん、こっちだよ～」

　ムギが水路沿いで手招き。俺と黒髪メイド長は頷き合い、近付く。

　船着き場へ向かう長い階段を降りながら、気になっていることを確認。

「ムギ、先に一つ聞くわ。ネイの姓なんだが」

「うん、そうだよ」

　なんとまぁ、冗談で言ったことが真実だったとは。俺はあえて名前を口にする。

「ネイ・クロフォード、か。次代の公爵様……て、ことは、ムギは将来、公爵夫人だな」

「……なれないよ。私は平民の獣人だし。あと、先代様は私をすっっごく嫌ってるから」

　ムギがしゅんとし小石を蹴った。黒髪メイド長が補足してくれる。

「原則として、伯爵家以上の婚姻については、皇帝陛下の許可が必要、というのが建前なの。西方戦役以前はもっと厳しかったと思う。でも、今の御み世よにおいて、資質と当人同士の意志を優先する方向に変わりつつあるのが時流かなぁ」

「……なるほど。拘こだわる内の一人が、先代クロフォード公爵、だと」

「クレマン・クロフォード前公爵様は魔道具設計の奇才として知られる一方で、七大公爵家を誇示される御お方かたなの。魔道具制作に湯水の如ごとく資産を使った結果、帝都東部の屋敷を維持出来なくなり、帝都西部へ移転を勧告された時も激しく抵抗したくらいだし」

　つまり……エミリアとネイをどうこうしようとしているのは研究資金目的かよ。

　ムギがポツリ、と呟つぶやいた。

「……先代様、お金は稼ぐもの、っていう感覚がないんだよ。あの人の中では『借りる』はなくて『貰もらってやる』なの。……あと、『上級貴族以外は人に非あらず！　獣よ、我が孫に触れるでないっ!!　触れたいならば、金貨を一山も持ってこい[image: ]』って、言われた」

「帝国随一の阿あ呆ほうか、その爺じいさん」

　うちの親おや父じでもそこまで酷ひどくは──……同じくらいか。

　船着き場に降り立ちムギが屋敷とは逆方向に歩き出す。人気は全くない。

　ムギが淡々とネイの話を始める。

「……ネイと私はずっと幼おさな馴な染じみなんだぁ。お店も通りを挟んで向かい合わせだったしね」

「さっきの凄すごい宝石屋か。……お前らも、お嬢様、お坊ちゃまじゃねーか。裏切り者め」

「私、別にお嬢様じゃないもん。ネイだってそうだよ。むしろ……ジャックさ、普段、着て来てるコートと、今、着ている執事服の価値、分かってる？」

「？　ああ、いや。相当良い物ってことは知ってるぜ」

　ムギが残念な生き物を見るような目で俺を見た。次いで、カエデさんを見る。

「御嬢様と私が厳選に厳選を重ねた逸品でございます♪」

「…………そう、ですか。なら、私はもう何も言わないけど」

「待って、ムギさん！　そこまで言って、話さないのは心臓に悪いんだけど!?」

　猫耳娘は俺の訴えを無視。突然、立ち止まると堤防に手を置いた。

「話を続けるね──ネイのお母さんは、私が目標にしているくらい、カッコいい人なんだけど、独り身なんだよね。ネイが生まれた時からお父さんはいなかった」

　猫耳娘は周囲を警戒し誰もいないことを確認すると、光属性の幻惑魔法を発動。

　次いで堤防へ魔力を流し込むと──今まで見えなかった魔札が光を発し堤防を再構築、通路の入口が突如出現した。

「ふぇぇぇぇ。何だ、これっ！」

「ジャック」「ジャック君」「「待てっ!!」」

「…………はい」

　ムギを先頭にして中へ。灯あかりがついていく。とんでもない技術。

　──ふと、思い至った。

「なぁ、魔札を作ったのって」

「ネイだよ。この通路を掘ったのは違うけど」

「おお～」「素晴らしいですね」

　俺とカエデさんは口々に感嘆。ムギは嬉うれしそうに尻尾を揺らしている。

「ここを作ってくれたのが、ネイの親父さん──現クロフォード公爵様、ってわけだ」

「うん。だけど、昔の話は私達も知らないよ。学院の入学式でネイに声をかけてきて。公爵様はいい御方なんだぁ。……先代の散財のせいで東方の領土に行かれたままだけど」

「ムギは、エミリアがネイの婚約者候補に入っているのは知ってたのか？」

「ネイは教えてくれなかったけど、ああいうのって分かるよね～。最初、会う時はビクビクしてたよ。……『学院の女神』に、私なんかじゃ勝てないもん。でもね」

　ムギが立ち止り、振り返って俺を見た。

「ジャックが傍そばにいる時のエミリアを見て、『あ、大丈夫なんだ～』って思ったんだよ！」

「……そっか」

　気恥ずかしくなり、頬ほおを掻く。それはつまり……そういうことなんだろう。

「あと、ジャックは私の弟分だしねっ！」

「逆だ、逆。ムギが俺の妹分だろうが？」

　何時いつもの掛け合い。カエデさんが微笑ほほえんでいるのが分かる。

　──出口が見えて来た。

　妹分の為ためにも、数少ない男友達の為にも、とっとと我わが儘ままお嬢様に説教しないとな！







　通路を抜けた先にあったのは、薬品の臭いがする部屋だった。木箱が大量に置かれている。

　どうやら倉庫用の地下室らしい。ムギが推測を口にする。

「多分、あの先代様の性格から考えると……すぐにでも事を動かすと思う」

「と、言いますと──礼拝堂ですね」

「礼拝堂??」

　屋敷内にあるのか、そんな建物が。カエデさんへ小首を傾かしげると、手で制された。

「ジャック君、だ、駄目だよ！　その顔は駄目っ!!　エミリア御お嬢じよう様さまの御叱りを受けようとも、抱きしめたくなっちゃうんだからっ[image: ]」

「あ～分かります。こういう時のジャックって、ほんと、わんこっぽいですもんねぇ」

　さっきまでの緊迫感は何処どこへやら。黒髪メイド長さんと猫耳娘が頷うなずき合っている。

　釈然としない俺を捨て置き、カエデさんとムギは説明を再開。

「クロフォード家が西部へ移ることになった時、クレマン様は『七大公爵の格式にあった土地を！』と要求されたの。けど、帝都は人口過密都市。そのような土地はなかった」

「この場所にはね、天翼教の今では使われていない、帝室保存の礼拝堂が元々あったんだって。名義上はここって、皇帝陛下の物なんだよ」

　帝室の土地をもごねて借りる、か。それと天翼教ねぇ……帝国最大の宗教、って知識はあるものの馴な染じみがねぇ宗教だ。ムギが経路を考えている。

「真正面から礼拝堂へ行くと捕まっちゃうと思う。行くとしたら、屋根伝いかなぁ」

「待て待て。屋根伝いってお前。屋敷と礼拝堂、離れてるだろ？」

「先代様が考慮する筈はずないじゃん。一時期は取り壊そうとすらしてたくらいだし」

「…………なぁ、その貴族様、本当に大丈夫なのか？」

「駄目だよ。駄目だから、お金に窮してるんだよ？　変なジャック～」

　けたけた、とムギが笑う。瞳の奥は笑っていない。……俺も覚悟しとこう。

「うし、それじゃ行動開始だ！」




　屋敷内は兵士で溢あふれていた。ただ、規律は乱れているらしく、私語が多い。

　やたらと多い彫刻の陰に隠れつつ一階を巡回している、二人の兵士の会話に耳を澄ます。

「なぁ、見たか、あの御嬢様」

「ああ。……いきなり連れて来られて、無む理り矢や理り、ネイ様と結婚式だなんてなぁ……」

　──……結婚式。え？　誰の??　エミリアのか？？？

　単語が脳内で反響。くらくらする。見れば、ムギも頭を抱え「バカバカバカ。ネイのバカ。どうして、こんなことになってるのぉぉぉ」。俺も傍はた目めから見れば、あんなか。

　カエデさんが、すっ、と物陰から出た。

「！　な、何者だっ！」「黒髪のメイド??」

「失礼。ロードランド侯爵家メイド長のカエデと申します。一つ、よろしいでしょうか？」

　カエデさんは基本的に優しいお姉さんだ。──けれど、そういう人程、怒らすと怖い。

　黒髪メイド長が冷たく微笑む。

「此こ度たびの件で私のエミリア御嬢様が、もし！　泣いていたら……覚悟してくださいね？」

　スカートへ両手を突っ込み片刃の得物を引き抜いた……鉈なた！　しかも、二挺ちよう。

　兵士達は真っ青になり、首から下げていた笛を必死の形相で吹く。

　ちらり、と俺を見た。囮おとりになってくれるらしい。頭を下げる。猫耳娘も物陰から出た。

「！　貴女あなた様は」「ム、ムギ様!?」「ネイとエミリアは何処？」

　兵士達に問う。二人は顔を見合わせ、困惑。ムギのことは知っているらしい。

「ど、どうして、貴女様が」「い、今は来られない方が良いかと」「答えて!!」

「れ、礼拝堂です！」「もう、そろそろ結婚式が始まっている頃、だと！」

　今度はムギが片目を瞑つぶってきた。俺は上へと動き始める。

　兵士達が次々と集まってくるも、ムギを見て動揺。そこに隊長が一喝。

「え、ええい！　も、最も早はや、あの娘はネイ様の婚約者ではないっ！　捕らえよっ!!」

「いきますっ!!」

　後方からカエデさんの声が聞こえ、何かを断ち切る金属音と悲鳴。

　ムギの魔力も活性化していくのが分かる。実技は大の得意なのだ。

　──二人が派手に囮を務めている隙をつき、俺は首尾よく、屋敷の三階へ。

　窓を開け、足に風魔法を使用。全力で上へ跳ぶ。

「よっと！」

　成功、屋根へとよじ登る。一気に視界が開けた。周囲を見渡すと南側に尖せん塔とう。

「……本当に、礼拝堂があんのな」

　独白し、屋根の上を駆けていく。とんでもなく気が急せいている。

　いや、だってお前……いきなり、結婚式はなかろうぜ？

《翼の短剣》を左右に顕現させる。速度を更に上げ、一気に跳躍。

　礼拝度の勾配がある屋根へ着地。すぐさま、開いている天窓から中を覗のぞき込む──いた。

　大きなステンドグラスから少し離れて、派手な純白ドレス姿のエミリアと、白礼服姿のネイ。友人の腰には片手剣と短剣。他にいるのは白い研究服姿の老人と数十名の兵士達。

　調度品は数脚木製のベンチがあるだけ。お嬢様が叫んでいる。

「クレマン卿きよう、わ、私は話をうかがいに来ただけで……け、け、結婚式だなんてっ!?」

　白の研究服姿の老人が怒鳴る。

「黙れ！　小娘。この私、クレマン・クロフォード自ら、婚姻の申し入れを行ったというに断り続けおって！　これは皇帝陛下の勅命!!　貴様は我が孫と結婚すれば良いっ[image: ]　そして、研究資金を私に寄こせ！！！！」

　……思った以上の馬鹿じじいだ。勅命ねぇ。皇帝陛下がそこまで愚かとは、思えねぇが。

　沈黙していたネイが、エミリアへ近付いた。

「ロードランドさん」

「ネイさん！　貴方あなたも、何か言って──え？」

　御嬢様の左肩にネイが右手を置いた。左手は三度剣の鞘さやを触り、少し遅れて右肩に。

　──ふむ。俺は《翼の短剣》へ魔力を注ぎ込み、足へ風魔法を回す。

「え？　ええ!?　ネ、ネイさん」

「……ごめんよ。全ては僕の責任だ。後で幾らでも怒られるから」

　ネイが困惑しきっているエミリアとの距離をなくしていく。

　さーて、行きますかぁ。

「男は度胸。執事は──」

　屋根を駆け降り、縁際で斜め下に跳び、足に拙い飛ひ翔しよう魔法を発動。

　迫るステンドグラス。

「勇気だ[image: ]」

　短剣を振るい、光り輝く翼を持った剣士が描かれている年代物のステンドグラスを切り裂き、礼拝堂内へ突入。

「！　何……っっ!!」「……来たね」

　エミリアが反応し、俺を見つめる。強い驚きと──隠しきれない歓喜。

　風魔法を制御しお嬢様の傍へ降り立ち、すぐさま、片手で抱え俺の後ろへ。言い放つ。

「悪いな──俺のお嬢様は返してもらうぜ！」




　　　　＊




「ジ、ジャック!?　な、何で……ど、どうして、ここに!?!!」

　俺の後ろで、我に返ったエミリアが喚わめく。喜びと困惑と……様々な感情が入り混じり。

　んなの、決まってるだろ？　俺はお前にこう言われたんだぜ？

『放さないで』って、な。

　コートを脱いで、お嬢様へ渡す。

「……え？　ええ？」

　友人で次期公爵らしい男へニヤリ。白手袋を外し、投げつける。

「ネイ、決闘だ。お前にエミリアは渡せない。……こっちの方が穏便だろ？」

『!?』

　礼拝堂内がざわつく。白研究服のじじい──クレマン・クロフォード前公爵が嘲笑。

「決闘だと？　この婚姻は皇帝陛下も認められたもの。今更」「ジャック」

　貴公子然としたネイが俺を見た。その瞳は迷いなく澄んでいる。

「…………本当にすまない。その決闘、受けるよ」

　友人が受諾。こいつは、さっきエミリアへキスしようとしていたわけじゃない。俺が突入しなかったら、最悪、剣を自らの祖父へ向けるつもりだったんだろう。

　決闘の意思表示は利き手じゃない方の手で三度鞘に触れる、だったか。

　つまり、ネイは俺が上にいたことも知っていた。……俺よりもずっと強い。

「ネイ!?　貴様等ら、何をしている、その小僧を連れ出せ！」

　そんなことも知らず、白研究服じじいが兵士達へ命令する。

　対して眼鏡貴公子が普段の様子からは考えられない獅し子し吼く。クレマンへ宣告。

「貴族の決闘だぞ！　クロフォードの名を汚すなっ!!　……先代様、よろしいですね？」

　兵士達がたじろぐ。将来は立派に公爵様やれそうだな。

　白研究服じじいも鼻白む。

「……ふ、ふん、ま、まぁ構わぬわ。ただし、試作品を使え。実験に丁度良い」

「分かりました」

　ネイが腰から剣を抜き放つ。剣身には無数の刻印──魔剣か！

「ジャック、待たせたね。君が勝ったら、エミリア・ロードランド侯爵令嬢と、僕、ネイ・クロフォードとの婚姻は無しとする」

「ああ。で？　お前が勝ったら？」

「言うまでもないだろう！　──僕と彼女が結婚するんだよっ!!」

　ネイが片手剣を虚空に横薙なぎにした。

　──赤・青・茶の三つの魔法球が生まれ、次々と俺に襲い掛かってくる。

　火・水・土の三属性魔法!?

　どうにか一撃目を躱かわすも、魔法球は消滅せず、ネイを守るように周囲で回転。

　よくよく目を凝らすと、剣身に魔札が埋め込まれてやがる。厄介な。

「ジ、ジャック！　私もっ!!」「馬鹿野郎っ！」

　コートを羽織ったエミリアが介入しそうになったので、後ろを向いて怒鳴りつける。

　ビクッ、と身体からだを震わせ、見る見る内に目には涙。

「こいつは決闘なんだ。すぐに勝ってやるから、黙って待ってろっ！」

「ジ、ジャックゥ……」

「そう、簡単に勝たせはしないよっ！」

　ネイが再度、魔剣を振るう。魔法球の形態が変化。槍やりに。

　この二ヶ月で、俺の魔力は多少増えたが少ないことに変わりはない。

　切り札は《翼の短剣》と風魔法の併用だが……。

「ジャック、いくよ！」

　魔法槍を前衛に、ネイが自ら突撃してくる。

　右の短剣で火の魔法槍を弾はじき、残りはやり過ごす。

　同時にこっちからも距離を詰め、左の短剣でネイの魔剣を受ける。

　目の前の眼鏡青年が称賛。

「思ったよりも、ずっとやるね！」

「け、剣術なんて、学院で使ったこと、なかったろうが？」

「貴族の嗜たしなみ、だよっ！　似非えせだけどねっ！」

　先程、やり過ごした、残り二本の魔法槍が再攻撃。

　右手の短剣で水の魔法槍を迎撃し後退するも、土の魔法槍が袖を掠かすめ、鮮血が飛ぶ。

「ジャック!!」

　エミリアが泣きそうな声で俺を呼んだ。普段のお嬢様然とした様子は微み塵じんもなし。

　……こんな顔をさせるなんて、駄目な執事だわな。

　ふ～、と息を大きく吐いて、落ち着く。余裕のネイへ軽口。

「おい？　少しは加減しろよ？　お前もこんな我わが儘ままお嬢様と結婚したくはないだろ？」

「！　ジ、ジャック！　あ、貴方ねぇぇ」

　お嬢様が、早速反応するも無視。ネイが表情を崩し付き合ってくれる。

「それは出来ないよ。僕は一応、次期クロフォード公爵……らしいからね。挑まれた以上、全力を出すのが作法。確かに、僕じゃロードランドさんの我が儘を聞くのは到底無理だけど」

「……ネイさん？」

　お嬢様が今度は冷たい声を発する。ネイと頷うなずき合う。……神様は非情だわな。

　俺は両手に短剣を構え、ネイもまた魔剣を握り直す。

「──いくぞ」

「──来い！」

《翼の短剣》の効力とエミリアに習った風魔法で、自分の機動性を最大まで上げる。

　今出来る、最大攻撃で決着をつけるっ！

　滞空していた魔法槍が、その身を翻し迎撃してくる。が、速度にまったく追いついていない。あっさりと突破。ネイが目を見開いている。魔剣は動いていない。いける！

　双短剣を繰り出し──ネイへ届く前に、緑風と黄電の《楯たて》に阻まれた。

「なっ!?」

「言っていなかったね。この魔剣に埋め込まれている魔札の数は『五枚』。今の僕は」

《楯》が消失。顕現した五つの魔法球に滅多打ちされ、礼拝堂の壁へ叩たたきつけられる。

「がはっ！」「基本五属性全てを使いこなせる」

　ネイが絶望的な台詞せりふを呟つぶやいたのが聞こえた。

　急所への直撃は短剣で避けたものの……痛いってぇ……。折れてはいなそうだ。

　よろよろ、と立ち上がるも左手の短剣が消えた。残りは一本のみ。これで機動性は半減。

　前方で油断なく魔剣を構え、五つの魔法球を滞空させている友人を見やる。

　ったく。ネイの野郎、強いじゃねぇか。……負けてはやらねぇが。

「ジャック！　もう……もう……止やめてっ[image: ]」

　エミリアが俺の前に立ち塞がり、両手を広げた。

　……こんな時だけど、このドレスは好みじゃない。わざとぶっきらぼうに言い放つ。

「どけよ」「嫌っ！」

「どけって」「嫌っ!!」

　お嬢様が涙を零こぼしながら、訴えてくる。

「……何よ。何よ、何よっ！　こういう時だけ、カッコつけないでよっ!!」

「カッコつけてなんかねーよ。ただ」

　言い淀よどむ。エミリアが真っ赤な目で、睨にらんでくる。

「ただ何？　また、『俺は男だ』とでも？　そんなの！」「ちげーよ」

　一歩踏み出し、左手を伸ばそうとして──止める。ドレスに血がついちまう。

　なのに、エミリアは俺の血がついた左手を両手で強く握りしめてきた。

「おい。ドレスが」

「こんなの私の趣味じゃない。……私が着る時はもっと清せい楚そなのにする。それで、何？」

　頭に手を乗せ、告げる。

「俺はお前に笑っててほしいんだよ。……今回は、俺が泣かしたから、ケジメ、ってやつだ」

「っ！　そ、そんなの……わ、私がいじけて……」

　俯うつむいたお嬢様を振り払い、再度、ネイと対たい峙じ。礼を言う。

「悪い、待たせた」

「別に構わないよ。時間はあるからね。……ジャック、ここで負けを認めても不名誉なことじゃない。この魔剣がある限り僕の勝ちは揺るがない。それ程までにこれは強力だ」

　クレマンが喚き散らす。

「そうだ！　私が設計した魔札を埋め込みしその魔剣は、今までの魔剣全てを過去の物へと追いやる[image: ]　何処どこの馬の骨とも知れぬ小僧に破れる物ではないわっ！！！！」

　無視。片目を瞑つぶり、眼鏡の貴公子に問いかけ、右手の短剣を握りなおす。

「かもな。けどよ、ネイ──……懸けてる相手がもしムギだったら、どうするよ？」

「──……すまない。愚問だった。なら、今は全力で、君を叩き潰つぶそう。ジャック」

「あん？」

「死なないでくれよっ！」

　そう眼鏡をかけた友人が叫んだ途端、魔法球が回転を速め、円えん錐すい形けいへ変化。来るっ！

　左手に《翼の短剣》を生み出そうとするも……駄目。

　ふっ、と息を吐き、右手の短剣に魔力を込め活性化。

　──エミリアと手を繋つなぎ、あの時、微かすかに掴つかみかけた感覚を呼び覚ます。

　ネイが魔剣を高く掲げ、

「見せてくれ！　君の可能性をっ!!」

　振り下ろした。さっきよりも遥はるかに速度が増した五つの魔弾が次々と襲い掛かる。

　対して、俺は落ち着いていた──魔弾の回転まで、見える。

　五属性といっても、それぞれ俺に到達する速度は異なる。

　最も速い魔弾は雷。遅れて風。最小の動きで雷を短剣で受け、風にぶつけ相殺。

　遅れてやって来た、火・水・土の魔弾は、前の三属性に比べれば遅おせえっ！

　駆けながら三弾を斬り飛ばし、一気に距離を詰める。

　防がれる、と思っていなかったのか、ネイの顔に純粋な賛嘆。

「……とんでもないね。一ヶ月前とはまるで別人だ！　でもっ！」

　後方に寒気。身体を捻ひねり、横っ飛び。地面から俺を狙ってきたのは──土の魔弾！

　すぐさま、地面に飛び込み、姿を消し移動、攻撃をしかけてくる。

　折せつ角かく縮まりかけたネイとの距離が広がっていく。

　魔力も残り少ない。長期戦は無理だ。《翼の短剣》が消えたら風魔法の機動補助だけで、魔弾はどう足あ掻がいても凌しのげ……ああ、そうか。動きを止め、集中。

　ネイが訝いぶかし気げ。

「諦めたのかい？　でも、手加減は抜きだっ！」

　さっき、俺が割ったステンドグラスの陰から土の魔弾が飛び出してきた。

　──分かってたぜ。見もせず両断。

「!?」「ば、馬鹿なっ!?　あり得んっ!!」

　ネイが驚き、白服じじいががなり立てる。お嬢様が、呟いた。

「風魔法で、探知、したの!?」

　御明察だっ！　魔力を足の風魔法と短剣に注ぎ込み、最大機動。短剣を振るう。

　──激しい金属音。俺とネイは、魔剣と短剣で鍔つば迫ぜり合い。

　体格的に勝っているこの次期公爵様の方が力は強い。押される。

「で、出来れば、今ので、終わりにして、ほしかった、ぜ？」

「ジャック、君は本当に凄すごい。ロードランドさんには、僕より君が相応ふさわしいと心から思う」

「そいつは……どうもっ」

「でも」

　ネイが左手で短剣を抜いた。剣身が白と黒の光を放つ。

「!?」「今回に限って言えば、僕の勝ちはやっぱり揺るがない」

　ネイが勝利宣言すると同時に、零ぜろ距離で光・闇の魔球が複数生み出され、炸さく裂れつ。

　受け身も取れず吹き飛ばされ、床に叩きつけられた。

　……やべっ。意識が……遠のく……。

　ネイが淡々と解説する声。

「この魔剣は、片手剣と短剣で、七属性全てを発動可能にする代物なんだ」

「がっはっはっはっ！　見たか我が魔剣の力をっ！　これを量産出来る資金さえ手に入れば我が家は七公爵家末席から脱出し首座。ゆくゆくは、歴史上に数例しかない公王の座すら」

　白服じじいが面倒臭いことを延々とくっちゃべってやがる。

「ジャックゥ…………」

　エミリアの小さな小さな泣き声がやけにはっきりと聞こえた。

　この光景、既視感が…………そう言えば、あの時も。




　　　　＊




　雷鳴が轟とどろき、雷竜が風車小屋を襲った時、俺が思ったことはたった一つだった。

　──俺はどうなってもいい。

　けど、俺の背中に抱き着いている、淡く綺き麗れいな短い茶髪で、普段は半袖半ズボンで活発なのに、実は泣き虫な、この少女だけは守らなきゃならねぇ。

　だって、俺は男なんだから。

　雷嵐が荒れ狂い、耐雷結界が千切れそうになる中、振りむき、確か《楯》と……純白のリボンを渡しながら、こう言ったと思う。

「大丈夫だ。お前はその中でそれを持って隠れてろ？　な？」

「ジ、ジャック、こ、これ……ジャックはどうする、の??」

「俺はお前を守る！　だって、俺は男でお前は女の子なんだから！　俺はお前の──……」

　何て言ったかは思い出せない。転がるように、風車小屋を出た後の記憶は曖昧だ。

　──鮮明に覚えているのは晴れた空と背中に感じる濡ぬれた草の感触。

　荒い呼吸の俺に、降り注ぐ……




　　　　＊




　頬ほおに冷たい物が、ぽつり、ぽつり、と当たり、俺は意識を取り戻した。気を喪うしなっていたのは精々数秒だろう。

　頭に柔らかい感触。目を開けると、俺を覗のぞき込み、涙を流し続けている純白ドレスに、俺のコートを羽織ったエミリア。一滴、一滴、涙が降り注ぐ。……あの時と一緒だわな。

「バカ！　……ジャック……もう、もう……止めて。お願い、お願いだからっ！」

　本気の懇願。右手をボロボロになった執事服で拭い、エミリアの頬に触れる。

「……お前は、ほんと、昔から泣き虫だなぁ。大丈夫だって」

「！　ジ、ジャック？」

　身体からだを起こし、よろめきながら立ち上がる。ネイは笑みを深め、剣を構えた。

　横合いから舌打ちと罵声。

「ちっ！　しぶとい小僧だっ!!　ネイよ、とっとと、せよっ[image: ]　私はこのような些さ事じに関わってはおられぬ。一刻も早く研究を再開したいのだっ[image: ]」

「……先代様、これは貴族同士の決闘。『些事』の一言で済ませるわけにはいかないでしょう？　悪法もまた法なのです。ジャック、まだ、やれるのかい？」

　ネイが実の祖父に冷たく指摘。その後、一転して満面の笑みを向けてきた。

　こっちをボコボコにしておいて、それかよ。苦笑しつつも、頷く。

「当然だろうが。追撃してくれても良かったんだぜ？」

「冗談を言わないでくれ。相手の攻撃を真正面から受け止め、破る。それこそが、貴族の矜きよう持じ……らしいよ、よく知らないけどね。でもそっちの方がカッコいいじゃないか？」

　ネイは肩を竦すくめた。こいつも色々、思うことはあるんだろう。

　──左袖を引っ張られた。

「…………」

　お嬢様が顔を伏せ、無言の訴え。わざとらしく、聞いてやる。

「エミリア・ロードランド御嬢様」

「…………何よ」

「御嬢様は、御自分の執事を信じてはくださらないのですか？」

　俺の問いかけに、お嬢様は息を呑のみ、すぐさま叫んだ。




「っ！　信じてる！　誰よりも!!　世界で一番、信じてるっ[image: ]」




「なら──……」

　頬を濡らす、涙を人差し指で拭ってやり、笑う。ぽん、と頭を叩たたく。

「そこで待ってろ。泣き虫エミリア」「っっっ！！！！」

　ネイへ礼を言う。

「何度も悪いな」

[image: ]

「いいよ、別に。それに、まだ君の御主人様は言い足りないことがあるみたいだよ？」

　ネイの指摘を受け、後ろを振り返る。

　ごしごし、と俺のコートの袖で涙を拭ったエミリアが、近付いて来た。

　左手を俺へ突き出し、心臓に拳をつける。

　──懐かしい『何か』の鼓動。

「……分かった。もう、何も止めない。だから」

　きっ、と俺を見た。




「勝って！」




　呆あつ気けに取られ、少し遅れて笑う。……そうだよなぁ。こいつはこうでなきゃ。

　俺はお嬢様に誓約。あの時みたいに。

「任せとけ。約束は守る。知ってるだろ？」

「……うん」

　エミリアが離れた。辛抱強く俺を待っていてくれた友人へ、礼代わりに忠告。

「ネイ」

「何だい？」

「魔剣の全能力は全て防御へ回せ。じゃないと……死ぬぞ？」

「！　それは」「戯たわけがっ！　ネイよ、我が魔剣の恐ろしさ小僧に見せてやれぃ[image: ]」

　俺はクレマンを怒鳴りつける。

「少しは黙ってろ、じじいっ！　これは俺とネイの決闘だっ!!　すっこんでろっ[image: ]」

「なっ！？！！　き、き、貴様、貴様。わ、私を誰だと……」

　白研究服じじいが怒りの余り、押し黙った。

　俺は胸に手を置く。

　──温かい。

　ネイは片手剣と短剣を構え七つの魔法障壁を全力展開。並の攻撃じゃ抜けないのだろう。

　さて、と。




「それじゃ──行くぜ！　ネイ・クロフォード！」

「ああ……来いっ！　ジャック・アークライト！」




　痛む身体に鞭むち打うち、全力で礼拝堂内を疾走。

　ネイの障壁が目の前に迫り、




　──自分の胸から《翼の剣》を引き抜き。一いつ閃せん。




　七層の魔法障壁全てをバターのように切り裂く。

「っ!?」

　今日、初めて、ネイの顔に本気の焦りが浮かび、全力で後方へ跳んだ。

　俺は後方に構え直した剣を両手持ちにし、前傾姿勢。

　足へ飛ひ翔しよう魔法を発動。瞬時に加速し、間合いを殺す。

　ネイと目が合う。こんな状況だってのに穏やかそのもの。

　次期公爵が呟つぶやいた。

「ジャック、君は、やっぱり……」




　──再度の剣閃。




　魔剣と短剣は存外に軽い音を立てて宙を舞った。

「ぐはっ[image: ]」

　剣の一撃で発生した衝撃波はネイを吹き飛ばし、壁へ叩きつけた。

　少し遅れて突風が礼拝堂内を吹き荒れ、白い羽が舞い散り、《剣》は消失。

　残っていたステンドグラスが次々に落下。音を立てて割れる。

　僅か二撃。

　たった、それだけで、エミリアに渡された全魔力を使い果たした俺は、その場に倒れ込みそうになり──エミリアに受け止められる。

「……バカ。わんこのくせに、御主人様への忠誠度が低い！」

「俺はわんこじゃないしなー」

「口答え禁止！　……バカ」

　そう言いながらも、お嬢様は嬉うれしそうに頭を俺の肩に置いた。……泣き顔よりは良いか。

　直後、礼拝堂内に駄だ々だっ子このような叫びが轟とどろく。

「……おのれ。おのれ。おのれぇぇぇぇぇぇぇぇ[image: ]　わ、私の、さ、最高傑作を……。あ、あの二振りを作るのに、どれ程の資金と労力が……何ということをしてくれたのだっ！」

　白服じじいが地団太を踏んでいる。……あんたはきっと雑な絵を描いただけだろ？　現実にそれを落とし込んだのはネイだ。護衛の兵士達を一喝。

「何をしておるっ！　その、貧乏貴族を捕らえよっ！　結婚式の続きだっ!!」

　兵士達は戸惑い動かない。エミリアが俺の前方に立ち白服じじいに怒鳴った。

「クレマン卿きよう！　決闘の結果は明らかな筈はずっ！　この婚姻は無効ですっ!!」

「黙れ小娘っ！　わ、私の最高傑作が、敗れる筈はないっ!!　これは何かの間違いだっ[image: ]　なにより、私にはこの、婚姻許可状があるっ！！！！」

「……貴方あなたは……」

　お嬢様が風魔法を並べ始め、俺を守るように無数の白はく翠すいの《楯たて》が顕現。

　ば、馬鹿っ……全部、吹き飛ばす気かよっ!?　俺はお嬢様を止めようと立ち上がり──礼拝堂の扉が開け放たれた。

「ネイィィィィィィィ！！！！！！！！！！！！！」

　耳をつんざくムギの大絶叫。最後のステンドグラスが落ち、砕けた。

　風となって猫耳少女がようやく身体を起こそうとしていた幼おさな馴な染じみの元へ。

　割れた眼鏡を調整しつつ、ネイが微笑ほほえんだ。

「やぁ……ムギ。おはよう」

　軽口に付き合わず、猫耳少女が胸倉を掴つかんで怒る。

「ネイ！　バカバカバカ!!　どうして、こんなことになってるのっ!?」

「…………ごめん。僕に行動する勇気がなかったんだ。次善の策しか……。結果、見事にやられてしまったよ。ジャックは悪くない。悪いのは僕だ」

　ネイが疑問の色を浮かべる。

「君はどうしてここに──……そうか、彼を手引きしたのは君だったのか」

「だってだってだって、ネイが心配、はにゃ!?」

　眼鏡青年は猫耳少女を優しく抱きしめた。

「ごめん、ありがとう。こんな時だけど……お願いがあるんだ」

　ネイがムギを見つめる。




「──学院を卒業したら僕と結婚してほしい」




　ムギは獣耳と尻尾を逆立たせる。目を潤ませ、何度も頷うなずき、静かに答えた。

「──……はい、喜んで……喜んで、御お受うけします」

「ムギ！」「ネイ！」

　二人が抱きしめあう。お熱いこって。

　エミリアが振り返り、口をパクパク……お前、気付いてなかったのかよ!?

「ききききき貴様等らぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！」

　白研究服じじいがキレた。ネイはムギを腕に抱きかかえながら立ち上がり。祖父へ宣言。

「先代様。僕はエミリア・ロードランド侯爵令嬢とは結婚しません。僕の伴侶はこのムギです！　貴族同士の決闘の結果なのですから、文句は皇帝陛下へ仰おつしやってください」

「き、貴様、クロフォードの血に、獣の血を!?　こ、この婚姻は皇帝陛下に認められし」

「父上、そこまでです」

　礼拝堂にネイによく似た、礼服姿の壮年男性が入ってきた。眼鏡の奥には憤ふん怒ぬ。

　兵士達が慌てた様子で、次々と武器を引き、膝を折る。

　白研究服じじいが、皇帝陛下の婚姻許可状を握りしめながら激しく動揺。

「ダ、ダニエル……お、お前は、領地に戻っていたのでは……」

「私が当代をお呼びしたのですよ。クロフォード公爵家の危機、とね。私が呼ばずとも、そこのネイ殿も密書を送っていたようですが」

「御お父とう様さま！　カエデ！」

　エミリアが叫ぶ。カエデさんを従えて、最後にやって来られたのはロドリック様だった。

　……二人共、とても悪い笑みを浮かべている。

「き、危機、だと？」

　よろよろ、と後退し、礼拝堂の壁に背中をつけたクレマンが呻うめく。

　黒髪メイド長の姿が消え──すぐに現れた。

　その手には紙。白研究服じじいが持っていた婚姻許可状だ。

「!?　なっ、なっ、なぁ！！？」

　クレマンは目を白黒。俺にも分からない。ロドリック様が尋ねる。

「どうか？　カエデ」

「偽物も偽物。程度の低い品でございます。三十年前であれば通用したでしょうが」

「なっ!?　わ、わ、私の作りし物が……さ、三十年前の品、だと……」

　カエデさんの冷たい宣告に、白研究服じじいの顔が赤くなり、青くなり。

　にしても……偽造って。クロフォード公爵が実の父親を糾弾。

「研究資金欲しさに陛下の文書偽造をし、自らの孫と他家の御令嬢を巻き込むとはっ！」

「クレマン殿は我が娘の婚約者である、ジャック君の姓を調べなかったのですか？」

　ロドリック様が獲物を弄ぶ蛇のように口を挟んだ。白服じじいは戸惑い、狼狽うろたえる。

「な、何を言って」

　侯爵が嘆息。




「──彼の姓は『アークライト』。帝国が窮地に陥る度、歴史の表舞台に現れ劣勢を覆してきた、英雄の中の英雄。『翼持ちし者』と謳うたわれる一族、その直系ですよ？」




　クレマンがよろめき、反論。

「そ、そ、そ、そ、そのような家名、聞いたことが」

「口伝として残すことを許されているのは、皇家と、我がロードランド家。皇帝陛下に直接問うた者のみ。……代々の皇帝陛下が彼の家に、どれ程気を遣ってきたか分かりますか？　アークライトの者達には私欲がない。西方国境の僻へき地ちに領土を渡せたのも、今では、大陸全体を見て、少なくなっている飛竜の大規模生息地があったからに過ぎません。かの家系は動物好きでしてね。領土が欲しいと言うなら……西方領全て、即公王です」

　白服じじいの顔が土気色になっていく。ロドリック様が淡々と冷酷な現実を通告。

「此こ度たびの件、陛下は極めてご不快な御様子。近日中に召喚状が届くことを覚悟されたい」

「！？！！」

　遂ついに老貴族はその場に崩れ落ちた。「拘束せよ！」というクロフォード公爵の命を受け、兵士達が囲んでいく。ネイと公爵は、微かすかに頷き合った。

　振り返り、エミリアが聞いてくる。

「……今の話、本当なの？」

「知らねぇよ。俺は俺だ。……英雄じゃなきゃ、駄目か？」

　頭を俺の頭に、こつん、とぶつけてきた。

「……ダメじゃない」

「よし。あと、これな」

　手の血を執事服で拭い、ハンカチに包んでおいた物を懐から取り出し、手渡す。

　エミリアが呟く。

「……私のリボン」

「血で汚れてはいねぇよな？　──……今更、返してもらっても困る」

　俺の言葉に、お嬢様は目を見開き、まじまじ、と見つめてきた。

「……え？　ジ、ジャック、今、何て？　さ、さっきも。も、もしかして、記憶がっ」

　頭を乱暴に撫なでまわす。

「俺はお前の執事だからな。泣き虫お嬢様の世話もその一環なんだよ。まだ、泣くか？」

「うぅぅぅぅぅ……！」

　エミリアが胸の中に飛び込んで来た。

「おっと。おい」

「──貴方は私の、私だけの執事なんですから。これくらい受け止めてください」

「……我わが儘ままお嬢様めっ！」

　悪態をつきつつも抱きしめる。エミリアは腕の中で幸せそうに微笑んだ。




　──こうして、俺とお嬢様の波乱の一日はようやく終わったのだった。







エピローグ




　ネイと決闘した翌日、俺達は朝からロドリック様に呼び出され、お説教を受けていた。

　侯爵がこれ見よがしに溜ため息いきを吐つかれる。

「……ジャック君、クロフォード家へ乗り込み、決闘に勝利したのは本当に大したものだ。だが、君もエミリアも私を信じてくれなかったのかね？　ダリアと共に参内し、皇帝陛下からわざわざ一筆いただいたというのに……カエデまで止めぬとは……」

「も、申し訳ありませんっ！」「……申し訳ありません」

　執務机上で腕を組み座っている侯爵へ、俺とエミリアは頭を下げる。

　我に返ってみると、お、俺、とんでもないことをしたんじゃ？　世が世なら、あの場であっさりと首を刎はねられて……。へ、へへ……今更、身体からだが震えてきやがったぜ……。

　俺と違い、隣のお嬢様は平然。ただし、ここ二ヶ月、執事をしてきた俺には分かる。

　こいつ、信じられないくらい上機嫌。侯爵が首を振った。

「もとよりこれ以上、君を責めるつもりはない。エミリアにも問題があった。何より……強引に物事を進めようとしたのは、クロフォードの先代だ」

「あ、ありがとうございますっ！」

　た、助かったぁぁぁ。一時はどうなることかと。

「──が」

　侯爵は言葉を続けられて、俺へにこやかな微笑。

　……い、嫌な予感がする！　とても、とても、嫌な予感がするっ!!

「公爵家の礼拝堂を破損した件については別だ」

　俺の予感よ。良いことには反応しない理由について、そろそろ法廷闘争するか？

　回らない舌で弁明する。

「で、ですが、あ、あれは決闘の最中に起こったことで……ネ、ネイだって……」

「世継殿は君相手に剣を振るったが、自らは物や屋敷を一切壊していない、とのことだ」

　侯爵が紙をひらひらさせた。──印は『大鍋に星』。書名は『ネイ・クロフォード』。

　お、おまっ！　そ、それが、最終的には恋の橋渡し役になった俺へすることかよっ!?

　勇気を振り絞り、尋ねる。……既視感。

「…………ち、因ちなみに御お幾いくら？」

　公爵家の家紋入り用紙が執務机の上を滑る。

　震える手を伸ばし──横から、細く美しい手にかっさらわれる。

「お、おい」

「あら？　……御父様、これは結構な金額ですね？」

　エミリアは俺を無視し、父親へ笑みを向けた。獲物を弄ぶ肉食獣のそれ。

　どうにかして奪還しようとするも、わざわざ、風魔法で天井近くへ。こいつ、こいつ！

　侯爵が娘へ返答。

「あの礼拝堂は文化財だからな。ただ、条件を呑のんでくれれば免除にする、とのことだ」

「「条件？」」

「君が今後とも──『エミリアの執事役を継続すること』。それが条件だ」

　あの、あの……お節介野郎っっ[image: ]　お嬢様が楽しそうに追い打ちをかけてくる。

「だ、そうですよ、どうしますか、ジャック？　元の借金と今回の分の借金も全部なくなります。悪い話じゃない、と私は思いますが。……私の執事が条件ですしねっ！　ねっ！」

「……その話なんですが」

　俺をからかってくる少女を無視し、侯爵へ考えを伝える。

　隣のエミリアはそれを聞いて唖あ然ぜん。そして、真っ赤になった。

　侯爵は驚かれた後、破顔。やがて──深く頷いてくれた。




　執務室を退室し、エミリアと並んで長い廊下を歩く。

　俺は、手で頬ほおへ風を送る。あ～暑いわなぁ。

　そんな俺の横顔を眺めていたお嬢様の瞳に、強いからかいの色が浮かんだ。

「……ねぇ？　そんなに私と離れたくなかったの？　困った人♪」

「……お、俺の主義に合わなかっただけで、他意は別にないっ！」

　楽しそうに、エミリアが手を掲げ、指を折っていく。

「今回の件の補修代をわざわざ支払う為ために、うちへ新しい借金をして」

「…………」

「加えて、御姉様からの支援を断り」

「…………」

「元の借金の名義も自分に変更して、他意はない？　厳しいと思うわ★」

「うぅぅぅぅぅ……」

　わざわざの指摘に、頬が赤くなるのをはっきりと感じる。

　だ、だって、あの馬鹿親おや父じは、のらりくらりだし、姉貴にこれ以上、借りを作るのは危険だ、と本能が全力で叫んでいるし、他人ひと様さまに借りっぱなしは俺の主義じゃないし……。

　きっ、と楽しんでいるお嬢様へ反撃。

「お、お前だって、色々と勘違いしてただろっ！　俺がムギを好きだとか、あの状況で俺がムギとデートしたとか……話を聞いて、行動しろっ！」

「！　そ、それは、その……貴方あなたがムギさんと凄すごく仲良さそうにしてたり、あ、ああいう局面で一緒にお出かけしたりするから……リリアとルリアは見えなかったし……」

「ほーほー」

「うぅぅぅぅ…………」

　エミリアが俺の胸をぽかぽか。小さく「……ごめんなさい」

　どうにか一矢報いてやったぜ。……不毛な争いだ。空むなしい。

　ぽつり、と俺の胸に手を置きつつ、お嬢様が呟つぶやいた。

「……ムギさん良かったわね。私、二人がそうだなんて、全然、気付かなかった」

「はぁ？　バレバレだったろ？　お前は普段、何を見てたんだ??」

　あの後、ネイはムギと正式に婚約した。学院を卒業したら結婚するそうだ。

　こうなるよう、あの小利口な友人様に利用された感はある。別に構わないが。

　今度、ムギへ色々暴露しておこう。尻に敷かれて、潰されてしまえばいい。

　俺の指摘にエミリアが言い淀よどむ。

「だ、だって、だって……基本的に貴方しか見てないし……と、とにかく、ジャックには私の執事である自覚が足りてないっ！　再教育するっ!!」

　理不尽。姉貴の暴虐に慣れていない俺だったら泣いているところだ。

　……これは涙じゃない。涙じゃないのだ。目元を拭い、軽く手を振る。

「喉、渇かないか？　珈琲コーヒーと紅茶、どっちがいい？」

「もうっ！　そうやってすぐに誤ご魔ま化かして。……貴方が飲みたい物でいい」

「なら紅茶だなー」

　きょとん、とした。こういう仕草は可愛かわいいんだが。

「？　貴方、珈琲の方が好きよね？　普段、珈琲ばっかりじゃない」

「ん？　だって、お前、珈琲苦手だろ。普段、紅茶しか飲まないし」

　あっさりと返答し、歩き始める。お嬢様は立たち竦すくんだ。

「な、何で……」

「普段、俺はお前だけを見てるんだぜ？　それくらい分かる──どした？」

　振り向くとエミリアは顔を伏せ、ぶつぶつと呟いていた。

「……そうやって、時々不意打ちしてきて……反則。ズルい。………き……」

「？？？　エミリア？」

　声をかけても反応しないので、再度、名前を呼ぶ。ようやく顔を上げ、唇を尖とがらせた。

「……何でもないっ。ほら、世界で一番美味おいしい紅茶を淹いれて。私の執事なんだから」

「無む茶ちや言うなっ！　キッチンで茶菓子貰もらって行くか？」

「私、貴方のクレープが食べたい。甘いの。それと」

　手を差し出してきた。命令が下る。

「ジャック、お手っ！」

「お前……めげねぇなぁ……」

　仕方なしに、我わが儘ままお嬢様の手へ自分の手を置く。あからさまに不満気。

「……置くだけ？　……まったくっ！　いい？　こういう時、出来る執事なら──……」

　自分の指を、エミリアの指に滑り込ませ、手を繋つなぐ。

「これじゃ駄目か？」

　ふるふる、とお嬢様は首を振った。魔力が漏れ、長く綺き麗れいな髪がキラキラと光る。

「……てぃ」

　左腕に柔らかな感触。いきなり、エミリアが俺の腕を抱きかかえてきた。

「！　おい」

「いいでしょう？　別に。減るもんじゃないし。……嬉うれしいくせに」

「……この我が儘お嬢様っ！」

「借金執事様程じゃ、ないと思うわね」

　お互い譲らず。……俺達らしくはあるわな。何でもなく、エミリアが続けた。

「ああ、それと」

「ん？　どうし」

　お嬢様が少し屈かがんだ。額に温かい感触。

「迎えに来てくれた御礼。私、借りは作らない主義なの」

　離れ、幸せそうに我が儘少女は微笑ほほえみ、唇へ指を置いた。

[image: ]

「なぁ」

「何？　二回目は高──……」

　少し背伸びをし、エミリアの頬に唇を落とす。

「──……奇遇だな。俺も、借りはすぐに返す主義、なんだよ」

　少女へ反撃。唖あ然ぜんとしていたエミリアは、もう一度、胸へ両拳をぽかぽか。

「うぅぅぅぅぅぅぅ！！！！！！」

「や、やめっ、やめろってっ！」

　両腕を取り止めると、距離が近い。ほぼ同時に目を逸そらす。

「……ったく。我が儘お嬢様には困ったもんだぜ」

「……バカ執事。何度も不意打ちするなんてっ！　あと、無駄な女子力を今すぐ下げてっ！」

「下げたら、毎日、お前に紅茶も淹れられねぇし、時折、クレープも焼いてやれないぞ？」

「!?　あ、貴方、そ、それって、ど、どういう意味……」

　エミリアのただでさえ大きな瞳が、更に大きくなった。はて？

　小首を傾かしげていると、少女は極寒の気配を放ち始めた。

「……そうだったわ。貴方はそういう人だったわ……うふ、うふふ、うふふ……」

　怖っ！　恐々、尋ねる。

「あー……エミリア・ロードランド御嬢様？」

「……何よっ!!　せ、折せつ角かく、凄く、すっごくっ、いい雰囲気だったのに……おでこと頬ほっぺたに、キ、キスまで……こ、交換こしたのに……バカ、バカ執事、わんこ！　後で、絶対にこの埋め合わせは」

「ほい」

　ポケットから、淡い翡ひ翠すい色のリボンを取り出し、手渡す。

「…………ふぇ？」

　頬を掻かきつつ、しどろもどろに弁明。

「あ～いや、さ。俺はお前の執事なのに、話を上手うまく聞いてやれなかったからな。その詫わび、というか……き、気に入らなかったら、使わないでいいから」

「……使う。絶対に使うっ！」

　距離が更に近付く。ドギマギしつつも、謝る。

「お、おお…………いやまぁ、諸もろ々もろ悪かった」

「え、えっと、その………私もごめんなさい」

　は、恥ずかしい……手を放し、とっとと歩行を再開。お嬢様が叫ぶ。

「ジャック！　貴方の場所は何時いつ何なん時どきだって、私の隣なのよっ！　待てっ!!」

「やなこった。ほら、行くぞー我が儘お嬢様！」

「も、もう！　……はい、私の借金執事さん！」




　　　　＊




　前方の廊下を私の宝物達──愛まな娘むすめのリリアとルリアが駆けて行く。

「リリア様、ルリア様、お待ちください！」

　メイド長のカエデがその後を追う。二人共、エミリアとジャックちゃんと早く遊びたいのだろう。扉が開けっぱなしになっている少年の部屋へ飛び込み──天使達の声が静かになった。訝いぶかしく思い、私も部屋へ。

「ダリア母様、お姉様とジャック寝てるの～」「と～っても仲良しです♪」

　双子が口に指をあてて『しー！』。ソファーに座り、古い茶色のコートをかけてすやすや寝ている二人を嬉しそうに、小声で報告。カエデは「……いいなぁ」。

　二人は頭をくっ付け、肩と肩を寄せ合い、手は繋つなぎっぱなし




　エミリアの後ろ髪には純白リボンと真新しい翡翠色のリボンが交わるように、結ばれている。




　──穏やかで温かい記憶が呼び起こされる。

　まるで男の子のようだった幼い娘と、娘の命を救ってくれた少年。

「ふふふ。息子が出来るのも、そんなに遠くないのかもしれないわね」

　未来に思いを馳はせながら、私は幸福な想おもいに包まれるのだった。







　あとがき




　皆様、はじめまして。七なな野のりく、と申します。

　デビューして、ようやく一年の若葉マークです。お手柔らかにどうぞ。

　本作はＷＥＢ小説サイト『カクヨム』上で連載されているものに、七、八割程度？　加筆を加えたものとなります。原型を留とどめては……いる、と思います。




　さて、内容ですが甘いです。

　甘々です。頭から尻尾まで甘いです。糖分過多な仕上がりになっております。

　──え？　何で、こんな話を書いたのか、ですか？

　単に甘々な話が読みたかっただけです。しかも、何の変哲もない話が。

　本作主人公は世界を救いませんし、魔王も出てきませんし、世界最強なわけでもありません。世界最強は別にいます。その人は、片手間に世界を救ったりしているのでしょう。

　そういうのは脇に置いといて、剣と魔法の世界で、男の子と女の子が追いかけっこしているだけの、ニヤニヤ出来る話を読みたかったのです。

　数あるラノベの中にこういう作品があってもいいかな？　と、思った次第。

　気に入っていただけると幸いです。




　──よし、頁ページも埋まってきましたね。

　なので、宣伝です！　おお、何かラノベ作家っぽい……。

　私、同じＫＡＤＯＫＡＷＡ様の別レーベルである、富ふ士じ見みファンタジア様からも本を出させていただいております。

　タイトルは『公こう女じよ殿でん下かの家か庭てい教きよう師し』。現在、四巻まで出させてもらっております。

　こちらも、とにかくイラストが可愛かわいいのです！

　今月、最新五巻、発売されます。表紙、必見です。

　気になった読者様、『公女』の方もどうぞよろしくお願い致します。




　最後にお世話になった方々へ謝辞を。

　担当編集様、大変、御世話になりました。解析能力、高し。こ、これが若さか……。

　ｍエムｍエムｕユー先生、本当に素敵なイラストをありがとうございました。表紙、本当に良き。

　ここまで読んで下さった全ての読者様にめいっぱいの感謝を。

　またお会い出来る日を楽しみにしています。
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侯こう爵しやく令れい嬢じようの借しやつ金きん執しつ事じ




許嫁いいなずけになったお嬢じよう様さまとの同どう居きよ生せい活かつがはじまりました
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